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観光ビジネス学科 

■ 学修成果（到達目標）

■ 教育課程（カリキュラムマップ）

■ カリキュラムツリー
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学修成果（到達目標） 

１【基礎力】一般教養並びに各専門分野の基礎的能力 

広い視野を持ち，深い知識と技能を修得し，観光ビジネスの現場で活かすことができる。 

①総合的な判断力の基礎を養うことができる。

②多角的な視野から物事を思考し，本質を見極め，問題解決に取り組むことができる。

２【実践力】各分野の実際の場面に対応できる力 

複雑化する現代社会において，豊かな教養を身につけ，職業人として多角的に物事を見つめることができる。 

①基本的なビジネスマナーを身につけ観光ビジネスの現場で実践することができる。

②収集した情報を状況に応じて適切に判断し，活用することができる。

３【人間関係力】専門職・社会人として必要なコミュニケーション能力 

豊かなコミュニケーション能力を身に付け、職業人として自己の能力を発揮することができる。 

①積極的かつ意図的にコミュニケーションを作りだすことができる。

②他者の考えや立場を理解し，自分の意見を述べることができる。

４【生涯学習力】生涯にわたって学び，成長できる力 

継続してキャリアを積むことにより、さらなる業務遂行能力をはじめとする人間的成長ができる。 

①生涯にわたって、課題を発見し、解決する力を身につける。

②時代の変化に応じ、生涯を通じて自分のキャリアを形成していくことができる。

５【地域理解力】地域・文化の多様性を理解し，地域に貢献できる力 

職業人として地域社会の活性化に貢献することができる。 

①職業や勤労に対する理解を深め、地域で意欲的に働くことができる。

②地域での活動に積極的に参加し、役割に即した活動の成果をあげることができる。

③東北地方の歴史，文化，社会，経済，観光資源について理解し，地域社会に貢献することができる。
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1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

日本語表現法 15 ○ ● ● 1 ○ ○ ○ ○ ○

英語Ⅰ 15 ○ ● 1 ○ ○ ○ ○ ○

東北学 15 ○ ● ● 2 ○ ○ ○ ○ ○

歴史と文化 15 ○ ● ● 2 ○ ○ ○ ○ ○

法律入門 15 ○ ● ● 2 ○ ○ ○ ○ ○

現代の社会 15 ○ ● ● 2 ○ ○ ○ ○ ○

コミュニケーション論 15 ○ ● ● 2 ○ ○ ○ ○ ○

情報処理 15 ○ ● ● 1 ○ ○ ○ ○ ○

数理リテラシー 15 ○ ● ● 1 ○ ○ ○ ○ ○

経営学入門 15 ○ ● ● 2 ○ ○ ○ ○ ○

マーケティング 15 ○ ● ● 2 ○ ○ ○ ○ ○

観光概論 15 ○ ● ● 2 ○ ○ ○ ○ ○

観光ビジネス論 15 ○ ● ● 2 ○ ○ ○ ○ ○

国内観光地理 15 ○ ● ● 2 ○ ○ ○ ○ ○

国際観光論 15 ○ ● ● 2 ○ ○ ○ ○ ○

観光史と観光文化 15 ○ ● ● 2 ○ ○ ○ ○ ○

英語Ⅱ 15 ○ ● 1 ○ ○ ○ ○ ○

観光ビジネス英会話 15 ○ ● ● 2 ○ ○ ○ ○ ○

ビジネスマナー 15 ○ ● ● 2 ○ ○ ○ ○ ○

情報機器演習 15 ○ ● ● 1 ○ ○ ○ ○ ○

旅行ビジネス実務 15 ○ ● ● 2 ○

エアラインビジネス実務 15 ○ ● ● 2 ○ ○

エアラインサービス 15 ● ● 2 ○ ○

鉄道ビジネス実務 15 ○ ● ● 2 ○

宿泊ビジネス実務 15 ○ ● ● 2 ○ ○

ホテル・ブライダルサービス 15 ○ ● ● 2 ○ ○

ホテル経営 15 ○ ● ● 2 ○ ○

ブライダルビジネス実務 15 ○ ● ● 2 ○ ○

ウェディングブライダル演習 15 ● ● 1 ○ ○

秘書実務 15 ○ ● ● 2 ○ ○

旅と文学 15 ○ ● ● 2 ○ ○

テーマパークビジネス 15 ○ ● ● 2 ○

旅行業法 15 ○ ● ● 2 ○

旅行業約款 15 ○ ● ● 2 ○

国内運賃・旅費計算 15 ○ ● ● 2 ○

国内観光資源 15 ○ ● ● 2 ○ ○ ○

旅行業務演習 15
○

（集中）
● ● 1 ○

海外観光地理 15 ○ ● ● 2 ○ ○ ○

旅程管理 15 ● ● 2 ○ ○

東南アジアの言語と文化 15 ○ ● ● 2 ○ ○

韓国語会話Ⅰ 15 ○ ● ● 1 ○ ○ ○ ○

韓国語会話Ⅱ 15 ○ ● ● 1 ○

中国語会話Ⅰ 15 ○ ● ● 1 ○ ○ ○ ○

中国語会話Ⅱ 15 ○ ● ● 1 ○

フランス語会話 15 ○ ● ● 1 ○ ○

英会話基礎 15 ○ ● ● 1 ○ ○

英会話応用 15 ○ ● ● 1 ○ ○ ○

観光英語 15 ○ ● 1 ○ ○ ○ ○

TOEIC演習 15 ○ ● ● 1 ○ ○ ○

おもてなし英語 15 ○ ● ● 2 ○ ○ ○ ○

観光英語ガイド基礎 15 ○ ● ● 2 ○ ○

観光インターンシップ - ● ● 1 ○ ○

海外研修 - ● ● 1 ○ ○ ○ ○ ○

基礎キャリア形成ゼミ 15 ○ ● ● ● ● ● 1 ○ ○ ○ ○ ○

実践キャリア形成ゼミ 15 ○ ● ● ● ● ● 1 ○ ○ ○ ○ ○

初年次ゼミ 15 ○ ● ● 1 ○ ○ ○ ○ ○

観光ゼミナールＡ 15 ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ● 1
観光ゼミナールＢ 15 ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ● 1
観光ゼミナールＣ 15 ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ● 1
観光ゼミナールＤ 15 ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ● 1
観光ゼミナールＥ 15 ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ● 1

37 58 62 62 62 62 62

 観光ビジネス学科カリキュラムマップ

学修成果：１ 基礎力、２ 実践力、３ 人間関係力、４ 生涯学習力、５ 地域理解力

学修成果とは、学生がその授業科目で何ができるようになったかを表すものです。
●は、各授業科目が学修成果の１〜５のどれに当てはまるかを表すものです。

科目区分 授業科目の区分

授
業
回
数

履　修　年　次　・　学　修　成　果 単位数 履修モデル

1　年 エ
ア
ラ
イ
ン
・
交
通
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

外
国
語
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
モ
デ
ル

前

期

後

期

学　修　成　果 前

期

後

期

学　修　成　果

2　年

必
修

選
択

ホ
テ
ル
・
リ
ゾ
ー

ト
モ

デ
ル

ブ
ラ
イ
ダ
ル
・
ウ
ェ

デ
ィ

ン
グ
モ
デ
ル

旅
行
・
テ
ー

マ
パ
ー

ク

モ
デ
ル

教
養
教
育
分
野
1
4

人間と文化
必修6

人間と社会
必修6

人間と科学
必修2

専
門
教
育
分
野

基礎科目
必修14

基幹科目
必修6

展開科目
選択22以上

総計（卒業要件６２単位以上）

○（集中）

○

○（集中）

○（集中）

○（集中）

演
習
分
野

基礎演習
必修3

専門演習
選択必修3以上

○ ○ ○ ○ ○
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観光ビジネス学科 カリキュラムツリー

凡例
　　　　科目名太字　　必修科目・選択必修科目

　科目名細字　　選択科目

1年次 2年次

前期 後期 前期 後期

演
習
分
野

エ
ア
ラ
イ
ン
・
交
通
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

グ
ロ
ー

バ
ル
・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
モ
デ
ル

基
幹
科
目

基
礎
科
目

教
養
教
育
分
野

ホ
テ
ル
・
リ
ゾ
ー

ト
モ
デ
ル

展

開

科

目

専

門

教

育

分

野

ブ
ラ
イ
ダ
ル
・
ウ

ェ
デ

ィ
ン
グ
モ
デ
ル

旅
行
・
テ
ー

マ
パ
ー

ク
モ
デ
ル

英会話応用

日本語表現法 コミュニケーション論 東北学 歴史と文化

法律入門 現代の社会

情報処理

数理リテラシー

経営学入門 マーケティング

観光概論 観光ビジネス論

情報機器演習ビジネスマナー

英語Ⅱ

初年次ゼミ

基礎キャリア形成ゼミ

観光インターンシップ

宿泊ビジネス実務 ホテル・ブライダルサービス ホテル経営

ブライダルビジネス実務

おもてなし英語

旅行業法

旅程管理

旅行業約款

国内観光資源

海外研修

国内運賃・旅費計算

海外研修

エアラインビジネス実務

秘書実務

エアラインサービス

海外観光地理

海外研修

英会話基礎

観光英語
おもてなし英語

観光英語ガイド基礎

東南アジアの言語と文化

中国語会話Ⅰ フランス語会話

東南アジアの言語と文化

旅行業務演習

旅行ビジネス実務

海外観光地理

海外観光地理エアラインビジネス実務

エアラインサービス

おもてなし英語英会話基礎

ＴＯＥＩＣ演習

観光英語

国内観光資源

テーマパークビジネス

実践キャリア形成ゼミ

国内観光地理 国際観光論 観光史と観光文化

観光ビジネス英会話

英語Ⅰ

観光インターンシップ

海外研修

宿泊ビジネス実務 ホテル・ブライダルサービス ホテル経営

ブライダルビジネス実務

おもてなし英語

旅と文学

国内観光資源

中国語会話 Ⅰ韓国語会話 Ⅰ

TOEIC演習

旅程管理

旅と文学

観光英語 観光英語ガイド基礎

韓国語会話Ⅰ 中国語会話Ⅰ

鉄道ビジネス実務

観光英語 英会話応用

ウェディングブライダル演習

ＴＯＥＩＣ演習

中国語会話Ⅰ

韓国語会話Ⅰ 韓国語会話Ⅱ

中国語会話Ⅱ

フランス語会話

ウェディング・ブライダル演習

秘書実務

韓国語会話Ⅰ

英会話応用

海外研修

観光ゼミナール 観光ゼミナール 観光ゼミナール 観光ゼミナール
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観光ビジネス学科 

1 年生 

（2022 年度入学生） 

■ 年間予定表

■ シラバス
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前期

1 2

3 4 5 6 入学式 7
オリエン
テーション

8
オリエン
テーション

9

10 11 ① 12 健康診断 13 健康診断 14 ① 15 ① 16

17 18 ② 19 ① 20 ① 21 ② ② 23

24 25 ③ 26 ② 27 ② 28 ③ 29 昭和の日 30

1 2 ④ 3 憲法記念日 4 みどりの日 5 こどもの日 6 ③ 7

8 9 ⑤ 10 ③ 11 ③ 12 ④ 13 ④ 14

15 16 ⑥ 17 ④ 18 ④ 19 ⑤ 20 ⑤ 21

22 23 ⑦ 24 ⑤ 25 ⑤ 26 ⑥ 27 ⑥ 28

29 30 ⑧ 31 ⑥ 1 ⑥ 2 ⑦ 3 ⑦ 4

5 6 ⑨ 7 ⑦ 8 ⑦ 9 ⑧ 10 ⑧ 11

12 13 ⑩ 14 ⑧ 15 ⑧ 16 ⑨ 17 ⑨ 18

19 20 ⑪ 21 ⑨ 22 ⑨ 23 ⑩ 24 ⑩ 25

26 27 ⑫ 28 ⑩ 29 ⑩ 30 ⑪ 1 ⑪ 2

3 4 ⑬ 5 ⑪ 6 ⑪ 7 ⑫ 8 ⑫ 9

10 11 ⑭ 12 ⑫ 13 ⑫ 14 ⑬ 15 ⑬ 16

17 18 海の日 19 ⑬ 20 ⑬ 21 ⑭ 22 ⑭ 23

24 25 ⑮ 26 ⑭ 27 ⑭ 28 ⑮ 29 ⑮ 30

31 1 予備日 2 ⑮ 3 ⑮ 4 定期試験 5 定期試験 6

7 8 定期試験 9 定期試験 10 追試験 11 山の日 12 13

14 15 16 17 18 19 不合格発表 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31 1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 敬老の日 20 21 22
後期オリエン
テーション

23 秋分の日 24

2022年度　観光ビジネス学科　年間予定表

日 月 火 水 木 金 土

4
月

7
月

5
月

6
月

※振替授業日については、変更になる場合があります。掲示にて確認してください。
※追試験の日程については、別途、掲示にて確認してください。
※再試験の日程については、変更になる場合があります。掲示にて確認してください。

9
月

8
月

-8-
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後期

25 26 ① 27 ① 28 ① 29 ① 30 ① 1

2 3 ② 4 ② 5 ② 6 ② 7 ② 8

9 10 スポーツの日 11 ③ 12 ③ 13 ③ 14 ③ 15

16 17 ③ 18 ④ 19 ④ 20 ④ 21 ④ 22

23 24 ④ 25 ⑤ 26 ⑤ 27 ⑤ 28 予備日 29 せいよう祭

30 31 ⑤ 1 ⑥ 2 ⑥ 3 文化の日 4 ⑤ 5

6 7 ⑥ 8 ⑦ 9 ⑦ 10 ⑥ 11 ⑥ 12

13 14 ⑦ 15 ⑧ 16 ⑧ 17 ⑦ 18 ⑦ 19

20 21 ⑧ 22 ⑨ 23 勤労感謝の日 24 ⑧ 25 ⑧ 26

27 28 ⑨ 29 ⑩ 30 ⑨ 1 ⑨ 2 ⑨ 3

4 5 ⑩ 6 ⑪ 7 ⑩ 8 ⑩ 9 ⑩ 10

11 12 ⑪ 13 ⑫ 14 ⑪ 15 ⑪ 16 ⑪ 17

18 19 ⑫ 20 ⑬ 21 ⑫ 22 ⑫ 23 ⑫ 24

25 26 27 28 29 30 31

1 2 3 4 5 ⑬ 6 ⑬ 7

8 9 成人の日 10 ⑭ 11 ⑬ 12 ⑭ 13 ⑭ 14

15 16 ⑬ 17 ⑮ 18 ⑭ 19 ⑮ 20 ⑮ 21

22 23 ⑭ 24 予備日 25 ⑮ 26 予備日 27 予備日 28

29 30 ⑮ 31 定期試験 1 定期試験 2 定期試験 3 追試験 4

5 6 7 8
不合格発

表
9 10 11 建国記念の日

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 天皇誕生日 24 25

26 27 28 1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 卒業式 21 春分の日 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

土月 火 水 木 金

10
月

11
月

※振替授業日については、変更になる場合があります。掲示にて確認してください。
※追試験の日程については、別途、掲示にて確認してください。
※再試験の日程については、変更になる場合があります。掲示にて確認してください。

3
月

12
月

2
月

1
月

2022年度　観光ビジネス学科　年間予定表

日
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

プリントを配布する。

句読点の打ち方と文章要約（必要な点と不要な点）

句読点の打ち方と文章要約（述語への着目）

修飾語と被修飾語との関係（練習問題）

修飾語と被修飾語との関係 前回のチェック・テストの復習。（10分程度）

句読点の打ち方（原則論）

前回のチェック・テストの復習。（10分程度）

対象学科
必修・選択
配当年次

必修

　書き言葉と話し言葉における日本語運用の基本を学び，論理的なコミュニケーションの手段である
言語表現を効果的に実現する基礎能力を養う。まず日本語の特徴的な知識について学び，日本語運用
の基本を身に付ける。その上で，書き言葉・話し言葉等の様々な表現行為に触れ，自らも表現し，相
手に伝わる表現について実践的理解を深める。具体的な場面での適切な表現方法を実際に考えること
で、大学や社会で必要となる日本語表現の様々なスキルを獲得することを目指す。

敬語表現①（敬語の基本）

講義はすべて遠隔（オンデマンド）で実施する。

句読点の打ち方と文章要約（逆転の点）

句読点の打ち方と文章要約（自由の点）

文章の構成

前回のチェック・テストの復習。（10分程度）

前回のチェック・テストの復習。（10分程度）

句読点の打ち方と文章要約（境界の点）

前回のチェック・テストの復習。（10分程度）

前回のチェック・テストの復習。（10分程度）

前回のチェック・テストの復習。（10分程度）

『日本語の作文技術（朝日文庫）』本多勝一著（朝日新聞出版）
『大学生のための日本語表現実践ノート』米田明美他著（風間書房）

前回のチェック・テストの復習。（10分程度）

日常生活において，適切な言葉で表現・伝達できる力を身につける。
・日本語の特徴を理解するとともに，正しい敬語表現を身につける。
・目的に合わせた文章（文書）作成ができるようになる。

　日本語を知ることは日本文化を知ることでもある。社会人のための教養という面だけではなく，自
らの文化を再認識・再評価し，さらには自身のルーツを見つめ直す機会としてもらいたい。

敬語表現②（尊敬語と謙譲語）

授業時間数

評
価
の
方
法

開講時期 前期

15 回

30

観光ビジネス学科 １年

％

前回のチェック・テストの復習。（10分程度）

授業形態 演習

授業計画

日本語の歴史

ことばと表現①（熟語、語句）

ことばと表現②（ことわざ、故事成語）

準備学修

日本語と英語との相違を考えてみよう。(10分程度)

前回のチェック・テストの復習。（10分程度）

前回のチェック・テストの復習。（10分程度）

前回のチェック・テストの復習。（10分程度）

前回のチェック・テストの復習。（10分程度）

授業回数

ガイダンス
世界から見た日本語の特徴

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要、実務経験と授業科目との関連性）

科目ナンバリング

CO-0-HCU-01

科目名 日本語表現法
単位

認定者

● ●

学修成果

徳田　幸雄
授業内課題
(チェックテスト)

100

単位1単位数

時間
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

Chapter 8のWarm-up，Vocabularyを予習する(概ね30分）。
音声をダウンロードし,発音を確認する(概ね20分)。

授業形態 演習

授業計画

Chapter 1　Preparing for the Trip / 旅の準備をしよう
ペアワークによる発音練習とロールプレイ

Chapter 2  On the Airplane / 機内にて
ペアワークによる発音練習とロールプレイ

Chapter 3 Arrival and Passport Control / 到着と入国審査
ペアワークによる発音練習とロールプレイ

準備学修

シラバス記載の内容を確認しておく(概ね20分)。

Chapter 1のWarm-up，Vocabularyを予習する(概ね30分）。
音声をダウンロードし,発音を確認する(概ね20分)。

Chapter 2のWarm-up，Vocabularyを予習する(概ね30分）。
音声をダウンロードし,発音を確認する(概ね20分)。

Chapter 3のWarm-up，Vocabularyを予習する(概ね30分）。
音声をダウンロードし,発音を確認する(概ね20分)。

Chapter 4のWarm-up，Vocabularyを予習する(概ね30分）。
音声をダウンロードし,発音を確認する(概ね20分)。

Chapter 5のWarm-up，Vocabularyを予習する(概ね30分）。
音声をダウンロードし,発音を確認する(概ね20分)。

対象学科
必修・選択
配当年次

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要，実務経験と授業科目との関連性）

科目名 英語Ⅰ
単位

認定者

15

Chapter 7 Let's Eat / 食事をしよう
ペアワークによる発音練習とロールプレイ

Chapter 8 Sightseeing / 観光に行こう
ペアワークによる発音練習とロールプレイ

回

Chapter 4 Banking and Leaving the Airport / 両替をしよ
う
ペアワークによる発音練習とロールプレイ

Chapter 5 Checking Into the Hotel / ホテルにチェックイ
ンしよう
ペアワークによる発音練習とロールプレイ

Chapter 6 Hotel Facilities / ホテル内の施設を利用しよう
ペアワークによる発音練習とロールプレイ

Chapter 6のrm-up，Vocabularyを予習する(概ね30分）。
音声をダウンロードし,発音を確認する(概ね20分)。

Chapter 7のWarm-up，Vocabularyを予習する(概ね30分）。
音声をダウンロードし,発音を確認する。(概ね20分)

　私たちの日常でよく用られる英語表現を習得し，平易な英語で基本的なコミュニケーションが取れ
るようになる。また，海外旅行や観光に関する英語表現についても学び，希望の進路を実現するため
の力を身につける。

　授業にはテキスト，辞書を持参すること。授業前には該当箇所の音声をダウンロードし,予習を行う
こと。
各時に行うペア/グループでの会話練習やロールプレイに積極的な姿勢で臨むこと。

学修成果

単位数

授業時間数

授業回数

●

必修

吉野　千乃

科目ナンバリング

CO-0-HCU-02

開講時期 前期
観光ビジネス学科 １年 単位1

30 時間

評
価
の
方
法

％

試験（筆記） 60 ％

授業内課題

受講態度 20

％20

授業の進め方について/事前学修・事後学修の方法

 日常会話で頻繁に用いられる基本表現を「話し」・「聞く」ことができる力を養い，基礎的な英語
コミュニケーション能力を修得する。また，当該専門職として必要となる語彙や基本表現も身につけ
る。

履修者の状況によって進度や順番に変更が生じる場合がある。

Chapter 12 Getting Around / 街を歩いてみよう
ペアワークによる発音練習とロールプレイ

Task　旅行の計画を立ててみよう①プランを作る

Task　旅行の計画を立ててみよう②プレゼンテーション

Chapter 12のWarm-up，Vocabularyを予習する(概ね30
分）。音声をダウンロードし,発音を確認する(概ね20分)。

自分の行ってみたい国や地域，見たいもの，体験したいことに
ついて考えておく(概ね50分)。

作成した旅行プランを発表するための準備を行う(概ね90
分)。

Chapter 11 Feeling Sick / 体調を崩してしまったら
ペアワークによる発音練習とロールプレイ

Chapter 9のWarm-up，Vocabularyを予習する(概ね30分）。
音声をダウンロードし,発音を確認する(概ね20分)。

Chapter 10のWarm-up，Vocabularyを予習する(概ね30
分）。音声をダウンロードし,発音を確認する(概ね20分)。

Chapter 11のWarm-up，Vocabularyを予習する(概ね30
分）。音声をダウンロードし,発音を確認する(概ね20分)。

資料は随時LMSより配信する。

Diane H. Nagatomo, 村瀬文子(2016). Simply Traveling : Communication Anytime, Anywhere! . 金星堂

Chapter 10 Shopping  / ショッピングをしよう
ペアワークによる発音練習とロールプレイ

Chapter 9 Making Small Talk / 会話を楽しもう
ペアワークによる発音練習とロールプレイ
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

バーチャル空間のコミュニケーション

授業後には,振り返りをとおして学んだ内容をまとめておくこと。
（1時間程度）

授業後には,振り返りをとおして学んだ内容をまとめておくこと。
（1時間程度）

授業後には,振り返りをとおして学んだ内容をまとめておくこと。
（1時間程度）

・辻大介・是永論・関谷直也著　『コミュニケーション論をつかむ』 有斐閣 2014。
・大橋理恵・根橋玲子　『コミュニケーション学入門』一般財団法人　放送大学教育振興会 2019。

・使用しない。適宜,レジュメを配布する。

さまざまなタイプの人の話を聞く

親密性のコミュニケーション

・受講者の理解度等により，講義の順番や重点の置き方を変えることがある。
・講義で随時配る資料はファイルしておくこと。
・この科目は2クラス編成で実施する。

コミュニケーションのツールとしてメディア

異文化コミュニケーション（ゲストスピーカーの講話）

コミュニケーションの学び―全体のまとめ

授業後には,振り返りをとおして学んだ内容をまとめておくこと。
（1時間程度）

「異文化とは何か」について調べておいてください。（1時間程
度）

授業後には,振り返りをとおして学んだ内容をまとめておくこと。
（1時間程度）

コミュニケーションの基礎概念

コミュニケーションは，対人関係を構築していくために重要な社会的行為であるが，現代社会におい
ては，コミュニケーションの取り方が大きく変化し，また，複雑になっている。本科目においては，コ
ミュニケーションの基礎的な理論について社会学的な視点から考察し，対人スキルの向上へと結びつく
コミュニケーションの在り方について理解することを目的とする。

評
価
の
方
法

試験（筆記） 70 ％

受講態度 ％30

科目ナンバリング

TB-0-HSO-01

開講時期 後期
観光ビジネス学科 １年 単位2

30 時間

学修成果

単位数

授業時間数

授業回数

● ●

必修

朴　賢淑

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要，実務経験と授業科目との関連性）

科目名 コミュニケーション論
単位

認定者

15

『文字』のコミュニケーション

『自己』とコミュニケーション

回

言語コミュニケーション（２）―言語によるコミュニケーショ
ン

会話のダイナミックス

『聞く』『聴く』『訊く』
授業後には,振り返りをとおして学んだ内容をまとめておくこと。
（1時間程度）

授業後には,振り返りをとおして学んだ内容をまとめておくこと。
（1時間程度）

・現代のコミュニケーションの特徴を理論的に捉えたうえで，現代人が人間関係を円滑に構築していく
ためのコミュニケーションスキルについて考察し，活用できるようにする。
・異なる文化を持った人とのコミュニケーションの特徴を理解する。

・授業で学んだコミュニケーションの理論やスキルは日常生活において確認したり使用したりするなど
して，身につけてほしい。

授業後には,振り返りをとおして学んだ内容をまとめておくこと。
（1時間程度）

授業形態 講義

授業計画

非言語コミュニケーション（１）―非言語メッセージの役
割：見た目は何を伝えているのか

非言語コミュニケーション（２）－真実を伝える体の動き

言語コミュニケーション（１）―表現形としての言語

準備学修

授業後には,振り返りをとおして学んだ内容をまとめておくこと。
（1時間程度）

授業後には,振り返りをとおして学んだ内容をまとめておくこと。
（1時間程度）

授業後には,振り返りをとおして学んだ内容をまとめておくこと。
（1時間程度）

授業後には,振り返りをとおして学んだ内容をまとめておくこと。
（1時間程度）

授業後には,振り返りをとおして学んだ内容をまとめておくこと。
（1時間程度）

授業後には,振り返りをとおして学んだ内容をまとめておくこと。
（1時間程度）

対象学科
必修・選択
配当年次
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

授業形態 演習

授業計画

Word：文書の書式設定・印刷設定

Word：表を取り入れた文書の作成

Word：段落の網かけ・均等割り付け・ルビ・囲い文字・傍
点・段組み・ヘッダーフッター

準備学修

基礎知識：Windowsの基本操作
Word：入力方法・ビジネス文書入力・保存

　現代のコミュニケーションツールとして重要な位置を占めるパソコンを用いて，文書作成やデータ処
理など情報伝達・発信方法の基礎を学ぶ。加えて，パソコンをコミュニケーションツール，ビジネス
ツールとして活用する能力を養う。また，パソコンを使う者のマナー，情報保護の意識等も学修する。

授業時間数

授業回数 15

Word：レポートなどの長文作成時の効率的な機能
情報保護：情報セキュリティ・著作権に関しての知識

PowerPoint：スライドの作成・アニメーションの設定
スライドショーの実施方法・印刷設定

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要，実務経験と授業科目との関連性）

対象学科
必修・選択
配当年次

必修 １年 ％20

氏家　留美子

学修成果

開講時期 前期

科目名 情報処理
単位

認定者

● ●

単位数観光ビジネス学科 単位1

30 時間

【予習について】
マウス操作・入力操作は各自できるようにして授業に
臨むこと。特に入力操作が苦手な場合は，タイピング
の練習をして技術を向上させること。
（30分程度）

【復習について】
Word・Excelは，はじめは基礎内容から入り，段階的
に応用内容に進んでいくため，各回の内容をしっかり
と身につけ，次の授業へ臨むこと。
授業内に完成しなかった作成物は，次回までに完成し
ておくこと。

これまでの経験によって，パソコンスキル（技能）は
各人で異なるため，自分の現在のスキルを把握し，学
修したパソコン操作が身についていないと感じる場合
は，授業で作成したものを繰り返し操作して復習する
こと。
（各自のスキルにより30分～1時間程度）

評
価
の
方
法

％

試験（筆記） 50 ％

授業内課題

受講態度 30

パソコンの基本操作を修得し，業務内でWord・Excel・PowerPointが効率的に使用出来ることを目標とする。
◆Word：書式設定や印刷設定を適切に使える。表・図形・写真を取り入れた表現力のある文書を作成できる。
◆Excel：書式設定をして表を整えることができる。適切な計算式や関数を使える。グラフを作成できる。
◆PowerPoint：プレゼンテーションについて理解し，訴求力のあるスライド作成とスライドショー実施ができる。

パソコンの基本操作から行う。操作が苦手な者は，これを機に操作が出来るようにすること。
操作が出来る者であっても，自分にとって不足しているスキルはより向上するよう学修すること。
操作がわからない部分はそのままにせず，演習中に巡回をするので質問をして確認すること。
教材データを保存するために，USBメモリを授業２回目以降で使用する。授業１回目の時にUSBメモリについて
は詳しく説明するので，２回目の授業までに各自準備しておくこと。

科目ナンバリング

CO-0-HSC-01

授業内容は，クラス全体の操作の進捗により前後する場合もある。
「試験」は，Word・Excel・PowerPointの使用方法に関する筆記試験を行う。
「課題」は，指示した作成ファイルをデータ形式で提出する。後日，添削をした上で各学修者へ返却する。
情報処理室で授業を実施する場合は，パソコンの操作手順を示す際に講師の操作画面を各学生のパソコン画面へ映す授業支
援システム(SkyClassesMng)を利用する。
当科目は2クラスに分けて実施する。

Excel：データベースの操作（並べ替え・フィルター）

Excel：条件を指定する関数（IF・COUNTIF・SUMIF関数など）

Excel：一覧表から参照する関数（VLOOKUP関数など）
Excel関数のまとめ

Excel：グラフ作成

進行に応じてプリントを配付する。

『30時間アカデミック Office2019』　 杉本くみ子／大澤栄子　　実教出版

Excel：基本的な関数（MAX・MIN・COUNT・COUNTA）

Excel：相対参照と絶対参照の使い分けをした数式

PowerPoint：図解表現の手法・指示するテーマを元に課題の
作成

Excel：入力と編集方法・数式や関数（SUM・AVERAGE）・書式
設定・行列操作・表示形式・保存・印刷設定

回

Word：イラスト・写真・ワードアート・図形描画
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

平面図形（角度・面積）

テキストのテーマ24（連立方程式とつるかめ算，1次関
数）を事前に終わらせておくこと。（１時間程度）
テキストのテーマ25（集合（ベン図の活用））を事前に終
わらせておくこと。（１時間程度）

適時指示をします。

特になし

『基礎から学ぶSPIベーシック問題集』　就職情報研究会編　実務教育出版

集合（ベン図の活用）

連立方程式とつるかめ算，1次関数

当科目は2クラスに分けて実施する。

立体図形（表面積・体積）

場合の数と順列・組み合わせ

確率の考え方と基本演算

適時指示をします。

テキストのテーマ27（場合の数，順列・組み合わせ）を事
前に終わらせておくこと。（1時間程度）

テキストのテーマ28（確率）を事前に終わらせておくこ
と。（１時間程度）

分数や小数の計算・四則計算

　職業生活においては，様々な数字に囲まれて仕事をすることになる。本科目では，筋道を立て，客
観的に物事を考えることができることを目的とし，ビジネスだけでなく，日常生活のあらゆる場面で
役立つ計算力やデータ，表やグラフなどを読み取る力を身につける。

キャリア形成に必要不可欠な数学的，論理的な考え方を効果的に学ぶ。

評
価
の
方
法

試験（筆記） 70 ％

受講態度 ％30

科目ナンバリング

TB-0-HSC-01

開講時期 前期
観光ビジネス学科 １年 単位1

30 時間

学修成果

単位数

授業時間数

授業回数

● ●

必修

本田　俊夫

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要，実務経験と授業科目との関連性）

科目名 数理リテラシー
単位

認定者

15

割合と百分率②～損益算

割合と百分率③～濃度算

回

速さ②～流水算

速さ③～通過算

割合と百分率①～仕事算
テキストのテーマ21（仕事算）を事前に終わらせておくこ
と。（１時間程度）

テキストのテーマ16（損益算）を事前に終わらせておくこ
と。（１時間程度）

　数学の基礎・基本を身に付け，数式・表・グラフ等の活用を通して数学的処理の“良さ”を知るこ
とにより，日常生活の各場面において役立てることができるようになる。

　日常でよく使う計算，算数・数学的な考え方を習得するための科目です。授業前に準備学修を終わ
らせ，基本的な考え方を習得しておいてください。授業後は1時間程度の復習をし，考え方や処理が不
明の箇所がある場合は積極的に質問してください。

テキストのテーマ23（濃度算）を事前に終わらせておくこ
と。（１時間程度）

授業形態 講義

授業計画

割合・比の計算

和と差，割合に関する問題

速さ①～速さ・時間・距離，旅人算（相対速度の利用）

準備学修

テキストのテーマ5～7（分数や小数の計算・四則計算）
を事前に終わらせておくこと。（1時間程度）
テキストのテーマ9～10（割合・比の計算）を事前に終わ
らせておくこと。（1時間程度）

適時指示をします。

テキストのテーマ18（速さ・時間・距離，旅人算）を事前
に終わらせておくこと。（1時間程度）

テキストのテーマ19（流水算）を事前に終わらせておくこ
と。（１時間程度）

テキストのテーマ20（通過算）を事前に終わらせておくこ
と。（１時間程度）

対象学科
必修・選択
配当年次

-14-



1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

意思決定/リーダーシップ論

復習として，営業管理とモチベーション理論について整理を
しておいてください。（1時間程度）

復習として，経営情報とSCMとは何かについて整理をしてお
いてください。（1時間程度）

復習として，意思決定の基本とリーダーシップ論について整
理をしておいてください。（1時間程度）

井原久光編著『経営学入門キーコンセプト』ミネルヴァ書房

北中英明著『プレステップ経営学＜第2版＞』弘文堂

経営情報/SCM

営業管理/モチベーション理論

・受講者の理解度等により，講義順序や重点の置き方を変更することがある。

会計

財務管理

企業のあり方

復習として，会計の基本について整理をしておいてくださ
い。（1時間程度）

復習として，財務活動の基本について整理をしておいてくだ
さい。（1時間程度）

復習として，SDGsやCSRについて整理をしておいてくださ
い。（1時間程度）

「経営学」とは何か

　現代の企業の仕組みや環境，経営の課題と展望について理解を深め，また，経営学の変遷について学
ぶ。具体的には，経営学の基本的な専門用語や概念について理解し，説明できるようにする。そして，
企業が社会全体に与える影響を知ることにより，企業活動の本質的な行動原理について理解し，企業活
動を管理する必要性について学ぶ。

評
価
の
方
法

試験（筆記） 70 ％

受講態度 ％30

科目ナンバリング

TB-1-FCO-01

開講時期 前期
観光ビジネス学科 １年 単位2

30 時間

学修成果

単位数

授業時間数

授業回数

● ●

必修

丸藤　准二

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要，実務経験と授業科目との関連性）

科目名 経営学入門
単位

認定者

15

生産管理

マーケティング

回

人的資源管理

経営戦略－１（経営戦略の概要・策定プロセス）

経営戦略－２（経営環境分析・事業戦略）
復習として，経営戦略の方法について整理をしておいてくだ
さい。（1時間程度）

復習として，生産管理の基本について整理をしておいてくだ
さい。（1時間程度）

　経営学の基本として，全体の体系と構造をまず理解すること。さらに各授業における重要な基本的知
識や概念を理解し，自分の言葉で説明できるようにすること。

　経営学を学ぶことにより，企業の仕組みや企業活動の基本原則，行動原理を理解することができま
す。さらに社会における企業活動のあり方を捉えることができます。授業にしっかり取り組むことと同
時に，新聞などの情報に触れて実際の企業活動の動きにも興味を持つことを期待します。

復習として，マーケティングとは何かについて整理をしてお
いてください。（1時間程度）

授業形態 講義

授業計画

企業の機能と制度

経営学の歴史

組織

準備学修

復習として，経営学の体系について整理をしておいてくださ
い。（1時間程度）

復習として，企業の機能と制度について整理をしておいてく
ださい。（1時間程度）

復習として，経営学の歴史の概略について整理をしておいて
ください。（1時間程度）

復習として，組織構造の基本について整理をしておいてくだ
さい。（1時間程度）

復習として，人的資源の活用と管理について整理をしておい
てください。（1時間程度）

復習として，経営戦略の基本について整理をしておいてくだ
さい。（1時間程度）

対象学科
必修・選択
配当年次
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

復習として，売り手・買い手の力関係，業界内の競争関
係について整理をしておいてください。（1時間程度）

授業形態 講義

授業計画

セグメンテーション/ターゲティングSTP(1)

ポジショニングSTP(2)

４P戦略(1)　Product〈製品〉

準備学修

復習として，マーケティングとは何かについて整理をし
ておいてください。（1時間程度）

復習として，セグメンテーションとターゲティングにつ
いて整理をしておいてください。（1時間程度）

復習として，ポジショニングについて整理をしておいて
ください。（1時間程度）

復習として，製品について整理をしておいてください。
（1時間程度）

復習として，価格政策について整理をしておいてくださ
い。（1時間程度）

復習として，流通チャネルについて整理をしておいてく
ださい。（1時間程度）

対象学科
必修・選択
配当年次

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要，実務経験と授業科目との関連性）

科目名 マーケティング
単位

認定者

15

具体例で考えるマーケティング戦略

競争戦略

回

４P戦略(2)　Price〈価格〉

４P戦略(3)　Place〈流通チャネル〉

４P戦略(4)　Promotion〈販売促進〉
復習として，販売促進について整理をしておいてくださ
い。（1時間程度）

復習として，STPと４Pについて整理をしておいてくださ
い。（1時間程度）

　企業経営の一環であるマーケティングの概要を理解すること。さらにマーケティング活動の内容・方
法の基本を理解し，自分の言葉で説明できるようにすること。

　「マーケティング」を学ぶことにより，企業活動の内容を知ることができる。日常生活においても，
商品やサービスがどのような販売戦略によって市場に導入されているかなどを考え，理論と実務の両面
から「マーケティング」を捉えるようにしてほしい。

学修成果

単位数

授業時間数

授業回数

● ●

必修

丸藤　准二

科目ナンバリング

TB-1-FCO-02

開講時期 後期
観光ビジネス学科 １年 単位2

30 時間

評
価
の
方
法

試験（筆記） 70 ％

受講態度 ％30

マーケティングとは何か

　「４Ｐ」といわれるプロダクト，プライス，プレイス，プロモーションを中心としたマーケティン
グ・ミックスの考え方や，ビジネスの環境変化に対応した新しいマーケティングの方法を学ぶ。また，
生産と消費を結ぶ流通がどのような機能と役割を担っているのかを，小売業を中心に学ぶ。

・受講者の理解度等により，講義の順番や重点の置き方を変えることがある。
・当科目は2クラスに分けて実施する。

法律と政策の関与

観光マーケティング（１）（概略と方法）

観光マーケティング（２）（事例研究）

復習として，「市場の失敗」などについてと法律につい
て整理をしておいてください。（1時間程度）

復習として，観光業のマーケティングについて整理をし
ておいてください。（1時間程度）

復習として，観光業のマーケティングの事例について整
理をしておいてください。（1時間程度）

ソーシャルマーケティング

復習として，消費者行動について整理をしておいてくだ
さい。（1時間程度）

復習として，サービスマーケティングとeコマースについ
て整理をしておいてください。（1時間程度）

復習として，ソーシャルマーケティングについて整理を
しておいてください。（1時間程度）

・和田充夫・恩藏直人・三浦俊彦著『マーケティング戦略 第５版』有斐閣

丸山正博著『プレステップマーケティング＜新版＞』弘文堂

サービスマーケティング/eコマース

消費者行動
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

観光開発が持続するための工夫について考えておいてください。
準備学修：概ね30分。復習：概ね20分。

具体的に観光行動を起こすプロセスを自己に即してまとめておいてく
ださい。
準備学修：概ね30分。復習：概ね20分。
文化が観光商品となるとはどういうことかについて考えておいてくだ
さい。
準備学修：概ね30分。復習：概ね20分。

観光の諸制度

観光と文化

観光行動

観光開発

観光と地域社会

観光と環境

観光と情報

観光と経済

観光の効果と影響

観光がミクロとマクロの双方でどのような影響をもたらすかについ
て，考えておいてください。
準備学修：概ね30分。復習：概ね20分。

観光情報の発信方法とメディアについて考えておいてください。
準備学修：概ね30分。復習：概ね20分。

観光活動と環境保護の関係について考えておいてください。
準備学修：概ね30分。復習：概ね20分。

観光が地域に何をもたらすのかを考えておいてください。
準備学修：概ね30分。復習：概ね20分。

授業計画 準備学修

評
価
の
方
法

％

試験（筆記） 50 ％

授業内課題

受講態度 20

％30

科目ナンバリング

TB-1-FCO-03

開講時期 前期
観光ビジネス学科 １年 単位2

30 時間

学修成果

単位数

授業時間数

授業回数

● ●

成澤　広幸

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要,実務経験と授業科目との関連性）

科目名 観光概論
単位

認定者

15

　原則として事前にLMSに授業ファイルをアップロードするので，事前学修及び復習をしてください。
LMSなどで課題の提出を行う予定です。

回

　現代における観光現象を総合的に理解し，基本的・個別的な観光問題について，自分のことばで説明
を行うことができるようになる。

　観光を考える素材は日常生活の至る所にあります。観光は身近な存在なので，当然のことのようにそ
の意義を考えることが少ないと思われますが，身の回りにあふれる観光に関することに注意を向けてほ
しい。そうすれば観光の豊かな世界が見えてきます。

　観光は21世紀最大の産業であるといわれ，わが国でも観光立国政策に沿って内外の観光客の獲得競争
が始まっている。本科目では，観光活動を産業の立場から概観し，観光が多くの個別的な産業に支えら
れて，最終的には豊かな国民生活に貢献していることを学ぶ。具体的には，観光活動を主な原因とする
経済規模のひろがりを，日本と世界のレベルで見てから，観光活動を構成する移動・宿泊・レジャーと
いう三大要素と個別的な産業との関わりについて講義し，最後に観光活動の経済的効果についてまとめ
る。

「観光」の概念とコロナ禍の現代におけ
る観光の意義

2022年現在の状況において，観光とは何だろうかということを考えて
おいてください。
準備学修：概ね30分。復習：概ね20分。

観光活動を盛んにする仕組みは何かを考えておいてください。
準備学修：概ね30分。復習：概ね20分。

観光における移動について考えておいてください。
準備学修：概ね30分。復習：概ね20分。

観光が個人や社会，環境にもたらすものをプラスとマイナスの両面で
考えておいてください。準備学修：概ね30分。復習：概ね20分。

授業形態 講義

対象学科
必修・選択
配当年次

必修

　前田勇『新現代観光総論』学文社。岡本伸之『観光学入門』有斐閣。大橋昭一その他『観光学ガイド
ブック』ナカニシヤ出版。井口貢『観光学への扉』学芸出版社。その他は授業中に適宜紹介します。

　特になし

旅行時の宿泊について，施設の種類やサービスなどを経験に即してま
とめておいてください。
準備学修：概ね30分。復習：概ね20分。

旅行会社の役割について考えておいてください。
準備学修：概ね30分。復習：概ね20分。

観光客を受け入れる施設にはどのようなものがあるか,調べておいてく
ださい。
準備学修：概ね30分。復習：概ね20分。

観光施設

観光と旅行業

観光と宿泊

観光と交通

観光と教育・福祉
観光の教育的・福祉的役割について考えておいてください。
準備学修：概ね30分。復習：概ね20分。
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

ＪＲ九州の活躍の理由を考えておいてください。
予習：概ね20分。復習：概ね20分。

授業形態 講義

授業計画

観光ビジネスのイノベーション：楽天トラベル

観光ビジネスのグローバル経営：H.I.S.

観光のマーケティング：下関観光コンベンション
協会

準備学修

TDRのマネジメントのどこが優れているのかを考えて
おいてください。
予習：概ね20分。復習：概ね20分。

旅行業における販売方法の進化について理解してお
いてください。
予習：概ね20分。復習：概ね20分。

H.I.S.の海外戦略について理解しておいてくださ
い。予習：概ね20分。復習：概ね20分。

地域の観光マーケティングを事例に則して考えてお
いてください。
予習：概ね20分。復習：概ね20分。

エクスペディアのマーケティングの特徴を理解して
おいてください。
予習：概ね20分。復習：概ね20分。

ＪＴＢの業務内容の変遷について調べておいてくだ
さい。予習：概ね30分。復習：概ね20分。

対象学科
必修・選択
配当年次

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要,実務経験と授業科目との関連性）

科目名 観光ビジネス論
単位

認定者

15

航空輸送業：ＡＮＡ

鉄道ビジネス：ＪＲ九州

回

観光とWebビジネス：エクスペディア

旅行業：ＪＴＢ

宿泊業：星野リゾート
星野リゾートの方向性を調べておいてください。予
習：概ね20分。復習：概ね20分。

レベニュー・マネジメントの例をＡＮＡ以外でも調
べておいておいてください。
予習：概ね30分。復習：概ね20分。

　様々な組織や団体の観光事業について概略を理解し，社会との関わりの中でどのような役割を果た
しているのかを説明できるようになる。

　観光ビジネスは個別的な観光活動が対象ですが，難しく考えないで，身近な観光キャンペーンや地
域おこしなどで観光が果たしている役割を考えれば，この授業はわかりやすくなります。

学修成果

単位数

授業時間数

授業回数

2年

● ●

必修

成澤　広幸

科目ナンバリング

TB-1-FCO-04

開講時期 後期
観光ビジネス学科

現代英語学科 選択

１年 単位2

30 時間

評
価
の
方
法

％

試験（筆記） 50 ％

授業内課題

受講態度 20

％30

観光ビジネスのマネジメント特性：TDRのマネジメ
ント

　観光事業は，観光政策のように国や地方公共団体などが公共目的で実施するマクロ的なものと，
個々の企業や組織が営利または非営利の目的をもって行うミクロ的なものとに分けられる。本科目で
は，企業や組織の営む観光ビジネスの全体像について概観する。具体的には，観光ビジネスの基本で
ある移動と宿泊，観光地での諸活動，それらの仲介サービスにおいて，それらの企業や組織がいかな
るビジネスモデルに則って事業活動を展開しているかについて，豊富な事例研究を交えながら理解を
深める。

　原則として事前にLMSに授業ファイルをアップロードするので，事前学修及び復習をしてください。
LMSなどで課題の提出を行う予定です。
　なお、本科目は2クラスに分けて実施します。

観光地の集客イベント事業：長崎さるく

地域ブランドの構築：宇都宮市

新しい旅行スタイル：進化する旅行者ニーズと観
光創造

故郷で観光を軸とした地域おこしをするとすれば何
が必要かを考えておいてください。
予習：概ね20分。復習：概ね20分。

事例を参考に故郷の地域ブランドは何かを考えてお
いてください。
予習：概ね20分。復習：概ね20分。

日本内外の観光行動についてのニュース，話題など
に注意しておいてください。
予習：概ね20分。復習：概ね20分。

地域のインバウンド事業：九州オルレ

なぜリピーターになるのかを考えておいてくださ
い。予習：概ね20分。復習：概ね20分。

ＩＲの必要性について考えておいてください。
予習：概ね20分。復習：概ね20分。

なぜ九州オルレが成功したか考えていてください。
予習：概ね20分。復習：概ね20分。

　高橋一夫その他『１からの観光事業論』碩学社。高橋一夫その他『１からの観光』碩学社。北川宗
忠『現代の観光事業』ミネルヴァ書房。長谷政弘『観光ビジネス論』同友館。

　特になし

グローバル時代の地域観光インフラ：統合型リ
ゾート（ＩＲ）

テーマパーク：ハウステンボス
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

科目ナンバリング

TB-1-FCO-05

・受講者の理解度により，講義順序や重点の置き方を変更することがある。
・LMSにおいて毎回小テストを実施する。

九州地方の地理（福岡・佐賀・長崎・熊本）

九州地方・沖縄の地理
（大分・宮崎・鹿児島・沖縄）

総まとめ

教科書等で福岡・佐賀・長崎・熊本を読んでおくと
効果的です。(1時間程度）

教科書等で大分・宮崎・鹿児島・沖縄を読んでおく
と効果的です。(1時間程度）

前回までの授業を復習して臨んでください。(1時間
程度）

四国地方の地理（香川・徳島・愛媛・高知）

教科書等で三重・和歌山・大阪・兵庫を読んでおく
と効果的です。(1時間程度）

教科書等で香川・徳島・愛媛・高知について読んで
おくと効果的です。(1時間程度）

必要に応じて紹介する。

『国内観光地理サブノート』　株式会社JTB総合研究所
『国内観光資源　2022』　株式会社JTB総合研究所

中国地方の地理
（鳥取・島根・岡山・広島・山口）

中部地方・関西地方の地理
（石川・福井・滋賀）

関西地方の地理（京都・奈良）

回

関東地方の地理
（埼玉・千葉・東京・神奈川）

関東地方・中部地方の地理
（山梨・長野・静岡）

中部地方の地理（愛知・岐阜・富山）
教科書等で愛知・岐阜・富山を読んでおくと効果的
です。(1時間程度）

教科書等で石川・福井・滋賀を読んでおくと効果的
です。(1時間程度）

　日本には多くの観光地が存在する。現在に至るまでの観光地の歴史を理解できるようになる。また，
テキストの内容に留まらず，興味を持った観光地を自ら調べ,説明することができるようになる。

　限られた時間の中で最大限の学修成果を得るためにも，1回ごとの授業を大切にし，講義内容の復習
や問題演習を積極的に行ってほしい。また，授業内で小テストを実施する予定のため，復習を各自で
行ってほしい。

ガイダンス/北海道地方の地理

15

教科書等で山梨・長野・静岡を読んでおくと効果的
です。(1時間程度）

関西地方の地理（三重・和歌山・大阪・兵庫）

評
価
の
方
法

％

試験（筆記） 40 ％

授業内課題

受講態度 30

　本科目は，観光地の生成・機能・構造について，内外の著名な観光地を事例として取り上げて講義す
る。具体的には，まず内外の観光地発達史を概説した後，観光地の分布，立地，観光資源，観光産業と
の関わり，観光客の地域特性，観光圏・観光ルートの変遷，観光地の環境保全や世界遺産などに留意し
つつ，温泉，海浜，避寒・避暑，都市，田園，山岳などにおいて，いかに観光活動が自然地理的資源，
人文地理的資源を利用して誕生・発展し，観光地が開発されてきたかを学ぶ。

単位数

授業時間数

授業回数

％１年 30単位2

30 時間
対象学科
必修・選択
配当年次

必修

林　春伽

学修成果

開講時期 前期

科目名 国内観光地理
単位

認定者

● ●

観光ビジネス学科

教科書等で鳥取・島根・岡山・広島・山口を読んで
おくと効果的です。(1時間程度）

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要，実務経験と授業科目との関連性）

教科書等で京都・奈良を読んでおくと効果的です。
(1時間程度）

授業形態 講義

授業計画

東北地方の地理（青森・秋田・岩手）

東北地方の地理（山形・宮城・福島）

関東地方の地理（新潟・群馬・栃木・茨城）

準備学修

教科書等で北海道を読んでおくと効果的です。(1時
間程度）

教科書等で青森・秋田・岩手を読んでおくと効果的
です。(1時間程度）

教科書等で山形・宮城・福島を読んでおくと効果的
です。(1時間程度）

教科書等で新潟・群馬・栃木・茨城を読んでおくと
効果的です。(1時間程度）

教科書等で埼玉・千葉・東京・神奈川を読んでおく
と効果的です。(1時間程度）
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

授業後にロールプレイで用いた表現や語彙をまとめてお
く。（1時間程度）

授業形態 演習

授業計画

Unit 1 Statue of Liberty, USA-①
テキスト内容理解,リスニング

Unit 1 Statue of Liberty, USA-②
会話練習(ペアワーク）,Quiz
Unit 2 Forbidden City, China-①
テキスト内容理解,リスニング

準備学修

シラバス記載の内容を確認しておく(概ね20分)。

事前にUnit 1に目を通し，p.9のGeneral Questionsの解

答を英語で作成しておく。（1時間程度）

授業後にロールプレイで用いた表現や語彙をまとめてお
く。（1時間程度）

事前にUnit 2 に目を通し，p．15のGeneral Questionsの
解答を英語で作成しておく。（1時間程度）

授業後にロールプレイで用いた表現や語彙をまとめてお
く。（1時間程度）

事前にUnit 3に目を通し，p.22のGeneral Questionsの
解答を英語で作成しておく。（1時間程度）

対象学科
必修・選択
配当年次

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要,実務経験と授業科目との関連性）

科目名 英語Ⅱ
単位

認定者

15

Unit 4 Canadian Rockies, Canada-①
テキスト内容理解,リスニング

Unit 4 Canadian Rockies, Canada-②
会話練習(ペアワーク）,Quiz

回

Unit 2 Forbidden City, China-②
会話練習(ペアワーク）,Quiz
Unit 3 Bath, England-①
テキスト内容理解,リスニング

Unit 3 Bath, England-②
会話練習(ペアワーク）,Quiz

授業後にロールプレイで用いた表現や語彙をまとめてお
く。（1時間程度）

事前にUnit 4に目を通し，p.27のGeneral Questionsの
解答を英語で作成しておく。（1時間程度）

　世界遺産に関する映像の視聴を通して，学んだ内容を基本的な英語で話したり,書いたりできるよ
うになる。観光に関する語彙や表現についてもさらに学び,目的に応じた英語が使用できるようにな
る。

　授業にはテキスト，辞書を持参すること。
　各時に行うペア/グループでの会話練習に積極的な姿勢で臨むことを期待する。

学修成果

単位数

授業時間数

授業回数

●

必修

吉野　千乃

科目ナンバリング

TB-2-CCO-05

開講時期 後期
観光ビジネス学科 １年 単位1

30 時間

評
価
の
方
法

％

試験（筆記） 60 ％

授業内課題

受講態度 20

％20

授業の進め方について/ 予習・復習の方法/リアクショ
ン・ペーパーの書き方

　英語Ⅰで学修した基本表現の「聞く」・「話す」活動に加え，「読む」・「書く」活動も取り入
れ，総合的な英語力の向上を目指す。

履修者の状況によって進度や順番に変更が生じる場合がある。

Unit 6 Ayutthaya, Thailand-②
会話練習(ペアワーク）,Quiz
Unit 7 Edinburgh Castle, Scotland-①
テキスト内容理解,リスニング

Unit 7 Edinburgh Castle, Scotland-②
会話練習(ペアワーク）,Quiz

授業後にロールプレイで用いた表現や語彙をまとめてお
く。（1時間程度）

事前にUnit 7に目を通し，p.45のGeneral Questionsの
解答を英語で作成しておく。（1時間程度）

授業後にロールプレイで用いた表現や語彙をまとめてお
く。（1時間程度）

Unit 6 Ayutthaya, Thailand-①
テキスト内容理解,リスニング

事前にUnit 5 に目を通し，p.33 のGeneral Questionsの
解答を英語で作成しておく。（1時間程度）

授業後にロールプレイで用いた表現や語彙をまとめてお
く。（1時間程度）

事前にUnit 6 に目を通し，p.39のGeneral Questionsの
解答を英語で作成しておく。（1時間程度）

資料は随時LMSより配信する。

Someya, M. &　Ferrasci, F.(2010). World Heritage on DVD . （『DVDで学ぶ世界遺産』). 南雲堂

Unit 5 The Pyramids, Egypt-②
会話練習(ペアワーク）,Quiz

Unit 5 The Pyramids, Egypt-①
テキスト内容理解とペア・ワーク（会話練習）
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

実務経験概要：元，大手国内航空会社国際線CA及びCA教官。現，民間企業・自治体人材育成担当者。
実務経験と授業科目の関連性：実務経験からのより具体的かつポイントを押さえた内容で講義を実施し，知識とマナー力を身
に付けさせる。

テキスト第4章4節「電話応対」を読んでおくこと。（概ね45
分程度）

授業形態 講義

授業計画

マナーの歴史と意味

国際人としてのプロトコール①（プロトコールの原
則，席次，コミュニケーション，挨拶と紹介）

国際人としてのプロトコール②（贈り物，国旗の扱
い，異文化コミュニケーション）

準備学修

テキスト序章「マナーとは何か」を読んでおくこと。自分
のマナーについて考えておくこと。(概ね30分程度）

テキスト第1章「マナーの歴史と意味」を読んでおくこ
と。（概ね45分程度）

テキスト第2章4節-（1）「挨拶と紹介」を読み，自己紹介
が出来るように準備しておくこと。（概ね45分程度）

テキスト第2章5節「外国人への贈り物」～8節「異文化
コミュニケーション」を読んでおくこと。（概ね45分程度）

テキスト第3章1節「好印象を与えるコミュニケーションと
は」を読んでおくこと。（概ね45分程度）

第5回の講義で伝えた内容（立ち居振る舞い，表情）を
練習しておくこと。（概ね30分程度）

対象学科
必修・選択
配当年次

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要，実務経験と授業科目との関連性）

科目名 ビジネスマナー
単位

認定者

15

ビジネスシーンのマナー①（ビジネスマナーの必要
性，社会人としての心構え，名刺の扱い方）

ビジネスシーンのマナー②（電話応対，実践練習）

回

社会人に必要なマナー①（好印象を与えるコミュニ
ケーション）

社会人に必要なマナー②（立ち居振る舞い実践，表
情トレーニング，丁寧な言葉遣い）

社会人に必用なマナー③（服装のマナー，喜ばれる
贈答，手紙のマナー）

テキスト第3章2節「服装のマナー」～4節「手紙のマ
ナー」を読んでおくこと。（概ね45分程度）

テキスト第4章1節「ビジネスマナーの必要性」～3節
「名刺の扱い方」を読んでおくこと。（概ね45分程度）

マナーの意味・重要性を理解し，ビジネスパーソンとして必要とされる基本マナーを身につけ，実践
できるようにする。

　講義で学んだことは，日常生活でも意識して取り入れ，マナー力アップに繋げて欲しい。本講義の性
質上，遅刻，学生証不携帯，忘れ物，不適切な受講態度等には厳しく対処するので，己を律して受講す
ること。

学修成果

単位数

授業時間数

授業回数

● ●

必修

加藤　雅子

科目ナンバリング

TB-2-CCO-03

開講時期 前期
観光ビジネス学科 １年 単位2

30 時間

評
価
の
方
法

％

試験（筆記） 70 ％

授業態度

授業内課題 10

％20

マナーとは何か（マナー・エチケット・礼儀・作
法・プロトコール）

　社会人として必要とされる基礎的なマナーを身につける。具体的には，敬語や接遇用語の使い方，電
話応対や接遇の仕方，ビジネス文書の作成など，職場において必要とされるビジネス能力の基本を身に
つける。また，学んだビジネスマナーを職場において実践できるよう，講義に加えロールプレイングな
ども取り入れる。

・受講者の理解度により，講義の順番や重点の置き方を変えることがある。
・本科目の内容は「ビジネス実務マナー検定」や「マナー・プロトコール検定」に繋がる。

食事のマナー

日本の通過儀礼・年中行事

総復習・重点項目の確認

テキスト第5章「食事のマナー」を読んでおくこと。（概
ね45分程度）

テキスト第7章「冠のしきたり」，第10章「祭りのしきたり」
を読んでおくこと。（概ね45分程度）

これまでの講義全体を振り返り，内容を確認しておくこ
と。（概ね1時間程度）

ビジネスシーンのマナー④（ビジネス文書）

テキスト第4章5節「トラブル対応」，6節「来客応対」を読
んでおくこと。（概ね45分程度）

電話応対，訪問来客について既習内容を確認し，練
習しておくこと。（概ね45分程度）

テキスト第4章7節「ビジネス文書」を読んでおくこと。（概ね
45分程度）

必要に応じて講義中に適宜指示する。

『マナー＆プロトコールの基礎知識』NPO法人日本マナー・プロトコール協会

電話・訪問・来客総合練習（ロールプレイング）

ビジネスシーンのマナー③（トラブル対応，来客応
対，来客応対ロールプレイング）
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

Word:認定試験問題を使用した操作５
ヘッダーフッター・均等割り付け・テキストボックス・図形描画

Word:認定試験問題を使用した操作６
受験プログラムの使い方・試験本番をふまえた練習

Word:認定試験問題を使用した操作７
操作のまとめ

授業形態 演習

授業計画

Word:認定試験問題を使用した操作２
表の挿入と編集・画像挿入と編集・タブとリーダー

Word:認定試験問題を使用した操作３
ページ設定・書式設定・表編集・画像編集・ワードアートの活用

Word:認定試験問題を使用した操作４
ヘッダーフッターの編集・段落罫線や網かけ・ワードアート

準備学修

　Word・Excelの認定試験3級の合格レベルに達し，学修した技術をもとにPowerPointでの活用方法も修得
する。社会人としてパソコンを業務で使用できるスキルを身に付ける。

　授業では試験問題の解答方法・出題傾向を確認しながら，問題を通して各機能が業務でどのように使わ
れるかも含めた内容となる。操作の丸暗記ではなく各機能の活用方法を理解し，使用する環境が変わって
も応用できる力を身に付けてほしい。授業で取り上げた問題を理解後は，より多くの問題に積極的に挑戦
しパソコンスキルを向上してほしい。
 各自が作成したデータを保存するためのUSBメモリを準備すること。

　OS（基本ソフト）の基本的な操作ができ，Word（文書作成能力），Excel（情報加工技術），Power
Point（情報の視覚的表現）の一般的な操作を修得したものがWord及びExcelの応用的な使用方法を修得
し，日常業務で必要とされる機能を学ぶ。
　さらに，それぞれのソフトウェアの持っている特有の機能を効率的に使用し，Word・Excel・Power
Pointを連携して操作をする手法を学ぶ。具体的には，Excelを使用してデータ分析を行い，グラフや表を
作成し，WordやPower Pointをリンクして使用できるスキルを修得することで，情報機器を使用した効率
的な業務遂行力を育成する。

Excel:認定試験問題を使用した操作２
書式設定・関数・テーブル・グラフ作成・印刷設定

認定試験の実施概要と出題範囲の確認
Word:認定試験問題を使用した操作１
印刷設定・ヘッダーフッター・文字書式段落書式の違い

Excel:認定試験問題を使用した操作１
列幅・罫線・書式設定・関数・並べ替え・フィルター・グラフ

授業回数 15 回

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要、実務経験と授業科目との関連性）

Word:認定試験問題を使用した操作８
サンプル問題で試験本番をふまえた練習

PowerPoint:サンプル問題
プレースホルダー・他ソフトのデータ取込み・動作設定ボタン

授業は情報処理室で実施する。授業中にパソコンの操作手順を示す場合は，講師の操作画面を各学生のパソコン画面へ
映す授業支援システム(SkyClassesMng)を利用する。
授業内容は，クラス全体の操作の進捗により前後する場合もある。
「試験」は，Word・Excelの使用方法に関する筆記試験を行う。
「授業内課題」は，指示した作成ファイルをデータ形式で提出する。後日，添削をした上で返却する。
なお、当科目は2クラスに分けて実施する。

Excel:認定試験問題を使用した操作４
関数・グラフ作成・並べ替えとフィルター・印刷設定

Excel:認定試験問題を使用した操作５
受験プログラムを使い試験本番をふまえた練習

Excel:認定試験問題を使用した操作６
操作のまとめ

Excel:認定試験問題を使用した操作３
関数の使い分け・グラフ作成・印刷設定・ヘッダーフッター

進行に応じてプリントを配付する。

『Word®文書処理技能認定試験 ３級問題集（2019対応）』サーティファイ
『Excel®表計算処理技能認定試験 ３級問題集（2019対応）』 サーティファイ

【復習について】
授業で学んだ操作内容を復習し，次回までに確実に操作で
きるようにすること。
また，授業時間内に完成しなかった部分は，次回の授業ま
でに完成させておくこと。

問題集には多くの問題が収録されている。
操作に慣れてきたら、授業で取り上げない問題にも挑戦
し，常に認定試験合格レベルを目指すこと。

復習時間は30分～1時間程度。

学修成果

開講時期 後期

科目名 情報機器演習

対象学科
必修・選択
配当年次

必修 １年

単位
認定者

● ●

観光ビジネス学科

評
価
の
方
法

％

試験（筆記） 50 ％

授業内課題

受講態度 30

単位

氏家　留美子

1

30 時間

単位数

授業時間数

科目ナンバリング

TB-2-CCO-02

％20
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

実務経験の概要：元大手国内航空会社国際線CA及びCA教官。機内サービスCS推進部担当経験者。民間企業人材育成担当。
実務経験と授業科目の関連性：実務経験からのより具体的且つポイントを押さえた内容で演習を行い，航空業界に関する知識
とサービスマナー力を身に付けさせる。

予習（概ね30分)：配布資料を読み内容を理解してお
く。

授業形態 講義

授業計画

マナー・プロトコールの歴史と意味

航空業界で求められる人材とスキル
航空会社の接客・接遇マナー

敬語と言葉遣い，接客用語

準備学修

予習(概ね30分)：航空ビジネスをイメージする。
航空ビジネスを学ぶ目的・意味を確認する。

予習（概ね30分)：「マナー＆プロトコールの基礎知
識」序章，第1章を読んでおく。

予習（概ね30分）：航空業界で求められる人材はど
のような人材かを考えておく。

予習（概ね30分)：配布資料を読んでおく。

予習（概ね30分)：配布資料を読み内容を理解してお
く。

予習（概ね30分)：航空・サービス業界に関する情報
を新聞・ニュース等から収集し，理解しておく。

対象学科
必修・選択
配当年次

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要，実務経験と授業科目との関連性）

科目名 エアラインビジネス実務
単位

認定者

15

航空ビジネスの多様性と働き方①
～業界・職種・企業研究～

航空ビジネスの多様性と働き方②　～航空機に携わ
る仕事，旅客・グラウンドハンドリング～

回

コミュニケーションの重要性
タイプ別コミュニケーション（エニアグラム）

航空業界・サービス業界のニュース（新聞ワーク）

各航空会社の取り組みと戦略：航空同盟・LCC・マ
イレージサービス・コードシェア

予習（概ね30分)：国内・ＬＣＣ・外資系の各エアラ
インの特徴について調べておく。

予習（概ね30分)：興味のある航空会社について調べ
ておく。

　航空業界の歴史と現況を把握した上で，サービス，幅広い職種及び業務内容について理解を深める。ま
た，航空業界で求められる接遇マナーや国際的なマナー・プロトコールの基礎を座学と実践を通して修得
し，職場生活や社会生活で活かせるようにする。

　航空業界，及び関連業界（ホテル，旅行代理店，交通ビジネス，観光ビジネス等）に深い興味，関心を
持ち，ニュースや新聞・雑誌等から積極的に情報を収集し，自分の考えや意見を具体的に述べられるよう
に準備してください。今，出来ることからしっかりと準備し，航空業界受験を目指しましょう。

学修成果

単位数

授業時間数

授業回数

● ●

選択

加藤　雅子

科目ナンバリング

TB-3-ECO-02

開講時期 前期
観光ビジネス学科 １年 単位2

30 時間

評
価
の
方
法

％

試験（筆記） 70 ％

受講態度

授業内課題 10

％20

授業ガイダンスと航空産業への導入

　交通ビジネスは，科学技術の進歩とともに発展を遂げ，観光ビジネスと非常に密接な関係性を有する事
業である。
　とりわけ航空産業は，幅広い分野が関連し，支えあっている。本科目では，航空ビジネスの基礎を学
び，空港における多様なビジネスについて理解する。また，現場で求められるスキルが何であるかを学習
し，そのスキルアップのための能力開発を行う。

本科目の内容は，航空業界受験，「マナー・プロトコール検定試験」の受験に繋がります。
立ち居振舞いや言葉遣いに普段から意識して行動するよう心掛けましょう。

航空業界のサービスとホスピタリティー
CSとES(顧客満足と従業員満足）

食事・お酒・席次・服装のマナー

全体の復習及び重点項目の確認

予習（概ね30分）: サービスとホスピタリティ，CS
とESについて調べておく。

予習（概ね30分）：配布資料及び「マナー＆プロト
コールの基礎知識」第5章・第6章を読んでおく。

これまでの講義全体を振返り，内容を明確にしてお
く。

機内サービス：機内食・プライオリティゲストサー
ビス・各宗教に対応したサービス

予習（概ね30分)：航空業界用語の意味を調べて確認
しておく。アナウンスの練習をしておく。

予習（概ね30分)：配布資料を読んでおくこと。

予習（概ね30分)：配布資料を読んで理解しておく。
航空会社のタイムテーブルに目を通しておく。

①各航空会社　時刻表
②吉田力 著『航空業界の動向とカラクリがよ～くわかる本』第2版 秀和システム
③『マナー&プロトコールの基礎知識』NPO法人日本マナー・プロトコール協会。
④『「さすが！」といわせる大人のマナー講座』NPO法人日本マナー・プロトコール協会
その他，授業時に適宜紹介。

授業ごとに資料配布

空港コード・エアラインコード・時差計算

航空業界用語
CA/GSのアナウンス練習（声・表情トレーニング）
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1 2 3 4 5
基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要，実務経験と授業科目との関連性）

評
価
の
方
法

％

試験(レポート) 40 ％

授業内課題

受講態度 20

学修成果

開講時期 通年
観光ビジネス学科

科目名 エアラインサービス
単位認
定者

対象学科
必修・選択
配当年次

１年

● ●

選択

◇積極的な授業への参加
◇学修内容を各自で咀嚼して，自己理解を深める。
◇不明点について曖昧にせず，質問を通じて明確にする。

科目ナンバリング
TB-3-ECO-03

未定

％40単位2

授業回数

時間

　様々な空港業務のうち，主にグランドスタッフに必要とされる空港サービスの基本知識，接遇スキル，
ビジネスマナー，コミュニケーション力などを学び，空港におけるサービスマインドを身につける。

単位数

授業時間数

◇社会人にふさわしい行動を理解し，自ら考え行動することができる。
（言葉遣い/立ち居振舞い/電話応対など）
◇社会人としての基本的な規律を順守できる。
◇「接遇」の大切さを考え，日常生活でも接遇を発揮することができる。
◇自己理解を深め，自信を持って自己PRをすることができる。
◇客室乗務員，グランドスタッフの仕事を理解し，職種研究を深めることができる。

準備学修授業計画

未定

未定

新型コロナウイルスの感染状況により、開講しないことがあります。

未定（開講が決まり次第、別途通知します）

回

30

授業形態 講義
15

-24-



1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

国鉄・JR職員（仙台駅長等）の経歴を経て，現東北観光推進機構専務理事。
観光業界における実務経験から，鉄道交通ビジネスについて分かりやすく解説し，実践的な授業を展開することがで
きる。

授業形態 講義

授業計画

観光交通の全体概要Ⅱ：近年の新幹線網や航空機，
観光との関連を学ぶ

観光の定義と観光発達の歴史

観光関係制度など

準備学修

観光発達の歴史について調べてきてください。
（1時間程度）

観光関係の制度について調べてきてください。
（1時間程度）

対象学科
必修・選択
配当年次

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要，実務経験と授業科目との関連性）

科目名 鉄道ビジネス実務
単位

認定者

15

観光と鉄道事業についてⅡ
（イベント車両・特別企画乗車券・旅行商品など）

観光と航空機・バスなどの現状

回

観光の現状（インバウンドの現状）

観光に関する仕組み（移動のテクノロジー）

観光と鉄道事業についてⅠ（列車ダイヤ・制度・運
賃など）

　交通機関の発展と旅行における関係，観光全般に及ぶ概要を修得し，将来の職業選択に役立てること
を到達目標とする。

　昨今，観光はインバウンドの拡大やデジタルの発達など社会経済環境の大きな変化とともに地域振興
にも多大な貢献をする，国の一大成長産業となりつつある。観光が経済の発展に繋がることと，少子高
齢化社会の到来において交流人口の拡大が地域活性化に重要であることを認識し，観光産業や交通機関
に将来従事する学生が増えることを期待している。

学修成果

単位数

授業時間数

授業回数

● ●

選択

紺野　純一

科目ナンバリング

TB-3-ECO-04

開講時期 後期
観光ビジネス学科 １年 単位2

30 時間

評
価
の
方
法

試験（レポート） 100 ％

観光交通の全体概要Ⅰ：交通機関の発展や観光の初
歩的概念を学ぶ

　交通ビジネスは，科学技術の進歩とともに発展を遂げ，観光ビジネスと非常に密接な関係性を有する
事業である。
　本科目では，主に鉄道ビジネスに焦点を当て，鉄道の発達の歴史，ビジネスモデル及び観光との関係
性について学び，現状の問題点や今後の課題について考察する。また，バス等の他の交通ビジネスの概
要についても学ぶ。

観光に関するブランド戦略・マーケティング

地方創生と観光・交通機関の役割

鉄道交通ビジネス実務全体のまとめ

観光関連施設とビジネスシステム

特になし

山下 晋司編著『観光学キーワード』有斐閣双書

旅行エージェントと観光の現状

観光と宿泊施設について
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

元国鉄・JR職員，仙台ターミナルビル（株）専務取締役総支配人等の経歴を経て，現東北観光推進機構専務理事。
ホテル・観光業界における実務経験から，ホテル経営についての歴史や業務について解説し，各部門での具体的事例
を交えた実践的な授業を展開することができる。

授業形態 講義

授業計画

ホテルの誕生と発展，欧米・日本のホテル

ホテル産業の現状と展望

ホテル関係商法と語源（経営形態による分類）

準備学修

ホテル業界が利用者に対し提供しているサービス
を調べてくる。（20分程度）

ホテル業界の概況を調べておく。（20分程度）

対象学科
必修・選択
配当年次

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要，実務経験と授業科目との関連性）

科目名 宿泊ビジネス実務
単位

認定者

15

ホテル経営　ホテルの仕事
（２）料飲部門ブライダル・レストラン

ホテル経営　ホテルの仕事（総括）

回

ホテル組織

ホテル経営　ホテルの仕事（宿泊部門）

ホテル経営　ホテルの仕事
（１）料飲部門宴会

ホテルの歴史は，社会経済の変化に伴い，ハード・ソフト面でも発展進化してきたので，社会背景や
一般常識を修得し，将来の職業選択の一助にする。

「サービス業」のやりがいと厳しさを授業の中で学ぶとともに社会的な使命についても習得する。

学修成果

単位数

授業時間数

授業回数

● ●

選択

紺野　純一

科目ナンバリング

TB-3-ECO-05

開講時期 前期
観光ビジネス学科 １年 単位2

30 時間

評
価
の
方
法

試験(レポート） 100 ％

イントロダクション：ホテル業について
インバウンドとアウトバウンド

　「ホテルの仕組」，「ホテル経営」，「ホテルと社会関係」等について実務的なケースも含めて学習
し，「ホテルビジネス実務」の人材育成の基礎を身につける。ビジネス需要だけでなく，観光客の需要
拡大がホテル経営に密接な関係を持っていることから，観光業についても学ぶ。

新しい時代におけるホテル経営

ホテルの地域における役割とホスピタリティー

観光・旅行業全般とホテルの関連
ホテルビジネス実務と観光需要開発

ホテルマーケティングと販売促進Ⅱ
（ホテルマーケティングと販路拡大）

鈴木 博／ 大庭 祺一郎著『基本ホテル経営教本』柴田書店

特になし

ホテルマーケティングと販売促進Ⅰ
(ホテルマーケティングと宣伝媒体）

ホテル管理運営
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要，実務経験と授業科目との関連性）

現役のホテリエ（ホテルメトロポリタン仙台スタッフ）とブライダルコーディネーター（小野寺理恵）として実務経験を有する。
各実務家の具体例のある講義やロールプレイを通じて，ホテリエに求められているマインドやスキル，サービスについての授業を行うことが
できる。

『ホテルビジネス基礎編』一般財団法人日本ホテル教育センター
『新ホテル総論』一般財団法人日本ホテル教育センター
『ブライダル総論』一般財団法人日本ホテル教育センター
『ブライダルプロデュース』一般財団法人日本ホテル教育センター

小野寺　理恵

小野寺　理恵

小野寺　理恵

『ブライダルコーディネーターテキスト スタンダード』公益社団法人日本ブライダル文化振興協会

＜評価の方法＞
林春伽：第1回～10回 － 試験（レポート）：40％，受講態度：30％，プレゼンテーション内容：30％
小野寺理恵：第11回～15回 － 試験（レポート）：60％，受講態度：30％，授業内課題：10％

プランナーの会話（グループワーク）
前回までの授業内容を復習しておくこと（30分
程度）

検定対策　（過去問解説）ブライダル基礎とプラン
ナーについて

前回までの授業内容を復習しておくこと（30分
程度）

席次表作成（グループワーク），ブライダル基礎知
識

前回までの授業内容を復習しておくこと（30分
程度）

林　春伽
照井　大介

林　春伽
菅原　禎

林　春伽
①荒川　季絵
②阿部　直人

林　春伽
齋藤　智久

林　春伽
齋藤　智久

小野寺　理恵

小野寺　理恵

プレゼンテーション　　※ホテル開催
前回の授業の内容を復習し，プレゼン
テーション資料を各自準備しておくこと
（1時間程度）

DVD視聴・検定説明
ウエディングプランナーの仕事について各自あ
らかじめ調べておくこと（30分程度）

検定対策　（過去問解説)ブライダル基礎
前回までの授業内容を復習しておくこと（30分
程度）

レストランサービス実習　vol.2　※ホテル開催
（宴会場でのサービス）

ホテルサービスにおける宴会場での仕事
について各自あらかじめ調べておくこと
（30分程度）

インバウンド概論
日本のインバウンド観光について各自あ
らかじめ調べておくこと（30分程度）

～プロフェッショナル講義～
①バリスタ　②利き酒師 ※ホテル開催

ホテルサービスにおけるバリスタ，利き
酒師の仕事について各自あらかじめ調べ
ておくこと（30分程度）

グループディスカッション 「お客様の期待以上に応
えるホテルのサービスとは」 ※ホテル開催

前回までの授業の内容を復習しておくこ
と（1時間程度）

評
価
の
方
法

科目名 ホテル・ブライダルサービス
単位

認定者
林　春伽

小野寺　理恵

対象学科
必修・選択
配当年次

選択 １年 2

30 時間

単位数

授業時間数

授業回数

学修成果

開講時期 後期

準備学修

ガイダンス・ホテルサービスの概要
（ＪＲ東日本グループ　メトロ，メッツ）

①料飲宴会部門業務
②料飲接遇技法

ホテルサービスにおける宴会、飲食部門
について各自あらかじめ調べておくこと
（30分程度）

①宿泊部門業務
②ブライダル部門業務

ホテルサービスにおける宿泊，ブライダ
ル部門について各自あらかじめ調べてお
くこと（30分程度）

　2010年代に入って急増しているインバウンド需要の主要な受け手として現在急拡大を続けているホテル業界
について，本講義では特に「おもてなし」の精神を実際の行動として体現するサービス業務について学ぶ。具
体的にはホテルビジネスおよびブライダルビジネスにおけるサービスについて，必要とされるマインドとスキ
ルを講義しつつ，ロールプレイなど演習的な要素も入れながら理解を深める。

　実際にホテルの現場第一線で豊富な経験を積んだプロフェッショナルによるホテリエに必要な知識と技術を
学修する。様々な部門に分かれるホテルサービスを授業を通して体験することで，より具体的にホテルサービ
スを理解できるようにする。

　限られた時間の中で最大限の学修成果を得るためにも，1回ごとの授業を大切にし，講義内容の復習を積極的
に行ってほしい。今後の日本の観光産業を見据え，東北に訪れた観光客に対するホテル・ブライダルサービス
を自ら主体的に学ぶ姿勢を期待する。

担当教員

林　春伽
一ノ渡　守

林　春伽
齋藤　康紀

15 回

観光ビジネス学科

科目ナンバリング

TB-3-ECO-06

林　春伽
①武内　裕文
②白井　宏幸

林　春伽
山岸　浩太郎

林　春伽
伊藤　太一

授業形態 講義

授業計画

● ●

レストランサービス実習　vol.1　※ホテル開催
（レストランサービス）

ホテルサービスにおけるレストラン部門
について各自あらかじめ調べておくこと
（30分程度）

単位

～プロフェッショナル講義～
①ソムリエ　②バーテンダー ※ホテル開催

ホテルサービスにおけるソムリエ，バー
テンダーの仕事について各自あらかじめ
調べておくこと（30分程度）

※詳細は「備考」欄を参照す
ること。
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

科目ナンバリング

TB-3-ECO-35

林　春伽
梅宮　三環子

林　春伽
梅宮　三環子

林　春伽
梅宮　三環子

授業形態 演習

授業計画

● ●

挙式コンセプトの決め方を学ぶ
挙式コンセプトをインターネットや参考資料
をもとにあらかじめ調べておく（1時間程度）

％30

20

単位

模擬挙式の制作物を決める・予算を立てる
準備にかかる必要経費をあらかじめ調べて
おく(30分程度)

学修成果

開講時期 通年

準備学修

ウェディングブライダルの概論
ウェディングブライダルに関してあらかじめ参
考文献等で調べておく（30分程度）

式場見学・現役ウェディングプランナーの講話並びにウェディ
ングブライダルの基礎知識
＠ソラノワ・アトリエザウェディングギャラリー

実際に見学する会場のホームページを見て
おく(30分程度)

模擬挙式の役割を知る・役割分担をする
（グループワーク）

挙式に必要なスタッフとその役割を調べ，模
擬挙式で自分が担当したい役割を考えてお
く（30分程度）

　本科目はブライダル事業の現場において挙式相談から披露宴までの一連の流れを実際にあるいは模擬的に体
験・理解し，挙式に関係する知識や技術を学ぶことで，ブライダル事業への理解を深めることを目的とする。授
業形式は演習とし，受講生が主体的に協働して様々な場面に対応できる力を養う。

　模擬挙式を通してブライダル業界への理解と知識を深める。積極的に授業に参加し，チームでコミュニケー
ションを取りながら課題を解決する力をつける。

　限られた時間の中で最大限の学修成果を得るためにも，1回ごとの授業を大切にし，講義内容の復習や問題演習
を積極的に行ってほしい。実際に模擬挙式を行うことによりブライダル業界への知識と理解を深めてほしい。グ
ループワークが基本になるため，円滑なコミュニケーションを心掛けてほしい。

担当

林　春伽
梅宮　三環子

林・梅宮
現役ＷＰ

15 回

観光ビジネス学科
評
価
の
方
法

％

レポート 50 ％

受講態度

授業内課題

科目名 ウェディングブライダル演習
単位

認定者
林　春伽

対象学科
必修・選択
配当年次

選択 １年 1

30 時間

単位数

授業時間数

授業回数

林　春伽
梅宮　三環子

林　春伽
梅宮　三環子

林　春伽
梅宮　三環子

林　春伽
梅宮　三環子

林　春伽
梅宮　三環子

林　春伽
梅宮　三環子

林　春伽
梅宮　三環子

役割分担ごとのトレーニング②実践
前回までの授業を復習し，授業内で練習す
る内容や課題を明確にしておく(30分程度)

リハリハ（リハーサルに向けてのリハ）
前回までの授業内容と練習について復習し
ておく(30分程度)

リハリハを終えての課題抽出と解消への取り組み
グループで模擬挙式の進行内容について
再度検討しておく(60分程度)

模擬挙式の進行内容を組み立てる①
（実施したい演出内容で進行を組む）

インターネットや参考文献などをもと挙式の
進行をあらかじめ調べておく(1時間程度)

模擬挙式の進行内容の中間プレゼン
（発表準備と発表と振り返り）

プレゼン資料を作成し，発表練習をしておく
（1時間程度）

模擬挙式の進行内容を組み立てる②
（振り返りの意見を参考に進行を練りなおす）

グループごとにあらかじめ前回までの授業を
復習し，模擬挙式の進行について再度検討
しておく(1時間程度)

役割分担ごとのトレーニング①基礎
自分が担当している役割について復習する
(30分程度)

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要，実務経験と授業科目との関連性）

この授業では，ウェディングプランナー，店舗責任者，エリア統括，採用担当の経験者を招聘した授業を実施する。
実務家による講義を通じて，ブライダル業界における実務的業務を学び，体験することができる。

『ブライダルコーディネーターテキスト スタンダード』公益社団法人日本ブライダル文化振興協会
『ブライダル総論』一般財団法人日本ホテル教育センター
『ブライダルプロデュース』一般財団法人日本ホテル教育センター

林　春伽
梅宮　三環子

林　春伽
梅宮　三環子

林　春伽
梅宮　三環子

なし（使用資料・ツールは都度配布等アナウンスします）

模擬挙式準備と最終リハ
前回までの授業を復習し，本番に向け必要
な準備を行っておく(30分程度)

模擬挙式　本番
本番に向けて小道具等の最終確認をする
(30分程度)

模擬挙式の振り返り
前回までの授業内容をあらかじめ整理して
おく(30分程度)
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

【事後】慶弔業務，贈答についての課題に取り組む（60分
程度）

授業形態 講義

授業計画

秘書の職務について

秘書として必要な一般知識について
（企業と経営組織，人事・労務管理）

秘書として必要な一般知識について
（マーケティング，会計・財務）

準備学修

【事後】授業の進め方を聞き，明確な目標設定と目標達成
するための計画を立てる（60分程度）

【事前】秘書の人柄が補佐役としてどのように影響すると
思うか自身の考えをまとめて臨む（60分程度）

【事後】新聞やWEBなどから，企業と経営組織，人事・労
務管理に関する記事や情報をまとめる（60分程度）

【事後】新聞やWEBなどから，マーケティング，会計・財務
に関する記事や情報をまとめる（60分程度）

【事後】新聞やWEBなどから，金融や法務に関する記事
や情報をまとめる（60分程度）

【事前】人間関係と言葉遣いについて大切なことを確認を
して臨む（60分程度）

対象学科
必修・選択
配当年次

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要，実務経験と授業科目との関連性）

科目名 秘書実務
単位

認定者

15

マナーと接遇について
（電話応対）

マナーと接遇について
（慶弔業務，贈答）

回

秘書として必要な一般知識について
（金融と経営法務）

マナーと接遇について
（人間関係と言葉遣い）

マナーと接遇について
（受付・取次，来客対応）

【事後】受付・取次，来客対応についての課題に取り組む
（60分程度）

【事後】電話応対についての課題に取り組む（60分程度）

 秘書の役割や業務を学ぶことにより，次の事柄について修得することを目標とする。
①組織人として求められる資質と基本的な仕事の処理の仕方を理解する。
②人間関係をわきまえた立ち居振る舞いを理解し，相手の立場に立った言動や感じの良い印象を与え

る所作を実践できるようにする。

 受講に際し，講義の妨げになる遅刻，忘れ物，言動などには十分注意して臨んでください。

学修成果

単位数

授業時間数

授業回数

● ●

選択

細川　久美子

科目ナンバリング

TB-3-ECO-09

開講時期 後期
観光ビジネス学科 １年 単位2

30 時間

評
価
の
方
法

％

試験(筆記) 70 ％

授業内課題等

受講態度 10

％20

授業の進め方・評価について
秘書の定義と必要とされる人柄と資質

　秘書に求められる職務知識について理解する。具体的には，接遇や電話応対，交際業務，ビジネス文
書作成やファイリング，スケジュール管理など，秘書の職務を遂行するために必要な技能を取り上げ，
実践的に学んでいくことにより，秘書のみならず事務系の職種に対応できる能力を身につける。

1.受講者の理解度等により，講義の順番や重点の置き方を変えることがある。
2.本科目は秘書検定につながる。

身につけておくべき技能について
（ファイリング，名刺や資料の整理）

身につけておくべき技能について
（オフィス環境の整備）

学修のまとめ
実務へ向けて

【事後】ファイリング，名刺や資料整理についての課題に
取り組む（60分程度）

【事後】オフィスの環境整備，総合問題演習の課題に取り
組む（60分程度）

【事後】まとめの課題を提出（60分程度）

身につけておくべき技能について
（郵便・秘文書の取り扱い）

【事後】会議，ビジネス文書についての課題に取り組む
（60分程度）

【事後】社内・社外文書作成課題に取り組む（60分程度）

【事前】身の回りの郵便物にはどのようなものがあるか情報
収集しまとめる(60分程度）

秘書検定実問題集　3級　実務技能検定協会編　早稲田教育出版
秘書検定実問題集　2級　実務技能検定協会編　早稲田教育出版
秘書検定実問題集 準1級　実務技能検定協会編　早稲田教育出版

「秘書検定合格教本2.3級」　　新星出版社

身につけておくべき技能について
（社内文書と社外文書）

身につけておくべき技能について
（会議，ビジネス文書）
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

事前に教科書の登録制度の箇所を読んで授業に臨んでくださ
い。(1時間程度）

事前に教科書の総則の箇所を読んで授業に臨んでください。(1
時間程度）

事前に教科書の旅行業協会の箇所を読んで授業に臨んでくださ
い。(1時間程度）

事前に教科書の旅程管理の箇所を読んで授業に臨んでくださ
い。(1時間程度）

事前に教科書の外務員，広告表示等誇大広告の禁止の箇所を読
んで授業に臨んでください。(1時間程度）

事前に教科書の取引条件の説明と契約書面の交付の箇所を読ん
で授業に臨んでください。(1時間程度）

事前に教科書の標識の箇所を読んで授業に臨んでください。(1
時間程度）

事前に教科書の旅行業約款の箇所を読んで授業に臨んでくださ
い。(1時間程度）

受託契約

旅行業者代理業
禁止行為・登録の取消し等

旅行サービス手配業

旅行業協会

事前に教科書の営業保証金の箇所を読んで授業に臨んでくださ
い。(1時間程度）

取引条件の説明と契約書面の交付

外務員
広告表示等誇大広告の禁止

事前に教科書の旅行業務取扱管理者，旅行業務取扱料金の箇所
を読んで授業に臨んでください。(1時間程度）

事前に教科書の旅行サービス手配業の箇所を読んで授業に臨ん
でください。(1時間程度）

事前に教科書の旅行業者代理業者，禁止行為・登録の取り消し
等の箇所を読んで授業に臨んでください。(1時間程度）

事前に教科書の受託契約の箇所を読んで授業に臨んでくださ
い。(1時間程度）

旅行業約款

標識

旅程管理

15 回

総合旅行業務取扱管理者，観光庁登録の旅程管理講習資格を有する。
海外勤務を含め旅行業界に４０年近く従事した経験から，旅行全般についてポイントや課題等を分かりやすく説明すること
ができる。

授業形態 講義

対象学科
必修・選択
配当年次

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要，実務経験と授業科目との関連性）

授業計画 準備学修

総則

　旅行業に関する法制度について具体的に触れることにより，法律と実務の関連性について理解できるよ
うになる。

　限られた時間の中で最大限の学修成果を得るためにも，1回ごとの授業を大切にしてほしい。また，授
業時間外においても講義内容の復習や問題演習も積極的に行ってほしい。

　本科目では，旅行業に関する法制度についての基礎を理解することを目的とする。旅行業務に関わる取
引の公正の維持，旅行の安全確保，旅行者の利便増進を目的として制定された旅行業法について，それら
の目的を達成するために設けられた様々な制度について学修する。
　旅行業法の目的，登録・営業保証金制度，旅行業務取扱管理者制度，旅行取引に関する諸規則，旅行業
協会制度など，旅行業法を系列的に学ぶ。

登録制度

営業保証金制度

旅行業務取扱管理者
旅行業務取扱料金

学修成果

単位数

授業時間数

授業回数

● ●

選択

堤　博史科目名

科目ナンバリング

TB-3-ECO-14

開講時期 前期
観光ビジネス学科 １年 単位2

30 時間

旅行業法
単位

認定者
評
価
の
方
法

試験（筆記） 70 ％

受講態度 ％30

本科目は国内旅行業務取扱管理者試験，地域限定旅行業務取扱管理者試験の受験科目の1つである「旅行
業法」についても対応する。
１．「地域限定旅行業務取扱管理者試験」「国内旅行業務取扱管理者試験」の受験予定者は「旅行業約
款」「国内運賃・旅費計算」を併せて受講するとよい。
２．受講者の理解度により，講義順序や重点の置き方を変更することがある。

必要に応じて指示する。

資格の大原　旅行業務取扱管理者講座　編著『2022年対策 旅行業務取扱管理者試験 標準テキスト 2 旅
行業法・約款』大原出版
資格の大原　旅行業務取扱管理者講座　編著『2022年対策 旅行業務取扱管理者試験 標準トレーニング問
題集2 旅行業法・約款』　大原出版

問題演習（第1回～第13回分）

募集型企画旅行の広告
事前に旅行のパンフレットに目を通して授業に臨んでくださ
い。（30分程度）

第1回～第13回までに行った授業内容を復習し，授業に臨んで
ください。（1時間程度）
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

本科目は国内旅行業務取扱管理者試験，地域限定旅行業務取扱管理者試験の受験科目の1つである「旅行
業約款」についても対応する。
１．「地域限定旅行業務取扱管理者試験」「国内旅行業務取扱管理者試験」の受験予定者は「旅行業法」
「国内運賃・旅費計算」を併せて受講するとよい。
２．受講者の理解度により，講義順序や重点の置き方を変更することがある。

必要に応じて指示する。

資格の大原　旅行業務取扱管理者講座　編著『2022年対策 旅行業務取扱管理者試験 標準テキスト 2 旅
行業法・約款』大原出版
資格の大原　旅行業務取扱管理者講座　編著『2022年対策 旅行業務取扱管理者試験 標準トレーニング問
題集2 旅行業法・約款』　大原出版

問題演習（第1回～第9回分）

問題演習（第11回～第14回分）

フェリー標準運送約款

貸切バス約款

JR旅客営業規則

モデル宿泊約款

第11回～第14回までに行った授業内容を復習し，授業に臨んで
ください。（1時間程度）

事前に教科書のフェリー標準約款を読んで授業に臨んでくださ
い。(1時間程度）

事前に教科書の貸切バス約款を読んで授業に臨んでください。
(1時間程度）

事前に教科書のJR旅客営業規則を読んで授業に臨んでくださ
い。(1時間程度）

事前に教科書のモデル宿泊約款を読んで授業に臨んでくださ
い。(1時間程度）

第1回～第9回までに行った授業内容を復習し，授業に臨んでく
ださい。（1時間程度）

評
価
の
方
法

試験（筆記） 70 ％

受講態度 ％30

科目ナンバリング

TB-3-ECO-15

開講時期 前期
観光ビジネス学科 １年 単位2

30 時間

旅行業約款
単位

認定者

学修成果

単位数

授業時間数

授業回数

● ●

選択

堤　博史科目名

15 回

総合旅行業務取扱管理者，観光庁登録の旅程管理講習資格を有する。
海外勤務を含め旅行業界に４０年近く従事した経験から，旅行全般についてポイントや課題等を分かりやすく説明すること
ができる。

授業形態 講義

対象学科
必修・選択
配当年次

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要，実務経験と授業科目との関連性）

授業計画 準備学修

旅行業者の解除権

　旅行業界や運送業界等の約款について具体的に触れることにより，約款と実務の関連性について理解で
きるようになる。

　限られた時間の中で最大限の学修成果を得るためにも，1回ごとの授業を大切にしてほしい。また，授
業時間外においても講義内容の復習や問題演習も積極的に行ってほしい。

　旅行業約款を中心に，旅行業界に関係する約款について学修する。約款の目的，企画旅行契約，手配旅
行契約などの旅行業約款や，JRなどの運送約款，宿泊約款などを系統立てて学び，旅行業界の仕事の流れ
を理解する。

旅行者の解除権

契約の変更

契約の成立

総則

事前に教科書の旅行業者の解除権を読んで授業に臨んでくださ
い。(1時間程度）

特別補償規程

旅程保証

責任
旅行相談契約

団体・グループ
旅程管理

事前に教科書の総則を読んで授業に臨んでください。(1時間程
度）

事前に教科書の特別補償規程を読んで授業に臨んでください。
(1時間程度）

事前に教科書の旅程保証を読んで授業に臨んでください。(1時
間程度）

事前に教科書の責任，旅行相談契約を読んで授業に臨んでくだ
さい。(1時間程度）

事前に教科書の団体・グループ，旅程管理を読んで授業に臨ん
でください。(1時間程度）

事前に教科書の旅行者の解除権を読んで授業に臨んでくださ
い。(1時間程度）

事前に教科書の契約の変更を読んで授業に臨んでください。(1
時間程度）

事前に教科書の契約の成立を読んで授業に臨んでください。(1
時間程度）
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

貸切バス運賃・料金計算

事前に教科書のJRその他を読んで授業に臨んでくだ
さい。(1時間程度）

事前に教科書の宿泊料金計算を読んで授業に臨んで
ください。(1時間程度）

事前に教科書の貸切バス運賃・料金計算を読んで授
業に臨んでください。(1時間程度）

必要に応じて指示する。

資格の大原　旅行業務取扱管理者講座　編著『2022年対策 旅行業務取扱管理者試験 標準テキスト3
国内旅行実務』大原出版
資格の大原　旅行業務取扱管理者講座　編著『2022年対策 旅行業務取扱管理者試験 標準トレーニン
グ問題集3　国内旅行実務』　大原出版

宿泊料金計算

JRその他

本科目は国内旅行業務取扱管理者試験，地域限定旅行業務取扱管理者試験の受験科目の1つであ「国
内旅行実務」についても対応する。
１．「地域限定旅行業務取扱管理者試験」「国内旅行業務取扱管理者試験」の受験予定者は「旅行業
法」「旅行業約款」を併せて受講するとよい。
２．受講者の理解度により，講義順序や重点の置き方を変更することがある。
３．LMSにおいて毎回小テストを実施する。

フェリー運賃・料金計算

問題演習(第10回～第13回分）

JRを利用した旅行プラン作成

事前に教科書のフェリー運賃・料金計算を読んで授
業に臨んでください。(1時間程度）

第10回～第13回までに行った授業内容を復習し，授
業に臨んでください。（1時間程度）

旅客営業規則
旅客の年齢区分
JR運賃計算①　運賃計算の基礎

　旅行実務の中心となる運賃計算・旅費について学ぶ。具体的にはJRの運賃料金計算を主とし，他に
も宿泊料金や貸切バス，フェリーの運賃・料金の構成等を理解し，旅行業務に関する実務能力を修得
する。

評
価
の
方
法

試験（筆記） 70 ％

受講態度 ％30

科目ナンバリング

TB-3-ECO-16

開講時期 前期
観光ビジネス学科 1年 単位2

30 時間

学修成果

単位数

授業時間数

授業回数

● ●

選択

佐藤　美輪

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要，実務経験と授業科目との関連性）

科目名 国内運賃・旅費計算
単位

認定者

15

JR料金計算⑤　東北・北陸・北海道新幹線

問題演習(第1回～第8回分）

回

JR料金計算②　サンライズ瀬戸号
新幹線との乗継割引

JR料金計算③　北海道特急との乗継割引
新幹線・在来線通し計算

JR料金計算④　東海道・山陽・九州新幹線
事前に教科書の東海道・山陽・九州新幹線を読んで
授業に臨んでください。(1時間程度）

事前に教科書の東北・北陸・北海道新幹線を読んで
授業に臨んでください。(1時間程度）

　旅行実務で使われるJR,フェリー会社,貸切バス等の運賃料金計算の仕組みが理解できるようにな
る。

　限られた時間の中で最大限の学修成果を得るためにも，1回ごとの授業を大切にしてほしい。ま
た，授業時間外においても講義内容の復習や問題演習も積極的に行ってほしい。

第１回～第8回までに行った授業内容を復習し，授
業に臨んでください。（1時間程度）

授業形態 講義

授業計画

JR運賃計算②
通過連絡運輸の取扱い・連続運賃計算・運賃計算
の特例

JR運賃計算③　割引運賃

JR料金計算①
料金計算の基礎・グリーン料金・寝台料金

準備学修

事前に教科書の旅客営業規則を読んで授業に臨んで
ください。(1時間程度）

事前に教科書の通過連絡運輸の取り扱い，連続運賃
計算，運賃計算の特例を読んで授業に臨んでくださ
い。(1時間程度）

事前に教科書の割引運賃を読んで授業に臨んでくだ
さい。(1時間程度）

事前に教科書の料金計算の基礎，グリーン料金，寝
台料金を読んで授業に臨んでください。(1時間程
度）

事前に教科書のサンライズ瀬戸号，新幹線との乗継
割引を読んで授業に臨んでください。(1時間程度）

事前に教科書の北海道特急との乗継割引，新幹線・
在来線通し計算を読んで授業に臨んでください。(1
時間程度）

対象学科
必修・選択
配当年次
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要，実務経験と授業科目との関連性）

総合旅行業務取扱管理者，観光庁登録の旅程管理講習資格を有する。
海外勤務を含め旅行業界に４０年近く従事した経験から，旅行全般についてポイントや課題等を分かりやすく説明することが
できる。

授業形態 演習

授業計画

旅行業法：
旅行業務取扱管理者・旅行業務取扱料金・旅程管理

旅行業法：
取引条件の説明と契約書面の交付・外務員・受託契約
旅行業法：
広告表示等誇大広告の禁止・禁止行為・旅行業者代理
業

準備学修

対象学科
必修・選択
配当年次

選択

堤　博史

学修成果

開講時期 前期
観光ビジネス学科

授業時間数

科目名 旅行業務演習
単位

認定者

● ●

授業回数

％30単位1

30 時間

15

【事後】問題演習で間違った箇所（旅行業約款・国
内旅行実務）を復習する。
(3時間程度）

評
価
の
方
法

試験（筆記） 70 ％

受講態度

　授業で触れる「旅行業法」「旅行業約款」「国内実務」と具体的な事例を結びつけ関連性を理解でき
るようになる。

　限られた時間の中で最大限の学修成果を得るためにも，1回ごとの授業を大切にするだけではなく，授
業時間外に講義内容の復習や問題演習の反復を積極的に行ってほしい。
　また集中講義のため遅刻・欠席なく必ずやり通す意志をもって受講してもらいたい。

１年

「旅行業法」「旅行業約款」「国内運賃・旅費計算」を基盤とし，旅行業務全般について広く学び理解
を深める。特に法令への抵抗感を下げるため，具体的な事例や問題に多く触れ知識の定着を目指す。ま
た，本科目は地域限定旅行業務取扱管理者試験の対策も兼ねている。

単位数

旅行業法：
登録の取り消し等・旅行サービス手配業・旅行業協会

旅行業約款：
総則・契約の成立・契約の変更・旅行者の解除権

旅行業約款：
旅行業者の解除権・団体・グループ・旅程管理

【事後】問題演習で間違った箇所(旅行業法）を復習
する。(3時間程度）

【事後】問題演習で間違った箇所（旅行業法・旅行
業約款）を復習する。(3時間程度）

【事後】問題演習で間違った箇所（旅行業約款）を
復習する。
(3時間程度）

旅行業法：
総則・登録制度・営業保証金制度・標識

【事後】問題演習で間違った箇所（国内旅行実務）
を復習する。
(3時間程度）

科目ナンバリング

TB-3-ECO-20

本科目は集中講義で実施し，国内旅行業務取扱管理者試験，地域限定旅行業務取扱管理者試験の対策を兼ねて
いる。
１．「国内旅行業務取扱管理者試験」「地域限定旅行業務取扱管理者試験」の受験予定者は「旅行業法」「旅
行業約款」「国内運賃・旅費計算」を併せて受講するとよい。
２．授業毎問題演習を多く実施し，次回までの課題を提示する。

国内旅行実務：宿泊料金計算

国内旅行実務：貸切バス運賃・料金計算

国内旅行実務：フェリー運賃・料金計算

国内旅行実務：JR料金

必要に応じて紹介する。

資格の大原　旅行業務取扱管理者講座　編著『2022年対策 旅行業務取扱管理者試験 標準テキスト2　旅
行業法・約款』大原出版
資格の大原　旅行業務取扱管理者講座　編著『2022年対策 旅行業務取扱管理者試験 標準テキスト3　国
内旅行実務』大原出版

国内旅行実務：JR運賃計算

旅行業約款：
貸切バス約款・フェリー標準運送約款

旅行業約款：
責任・相談契約・旅程保証・特別補償規程

旅行業約款：
モデル宿泊約款・JR営業規則

回
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要，実務経験と授業科目との関連性）

総合旅行業務取扱管理者，観光庁登録の旅程管理講習資格を有する。
海外勤務を含め旅行業界に４０年近く従事した経験から，旅行全般についてポイントや課題等を分かりやすく説明す
ることができる。

授業形態 講義

授業計画

旅行業法（概要，総則他）

旅行業法（旅行業等）

標準旅行業約款（約款とは）

準備学修

日本の旅行業界の現状と将来性

　本科目では旅程管理者（ツアーコンダクター）の業務について座学と実習により理解を深める。旅程
管理は旅行商品の最終段階として捉えられ，旅程管理者のみならず消費者（旅行者）にとっても非常に
重要である。具体的には国内旅行に関する旅程管理業務の概説，および当該業務の実施に関して必要不
可欠な各種サービス提供契約と関係法令等についての概説，さらには実際の添乗実習などを中心に行
い，当該業務への理解を深め，円滑にツアーを実施できる能力を養う。

授業時間数

授業回数 15

標準旅行業約款（契約，旅程管理，責任他）

観光ビジネス学科

●

対象学科
必修・選択
配当年次

選択

堤　博史

学修成果

開講時期 通年

科目名 旅程管理
単位

認定者

●

単位数 ％30単位2

30 時間

標準旅行業約款（総則他）

標準旅行業約款（旅程保証他） 本科目は集中講義のため，以下のように準備し
てくること。
①国内旅行（訪日外国人旅行も含む）と海外旅
行の現状について調べておくこと
②講義前に教科書の該当するページを読んでお
くこと

評
価
の
方
法

試験（筆記） 70 ％

受講態度

　旅程管理者（ツアーコンダクター）の業務について理解を深め，円滑なツアーを実施できるようにな
る。国内旅程管理主任者の公的資格を取得する。

　限られた講義時間の中で全員の国内旅程管理者（公的資格）の修了を目指す。集中して受講してほし
い。修了した者には，添乗実習を実施する。

１年

科目ナンバリング

TB-3-ECO-23

本科目は５日間の集中講義である。旅行業法と旅行業約款および旅行実務の講義後に修了テストを実施
する。
本試験は，観光庁長官旅程管理登録研修機関第20号（アクトレップ株式会社)の協力を得て実施する。受
験諸費用・修了証書・実習費用が，別途，必要となる。

添乗員実務（ＪＲ利用ツアー，宿泊）

関係機関の基礎知識

観光地理

添乗員実務（日帰りバスツアー，航空機利用ツ
アー）

必要に応じて指示する。

『旅程管理主任者資格取得講座テキスト（基礎・国内）』アクトレップ株式会社

添乗員実務（各種書式等）

添乗員の役割と心構え（添乗員とは，添乗員の役
割，添乗員の基本的要件）

関係機関約款（国内旅客運送，一般貸切旅客自動車
運送，フェリー標準運送，モデル宿泊）

国内旅行実務について

回
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要,実務経験と授業科目との関連性）

授業形態 演習

対象学科
必修・選択
配当年次

選択

　本科目は，インバウンドにおいてもアウトバウンドにおいても日本にとって重要な隣国である韓国の
言語について，基本的な会話能力の向上を目指す。すなわち日常的な状況で基本的な双方向のコミュニ
ケーションを行いうる程度の基礎的な言語運用能力を養う。そのために必要な語彙・文法・背景となる
文化などの講義を交えながら，東アジア圏の有力言語である韓国語の会話能力の獲得・向上を目指す。

授業回数

％20

・教科書を中心に授業を行うが,韓国語の理解を深めるために上記の教材以外にも新聞，雑誌なども活用する。
・講義で参考資料として配る資料はファイルしておくこと。
・学期途中で遠隔授業に切り替わった場合,授業計画については別途指示する。
・「韓国語会話Ⅰ」は習熟度別にクラスを編成し、朴賢淑と朴仙子が担当する。なお,第1回の授業は合同で行う。

金東漢著『韓国語レッスン初級Ⅰ問題集』2005.3，スリーエーネットワーク

学修成果

開講時期 後期
観光ビジネス学科

● ●

科目名 韓国語会話Ⅰ
単位

認定者

評
価
の
方
法

試験(筆記) 80 ％

受講態度等

金東漢・張銀英著『新・韓国語レッスン初級』　2018.10，スリーエーネットワーク

回

・韓国の言語と文化について
・ワークショップ（クラス分け）

「韓国語会話Ⅰ」を受講する理由を考えておいてください。

韓国語の文字と発音
・基本母音字　／　基本子音字

授業で学んだ『母音字 』『子音字』については必ず復習すること
(1時間程度）。理解できなかった内容については，次回の授業で
必ず質問すること。

韓国語の文字と発音
・濃音

授業で学んだ『濃音』については必ず復習すること(1時間程
度）。理解できなかった内容については，次回の授業で必ず質問
すること。

　韓国語の文字であるハングルの読み方，書き方ができる。基礎的な韓国語の能力（文法，発音）
を身につけ，簡単な日常会話ができる。

　毎回の学修内容について必ず復習しておくこと。本講では参加型授業を目指しているため，積極
的に授業に参加し，発言することが望ましい。

15

①助詞：は，も
②疑問形：です，ですか
③否定：ではありません
④用言と体言

授業で学んだ『助詞,疑問形,否定,用言と体言』については必ず復
習すること(1時間程度）。理解できなかった内容については，次
回の授業で必ず質問すること。

現在形,尊敬語（ㅂ니다,습니다)  　※作文
아요／어요／ 해요

授業で学んだ内容は必ず復習すること。(１時間程度）

①～から～まで
②固有数字「１つ，２つ，３つ・・・」
③時刻の言い方　／否定形

科目ナンバリング

TB-3-ECO-24

１年

朴　賢淑

単位数

授業時間数

単位1

30 時間

授業で学んだ『固有数字,否定形』については必ず復習すること(1
時間程度）。理解できなかった内容については，次回の授業で必
ず質問すること。

①います，あります／いません，ありません
②年齢の言い方,③助数詞,④位置を表すことば

授業で学んだ『助数詞』については必ず復習すること(1時間程
度）。理解できなかった内容については，次回の授業で必ず質問
すること。

～です，～ます／～ですか，～ますか（口語体）
～で　／ㅂ（ビウップ）変則

授業で学んだ『ㅂ変則』については必ず復習すること(1時間程

度）。理解できなかった内容については，次回の授業で必ず質問
すること。

授業計画 準備学修

①ㄷ変則

②으変則
授業で学んだ内容は必ず復習すること。(１時間程度）

①名詞・代名詞の後に付く助詞（～に，～から）
②方法や手段を表す表現（～で）

授業で学んだ内容は必ず復習すること。(１時間程度）

①助詞：が，の
②形式名詞：これ，それ，あれ
③縮約型：これ，それ，あれ
④陽母音と陰母音

授業で学んだ『形式名詞,縮約型,陽母音，陰母音』については必
ず復習すること(1時間程度）。理解できなかった内容について
は，次回の授業で必ず質問すること。

①代名詞
②疑問詞/漢数詞
③月・日の言い方

授業で学んだ『代名詞,疑問詞/漢数詞』については必ず復習する
こと(1時間程度）。理解できなかった内容については，次回の授
業で必ず質問すること。

～です，～ます／～ですか，～ますか（文語体）
～へ，～に，～を，～と

授業で学んだ『丁寧語』については必ず復習すること(1時間程
度）。理解できなかった内容については，次回の授業で必ず質問
すること。

韓国語の文字と発音
・合成母音字/終声（パッチム）

授業で学んだ『合成母音字/終声（パッチム）』については必ず復
習すること。理解できなかった内容については，次回の授業で必
ず質問すること。

韓国語の文字と発音
・発音のルール

授業で学んだ『発音のルール』については必ず復習すること(1時
間程度）。理解できなかった内容については，次回の授業で必ず
質問すること。
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※以下は該当者のみ記載する。

授業計画 準備学修

①ㄷ変則

②으変則
授業で学んだ内容は必ず復習すること。(１時間程度）

①名詞・代名詞の後に付く助詞（～に，～から）
②方法や手段を表す表現（～で）

授業で学んだ内容は必ず復習すること。(１時間程度）

①助詞：が，の
②形式名詞：これ，それ，あれ
③縮約型：これ，それ，あれ
④陽母音と陰母音

授業で学んだ『形式名詞,縮約型,陽母音，陰母音』については必ず復
習すること(1時間程度）。理解できなかった内容については，次回の
授業で必ず質問すること。

①代名詞
②疑問詞/漢数詞
③月・日の言い方

授業で学んだ『代名詞,疑問詞/漢数詞』については必ず復習すること
(1時間程度）。理解できなかった内容については，次回の授業で必ず
質問すること。

～です，～ます／～ですか，～ますか（文語体）
～へ，～に，～を，～と

授業で学んだ『丁寧語』については必ず復習すること(1時間程度）。
理解できなかった内容については，次回の授業で必ず質問すること。

韓国語の文字と発音
・合成母音字/終声（パッチム）

授業で学んだ『合成母音字/終声（パッチム）』については必ず復習
すること。理解できなかった内容については，次回の授業で必ず質問
すること。

韓国語の文字と発音
・発音のルール

授業で学んだ『発音のルール』については必ず復習すること(1時間程
度）。理解できなかった内容については，次回の授業で必ず質問する
こと。

授業で学んだ『固有数字,否定形』については必ず復習すること(1時
間程度）。理解できなかった内容については，次回の授業で必ず質問
すること。

①います，あります／いません，ありません
②年齢の言い方,③助数詞,④位置を表すことば

授業で学んだ『助数詞』については必ず復習すること(1時間程度）。
理解できなかった内容については，次回の授業で必ず質問すること。

～です，～ます／～ですか，～ますか（口語体）
～で　／ㅂ（ビウップ）変則

授業で学んだ『ㅂ変則』については必ず復習すること(1時間程度）。

理解できなかった内容については，次回の授業で必ず質問すること。

科目ナンバリング

TB-3-ECO-24

１年

朴　仙子

単位数

授業時間数

単位1

30 時間

金東漢・張銀英著『新・韓国語レッスン初級』　2018.10，スリーエーネットワーク

回

・韓国の言語と文化
・ワークショップ　（レベルテスト）

「韓国語会話Ⅰ」を受講する理由を考えておいてください。

韓国語の文字と発音
・基本子音字

授業で学んだ『母音字 』『子音字』については必ず復習すること(1
時間程度）。理解できなかった内容については，次回の授業で必ず質
問すること。

韓国語の文字と発音
・濃音

授業で学んだ『濃音』については必ず復習すること(1時間程度）。理
解できなかった内容については，次回の授業で必ず質問すること。

　韓国語の文字であるハングルの読み方，書き方ができる。基礎的な韓国語の能力（文法，発音）
を身につけ，簡単な日常会話ができる。

　毎回の学修内容について必ず復習しておくこと。本講では参加型授業を目指しているため，積極
的に授業に参加し，発言することが望ましい。

15

①助詞：は，も
②疑問形：です，ですか
③否定：ではありません
④用言と体言

授業で学んだ『助詞,疑問形,否定,用言と体言』については必ず復習
すること(1時間程度）。理解できなかった内容については，次回の授
業で必ず質問すること。

現在形,尊敬語（ㅂ니다,습니다)  　※作文
아요／어요／ 해요

授業で学んだ内容は必ず復習すること。(１時間程度）

①～から～まで
②固有数字「１つ，２つ，３つ・・・」
③時刻の言い方　／否定形

評
価
の
方
法

試験(筆記) 80 ％

受講態度等

学修成果

開講時期 後期
観光ビジネス学科

● ●

科目名 韓国語会話Ⅰ
単位

認定者

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要,実務経験と授業科目との関連性）

授業形態 演習

対象学科
必修・選択
配当年次

選択

　本科目は，インバウンドにおいてもアウトバウンドにおいても日本にとって重要な隣国である韓国の
言語について，基本的な会話能力の向上を目指す。すなわち日常的な状況で基本的な双方向のコミュニ
ケーションを行いうる程度の基礎的な言語運用能力を養う。そのために必要な語彙・文法・背景となる
文化などの講義を交えながら，東アジア圏の有力言語である韓国語の会話能力の獲得・向上を目指す。

授業回数

％20

・教科書を中心に授業を行うが,韓国語の理解を深めるために上記の教材以外にも新聞，雑誌なども活用する。
・講義で参考資料として配る資料はファイルしておくこと。
・学期途中で遠隔授業に切り替わった場合,授業計画については別途指示する。
・「韓国語会話Ⅰ」は習熟度別にクラスを編成し、朴賢淑と朴仙子が担当する。なお,第1回の授業は合同で行う。

金東漢著『韓国語レッスン初級Ⅰ問題集』2005.3，スリーエーネットワーク
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

オンライン英会話：学修の記録をつける（概ね20分）/テキ

スト：新出表現の確認（概ね30分）。

授業形態 演習

授業計画

テキスト　Unit 1　Speaking About Yourself
ペア・ワーク　（Small Talk)
テキスト　Unit 2-1　What Do You Do ?
オンライン英会話の事前学修

オンライン英会話①
テキスト　Unit 2-1  What Do You Do ?

準備学修

Unit 1　Practice 2:Questions and Answersに回答しておく

（概ね50分）

Unit 2　Practice 2:Questions and Answersに回答しておく

（概ね50分）

オンライン英会話：学修の記録をつける（概ね20分）/テキ
スト：新出表現の確認（概ね30分）。

オンライン英会話：学修の記録をつける（概ね20分）/テキ

スト：新出表現の確認（概ね30分）。

オンライン英会話：学修の記録をつける（概ね20分）/テキ

スト：新出表現の確認（概ね30分）。

対象学科
必修・選択
配当年次

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要,実務経験と授業科目との関連性）

科目名 英会話基礎
単位

認定者

15

オンライン英会話⑤
テキスト　Unit 4-2 Where Are You From?
オンライン英会話⑥
テキスト　Unit 5-1 Likes and Dislikes

回

オンライン英会話②
テキスト　Unit 3-1 What Does He Look Like?
オンライン英会話③
テキスト　Unit 3-1 What Does He Look Like?
オンライン英会話④
テキスト　Unit 4-1  Where Are You From?

オンライン英会話：学修の記録をつける（概ね20分）/テキ

スト：新出表現の確認（概ね30分）。

オンライン英会話：学修の記録をつける（概ね20分）/テキ

スト：新出表現の確認（概ね30分）。

　大学生として身近な「自分のこと」が英語で話せるようになる。
  授業とオンライン英会話レッスンの実践を通じ,基本的な文法と表現を身につけ,英語でのコミュニケーショ
ンに積極的に取り組めるようになる。

　実践を伴う授業であるため,ペア,グループで行う活動への積極的な姿勢を期待する。オンライン英会話は各
自でレッスンを予約して行うため,スケジュール管理を怠らないこと。

学修成果

単位数

授業時間数

授業回数

● ●

選択

吉野　千乃

科目ナンバリング

TB-3-ECO-32

開講時期 前期
観光ビジネス学科 １年 単位1

30 時間

評
価
の
方
法

％

試験(筆記) 50 ％

授業内課題

受講態度 20

％30

授業ガイダンス/
オンライン英会話レッスンの予約方法について

　本科目では，日常生活の基本的でごく簡単な英語のやりとりができるようになることを目標に実践的な英会
話を行う。ネイティブスピーカーの使用する表現や便利な会話表現などを中心に学修する。英語を話すことへ
の抵抗感を下げるため，ゲーム等を取り入れながら実施する。また，オンライン英会話を利用した英語話者と
の英会話も取り入れる。

授業にはテキスト, 辞書(紙・電子辞書どちらでも可),オンライン英会話テキスト保存用ファイル,記録用ノートを準備し
て臨むこと。履修状況により,進度や順番が変更になる場合がある。

オンライン英会話⑩
テキスト　Unit 7-1 Tell Me About Your Family
テキスト　Unit 7-2 Tell Me About Your Family
会話スクリプト作成(グループワーク)

テキスト　Unit 1-7 Review
会話スクリプト発表(グループワーク)

オンライン英会話：学修の記録をつける（概ね20分）/テキ

スト：新出表現の確認（概ね30分）。

学修した表現を用いて,グループで会話スクリプトを作
成する(概ね60分)。

グループで作成した会話スクリプトの練習をして,発表
の準備を行う(概ね60分)。

オンライン英会話⑨
テキスト　Unit 6-2 What's She Like?

オンライン英会話：学修の記録をつける（概ね20分）/テキ

スト：新出表現の確認（概ね30分）。

オンライン英会話：学修の記録をつける（概ね20分）/テキ

スト：新出表現の確認（概ね30分）。

オンライン英会話：学修の記録をつける（概ね20分）/テキ

スト：新出表現の確認（概ね30分）。

資料は随時LMSより配信する。

Vincent,P.,Nakazato,N. & Meadows,A. (2020). Speaking of People . Nan'un-Do.

オンライン英会話⑧
テキスト　Unit 6-1 What's She Like?

オンライン英会話⑦
テキスト　Unit 5-2 Likes and Dislikes
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

オンライン英会話⑨
テキスト　Unit 11  Talking About Health

オンライン英会話：学修の記録をつける（概ね20分）/テ
キスト：新出表現の確認（概ね30分）。

オンライン英会話：学修の記録をつける（概ね20分）/テ
キスト：新出表現の確認（概ね30分）。

オンライン英会話：学修の記録をつける（概ね20分）/テ
キスト：新出表現の確認（概ね30分）。

資料は随時LMSより配信する。

Vincent,P.,Nakazato,N. & Meadows,A. (2020). Speaking of People.  Nan'un-Do.

オンライン英会話⑧
テキスト　Unit 12-2 Mindset

オンライン英会話⑦
テキスト　Unit 12-1 Mindset

授業にはテキスト, 辞書(紙・電子辞書どちらでも可),オンライン英会話テキスト保存用ファイル,記
録用ノートを準備して臨むこと。履修状況により,進度や順番が変更になる場合がある。

オンライン英会話⑩
テキスト　Unit 12  Mindset
テキスト　Review Unit 8-10
グループワーク

テキスト　Review Unit 11-12
グループワーク

オンライン英会話：学修の記録をつける（概ね20分）/テ
キスト：新出表現の確認（概ね30分）。

テキスト指定箇所の予習(概ね50分)。

テキスト指定箇所の予習(概ね50分)。

授業ガイダンス/ポートフォリオ作成について
オンライン英会話のアカウント作成と予約方法

　本科目では，これまでに学修した英語の知識を活用し，趣味などの身近な話題や，様々な社会問題
について，自分の意見をわかりやすい英語で伝える力を身につけることを目的とする。また，オンラ
イン英会話を利用した英語話者との会話を通じ，英語での思考力や表現力を高め，自分の考えをため
らうことなく伝えられるようになることを目指す。

評
価
の
方
法

％

試験(筆記) 50 ％

授業内課題等

受講態度 20

％30

科目ナンバリング

TB-3-ECO-39

開講時期 後期
観光ビジネス学科 １年 単位1

30 時間

学修成果

単位数

授業時間数

授業回数

● ●

選択

吉野　千乃

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要，実務経験と授業科目との関連性）

科目名 英会話応用
単位

認定者

15

オンライン英会話⑤
テキスト　Unit11-1 Talking About Health
オンライン英会話⑥
テキスト　Unit 11-2 Talking About Health

回

オンライン英会話②
テキスト　Unit 9-2 How Are You Feeling?
オンライン英会話③
テキスト　Unit 10-1 Memories
オンライン英会話④
テキスト　Unit 10-2 Memories

オンライン英会話：学修の記録をつける（概ね20分）/テ
キスト：新出表現の確認（概ね30分）。

オンライン英会話：学修の記録をつける（概ね20分）/テ
キスト：新出表現の確認（概ね30分）。

　様々なトピックについて英語で自分の意見をまとめて，相手に伝えられるようになる。
オンライン英会話を通して,実践的コミュニケーション能力を向上させる。

　実践を伴う授業であるため,受け身ではない積極的な姿勢を期待する。
オンライン英会話は予約制のため,日時・時間の変更はできない。また受講者の都合による欠席・遅
刻のないように自己管理を怠らないこと。

オンライン英会話：学修の記録をつける（概ね20分）/テ
キスト：新出表現の確認（概ね30分）。

授業形態 演習

授業計画

テキスト　Unit 8-1  Communication

テキスト　Unit 8-2  Communication

オンライン英会話①
テキスト　Unit 9-1　How Are You Feeling?

準備学修

Unit 8　Practice 2:Questions and Answersに回答してお

く（概ね50分）

テキスト指定箇所の予習(概ね50分)。

オンライン英会話：学修の記録をつける（概ね20分）/テ
キスト：新出表現の確認（概ね30分）。

オンライン英会話：学修の記録をつける（概ね20分）/テ
キスト：新出表現の確認（概ね30分）。

オンライン英会話：学修の記録をつける（概ね20分）/テ
キスト：新出表現の確認（概ね30分）。

対象学科
必修・選択
配当年次
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

Additional Unit: Traveling in Japan　①
空港から旅館への移動,チェックイン,入浴方法

Unit 10 Vocabularyを完成させておく。不明な語彙は必

ず辞書等で確認しておく。（40分程度）

Unit 11  Vocabularyを完成させておく。不明な語彙は必

ず辞書等で確認しておく。（40分程度）

資料はLMSより随時配信する。

観光英検センター編著（2014）『ベーシック観光英語』三修社

Unit11 Problems and Complains
問題が生じたときの対応を学修する

Unit 10 Transportation
公共交通機関で使用する表現を学修する

授業にはテキストと辞書を持参すること。
履修者の状況により,進度や内容に変更が生じる場合がある。

Additional Unit: Traveling in Japan　②
旅館での食事,おみやげ,観光地

観光英語検定3級　問題演習①　過去問題（第42 回実
施分を予定）

観光英語検定3級　問題演習②　過去問題（第43 回実
施分を予定）

Unit 8  Sightseeing
都市観光で使用する表現を学修する

回

Unit 5 　At the Airport
空港のフロアマップに用いられている表現を学修する

Unit 6  Hotel (Accommodations)
ホテルの予約,チェックインで使用する表現を学修する

Unit 7  Restaurant
レストランやファストフード店で使用する表現を学修する

Unit 7 Vocabularyを完成させておく。不明な語彙は必ず

辞書等で確認しておく。（40分程度）

Unit 8  Vocabularyを完成させておく。不明な語彙は必ず

辞書等で確認しておく。（40分程度）

　観光分野に関する様々な語彙,表現を身につけて,基本的な応対が英語でできるようになる。

　事前に指定箇所の予習を行い授業に臨むこと,授業外でも積極的に英語学修に取り組むことを期待する。

授業の進め方について/Unit 1　Travel

15

Unit 9 Shopping
ショッピングで使用する表現を学修する

評
価
の
方
法

％

試験(筆記) 60 ％

授業内課題等

受講態度 20

　観光の現場では，日常英会話のみならず，特定の用語や表現等の理解が必要となる。本科目では，日常英会話力の
向上と観光現場で必要となる用語・表現等の修得をめざす。空港やホテルなどの海外旅行で接する会話場面を想定し，
旅行者としてまた観光業従事者として必要となる表現を学修する。

単位数

授業時間数

授業回数

％
対象学科
必修・選択
配当年次

選択

吉野　千乃

開講時期 前期
観光ビジネス学科 １年 20単位1

30 時間

科目ナンバリング

TB-3-ECO-40

科目名 観光英語
単位

認定者

●

学修成果

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要,実務経験と授業科目との関連性）

Unit 9 Vocabularyを完成させておく。不明な語彙は必ず

辞書等で確認しておく。（40分程度）

授業形態 演習

授業計画

Unit 2 　Jobs and People
空港業務の名称を学修する

Unit  3   Getting on the Plane
飛行機搭乗時の表現を学修する

Unit 4　Immigrations and Customs
出入国管理と税関で使用する表現を学修する

準備学修

Unit 2 Vocabularyを完成させておく。不明な語彙は必ず

辞書等で確認しておく。（40分程度）

Unit 3 Vocabularyを完成させておく。不明な語彙は必ず

辞書等で確認しておく。（40分程度）

Unit 4 Vocabularyを完成させておく。不明な語彙は必ず

辞書等で確認しておく。（40分程度）

Unit 5 Vocabularyを完成させておく。不明な語彙は必ず

辞書等で確認しておく。（40分程度）

Unit 6 Vocabularyを完成させておく。不明な語彙は必ず

辞書等で確認しておく。（40分程度）
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

Unit6: Technology (Listening)

ランチやパーティーなどの外食に関する単語・リスニン
グセクションの予習（１時間）

グラマー・ランチやパーティーなどの外食に関する単
語・長文リーディングセクションの予習（１時間）

コンピューターなどの科学技術に関する単語・リスニン
グセクションの予習（１時間）

必要に応じて講義中に適宜指示します。

成美堂　SUCCESSFUL STEPS FOR THE TOEIC L&R TEST -New Edition- （テーマ別TOEIC L&R TEST 総合
演習）

Unit5: Eating Out (Reading)

Unit5: Eating Out (Listening)

必ず毎回授業の学習箇所の問題に解答して授業に臨むこと。授業中に質問に答えられないと予習をして
いないと見なされ，授業態度評価に影響します。毎回授業の初めに前Unitのリスニング復習テストを行
うので，ダウンロードした音声を聞いて復習しておくこと。シラバスの内容は学生の熟達度，受講生
数，授業の進行状況により変更する場合がある。

Unit6: Technology (Reading)

Unit7: Research & Merchandise Development
(Listening)

Unit7: Research & Merchandise Development
(Reading)

グラマー・コンピューターなどの科学技術に関するリー
ディングセクションの予習（１時間）

調査研究や商品開発に関する単語・リスニングセクショ
ンの予習（１時間）

グラマー・調査研究や商品開発に関するリーディング
セクションの予習（１時間）

オリエンテーション，Pre-Test

 英語力の指標としてTOEIC®が利用されることが多い。本科目では，TOEIC®の問題を利用しながら，リ
スニング，リーディング力の向上を図る。TOEIC®はビジネス場面を題材としているため，ビジネス英会
話等で学修した内容を復習し，定着させることにもつながる。また，TOEIC®を受験する際に有用なテス
トテイキングの方法も指導し，練習する。

評
価
の
方
法

％

試験（筆記） 60 ％

授業内課題等

受講態度 10

％30

科目ナンバリング

TB-3-ECO-31

開講時期 後期
観光ビジネス学科 １年 単位1

30 時間

学修成果

単位数

授業時間数

授業回数

● ●

選択

尾形　まゆみ

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要，実務経験と授業科目との関連性）

科目名 TOEIC演習
単位

認定者

15

Unit4: Office Messages (Listening)

Unit4: Office Messages (Reading)

回

Unit2 :Personnel (Reading)

Unit3: Office Work & Supplies (Listening)

Unit3: Office Work & Supplies (Reading)
グラマー・オフィス業務や備品に関するリーディングセ
クションの予習（１時間）

電話やＥメールなどのオフィスメッセージに関する単
語・リスニングセクションの予習（１時間）

 学生は授業中の様々な試験対策問題を通し，基礎的な英語力とテストスキルを身につけ，TOEICのスコ
アを伸ばすことで，観光産業で活躍できるようになる。

 TOEIC L&Rは年10回（1・3・4・5・6・7・9・10・11・12月）実施しているので，自分で申し込み，勉
強の成果を確認してください。（試験の2ヶ月前に締め切りになるので，計画的に受験するように）就
職活動に使うためには1年の後期にある程度のスコアを取得する必要があります。特にエアラインを希
望する学生には必要不可欠です。

グラマー・電話やＥメールなどのオフィスメッセージに
関するリーディングセクションの予習（１時間）

授業形態 演習

授業計画

Unit1: Entertainment (Listening)

Unit1: Entertainment (Reading)

Unit2 :Personnel (Listening)

準備学修

シラバスをよく読み，授業の趣旨，授業内容，評価方
法などについて十分に理解しておく。（１時間）

映画や音楽などの娯楽に関する単語・リスニングセク
ションの予習（１時間）

グラマー・映画や音楽などの娯楽に関するリーディング
セクションの予習（１時間）

求人広告や社内人事に関する単語・リスニングセクショ
ンの予習（１時間）

グラマー・求人広告や社内人事に関するリーディング
セクションの予習（１時間）

オフィス業務や備品に関する単語・リスニングセクショ
ンの予習（１時間）

対象学科
必修・選択
配当年次
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

学修者への
期待等

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要，実務経験と授業科目との関連性）

①インターンシップ科目の履修方法は通常の科目とは違うので注意すること。
②自ら積極的に情報を収集し，インターンシップ先を開拓する努力をすること。
③インターンシップ先では，勤務時間などの諸規則をしっかりと守り，青葉生として恥ずかしくない
振る舞いをすること。

授業形態 実習

　旅行・ホテル・航空・ブライダルなど，観光ビジネスに関する機関において，おおむね１週間の基
本的実務に関する実習を行う。
　それぞれの機関における特徴を理解し，観光ビジネスに関する業務を行うために必要な知識と実務
能力を身につける。

適宜，レジュメを配布する。

必要に応じて指示

授業計画

25

１．実習期間
受入先企業により異なる。

２．実習計画
（１）事前研修（集中講義）

第1回　インターンシップの概要と目的，成績評価の方法
第2回　観光ビジネスに関わる業種・職種・企業について
第3回　自分に合ったインターンシップ選び方,応募の仕方
第4回　インターンシップ選考について
第5回　インターンシップに参加した後取り組むこと

（２）インターンシップ（職場実習）
原則として，以下の全てを満たすことを条件とする。

①実習時間数が概ね「35時間以上」であること。
②当該年度内に実施されるインターンシップであること
③インターンシップ先から以下の評価協力について承諾を得られること

・「インターンシップ活動報告書」にサインまたは押印
・「インターンシップ評価表」にインターンシップ中の評価を記入

（注1）以上の書類は実習前に学生および受入先企業に配布
（注2）海外のインターンシップ先を個人で開拓した場合は，日本語で上記書類を作成してもらうこと
（注3）旅行会社の海外インターンシップツアーを利用した場合は，旅行会社指定の書類や成果物を

 提出すること
④「学生教育研究災害傷害保険」に加入していること

（３）「インターンシップ活動報告書」および「インターンシップ評価表」の提出
（４）インターンシップ報告会での発表

３．実習目標
就職活動前にインターンシップを経験することで，組織活動の仕組みを知り，社会人としての責任を自覚

し，観光ビジネス業界で働くことの意義について考え，進路選択の幅を広げることができるようになる。

【注意事項】
①「事前研修」や「インターンシップ報告会」の日程については，LMSで連絡する。
②「事前研修」と事後の「インターンシップ報告会」で20％を超えて欠席した場合，単位認定は行わない。
③インターンシップ中に個人的な事由により欠勤し実習時間が35時間に満たなかった場合，単位認定を行わな

い。（忌引き等やむを得ない事情については，担当教員が本学の公認欠席規程に準じて判断する）
④その他，受入先が実習継続困難と判断し，中止に至った場合，単位認定を行わない。
⑤企業から直接短大にインターンシップ受入の案内があった場合は掲示等で連絡するが，年度により，

職種や受入人数にばらつきがあるので，早めに自己開拓の努力をすること。
⑥他科目の集中講座の日程と実施時期が重なることもあるので，インターンシップ先を選ぶ際には注意するこ

と。

時間授業時間数

学修成果

開講時期 通年
単位

科目名 観光インターンシップ

● ●

対象学科
必修・選択
配当年次

選択 １年

45

評
価
の
方
法

％

受講態度 30 ％

報告書

受入先の評価

発表 20 ％

％

科目ナンバリング

TB-3-ECO-33

単位
認定者

朴　賢淑
林　春伽

1単位数観光ビジネス学科 25

授業回数 集中
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要,実務経験と授業科目との関連性）

授業形態 演習

　海外での実地の研修、あるいは遠隔方式による研修を通して様々なシーンにおける外国語の重要性を
実感し、今後の外国語学習のモチベーションとするとともに、海外の多様な文化に触れ、文化間のコ
ミュニケーションについて理解を深める。さらに「観光」と「外国語」という親和性の高い要素を総合
して自己のスキルアップにつながる基本的な知見を獲得する。

適宜，レジュメを配布する。

必要に応じて指示

学修者への
期待等

①海外研修の履修方法は通常の科目とは違うので注意すること。
②渡航の準備は各自で責任を持って進めること。
③事前学修・事後学修も研修の要件となることを理解し，欠席をしないこと。
④短い研修期間を有意義に過ごすため，日本での準備をしっかりと行うこと。
⑤現地での学修・生活の記録をつけ，実りある研修生活を送ることを期待する。

20

１．研修先・研修期間
4月ガイダンス時に説明する。
※詳細については、別紙で配布する。

２．授業計画
　　現地校での外国語学修と観光事情についての学びを中心とする。
（１）事前学修（学内）

第1回　海外研修の目的
第2回　海外研修のための具体的な準備
第3回　海外研修の自己目標設定とグループ内発表

（２）海外研修（現地にて）
①『観光』を専門に学んでいる海外の学生との学術交流
②現地の観光事情について，視察内容をまとめ，学びを深める。
③（ホームステイの場合）ホストファミリーと交流し，異文化理解やコミュニケーション力の
向上に努める。

（３）事後学修（学内）
第4回　自己目標に対する研修の振り返り　報告書作成について
第5回　海外研修報告会

３．目標
①アジア圏での生活と学修により，自身の外国語コミュニケーション力を体験的に理解し，

今後の学修に活かす。
②アジア圏での人々との交流により，異文化コミュニケーションの楽しさを知る。
③アジア圏での観光視察により，「観光」への知見を広め，グローバル時代の観光について考察する。

【注意事項】
① 学内実施の「事前学修」，「事後学修」の日程は，LMSで連絡する。
② 現地での研修期間中に個人的な事由により現地授業や視察に出席できなかった場合，

原則として単位認定を行わない。
③ 渡航前に現地研修が何らかの事情により中止に至った場合，事前学修が行われていても，

単位認定を行わない。

授業回数

● ●

開講時期 通年
単位

科目名 海外研修

評
価
の
方
法

％

授業内課題 60 ％

受講態度（事
前,事後）

報告書，発表会

％20

授業計画

集中

科目ナンバリング

TB-3-ECO-34

単位
認定者

朴　賢淑
吉野　千乃

対象学科
必修・選択
配当年次

選択 １年 1

30 時間

単位数

授業時間数

観光ビジネス学科

学修成果
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

ニュースや新聞記事を参考に労働問題に関するトピックに目をと
おしておくこと。（1時間程度）

ニュースや新聞記事を参考に労働問題に関するトピックに目をと
おしておくこと。（1時間程度）

ニュースや新聞記事を参考に労働問題に関するトピックに目をと
おしておくこと。（1時間程度）

ニュースや新聞記事を参考に労働問題に関するトピックに目をと
おしておくこと。（1時間程度）

ニュースや新聞記事を参考に労働問題に関するトピックに目をと
おしておくこと。（1時間程度）

ニュースや新聞記事を参考に労働問題に関するトピックに目をと
おしておくこと。（1時間程度）

ニュースや新聞記事を参考に労働問題に関するトピックに目をと
おしておくこと。（1時間程度）

ニュースや新聞記事を参考に労働問題に関するトピックに目をと
おしておくこと。（1時間程度）

ニュースや新聞記事を参考に労働問題に関するトピックに目をと
おしておくこと。（１時間程度）

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要，実務経験と授業科目との関連性）

・本講では参加型授業を目指しているため,積極的に授業に参加し,発言することが望ましい。
・受講者の理解を促すために,講義の内容および計画を変更する場合がある。変更になった場合は事前に連絡す
る。

企業統治と従業員～変化する会社との関係～

さまざまなキャリア

キャリア形成と求められる基礎能力

若者の離職と転職　～就活うつ～

必要に応じて適宜紹介する。

・特に用いない。講義では,レジュメや資料を配布し,重要な文献についてはその都度紹介する。
・講義で随時配る資料はファイルしておくこと。

ニュースや新聞記事を参考に労働問題に関するトピックに目をと
おしておくこと。（1時間程度）

ニュースや新聞記事を参考に労働問題に関するトピックに目をと
おしておくこと。（1時間程度）

キャリアプランの発表・デザイン

求職と求人

賃金格差　～若者の貧困問題～

ダイバーシティ～ワークライフバランス視点から～

福利厚生

昇進と昇格

労働時間と休暇

①将来やりたいこと,できることを見極めることによって職業意識を高める。
②社会人として働く意味や将来就きたい職業を具体的にイメージできるようになる。
③ライフステージに沿ったキャリアプランを立てることができる。

 充実した大学生活を送りながら将来社会人となることを意識して必要な力の養成を目指しているため,
グループワークや実践家を招いたフリートークをとおして自分の意見を積極的に発言することを期待し
ます。

ガイダンス,大学生活とキャリア

　自身のキャリアを形成することの意味を主体的に捉え，これからの社会生活をどのように充実させて
いくのかを考えられるようにする。また，最近の社会や職業の動向について理解を深め，働く意味につ
いて考え，自らの将来をイメージできるようにするなど，職業意識を涵養していく。さらには，自分自
身がイメージした将来の姿に到達するために必要な計画をたてられるようにする。

授業計画

「大人になる」ことの意味

就職活動と大学で学ぶこと

働き方の変化　～若者労働～

グループワークをとおしたブレインストーミングを行います。

準備学修

ニュースや新聞記事を参考に労働問題に関するトピックに目をと
おしておくこと。（1時間程度）

ニュースや新聞記事を参考に労働問題に関するトピックに目をと
おしておくこと。（1時間程度）

ニュースや新聞記事を参考に労働問題に関するトピックに目をと
おしておくこと。（1時間程度）

学修成果

単位数

授業時間数

授業回数

● ● ● ● ●

必修

朴　賢淑

授業形態

対象学科
必修・選択
配当年次

科目名 基礎キャリア形成ゼミ
単位

認定者

観光ビジネス学科 1年

15 回

科目ナンバリング

TB-4-SEM-01

開講時期 前期
単位1

30 時間

演習

評
価
の
方
法

試験（レポート） 70 ％

受講態度 ％30
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7
8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

就職体験報告会…2年生から実際の就職活動体験を話し
てもらう

ニュースや新聞記事を参考に労働問題に関するトピックに目をとおしてお
くこと。また,授業後には,振り返りをとおして学んだ内容をまとめておくこと。
（1時間程度）

必要に応じて，授業において紹介する。

適宜，レジュメを配布する。

就活マナー講座…第一印象の大切さ,社会人としてマナー
リクルートスーツの着こなし方

社会人から学ぶ「社会で必要な力」

受講者の理解度等により，講義の順番や重点の置き方を変えることがある。

面接セミナー…面接の種類,面接のポイント,面接練習

リーダーシップトレーニング

講座のまとめと総括：社会人とキャリア形成

ニュースや新聞記事を参考に労働問題に関するトピックに目をとおしてお
くこと。また,授業後には,振り返りをとおして学んだ内容をまとめておくこと。
（1時間程度）

ニュースや新聞記事を参考に労働問題に関するトピックに目をとおしてお
くこと。また,授業後には,振り返りをとおして学んだ内容をまとめておくこと。
（1時間程度）

評
価
の
方
法

試験(レポート) 70 ％

受講態度 ％30

科目ナンバリング

TB-4-SEM-02

開講時期 後期
観光ビジネス学科 1年 単位1

30 時間

学修成果

単位数

授業時間数

授業回数

● ● ● ● ●

必修

朴　賢淑

対象学科
必修・選択
配当年次

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要，実務経験と授業科目との関連性）

科目名 実践キャリア形成ゼミ
単位

認定者

15

就職ガイダンスⅡ…就職活動の進め方,求人票の見方,履
歴書の書き方

回

世界をみすえたキャリアづくりとは

就職ガイダンスⅠ…就職活動キックオフガイダンス,支援セ
ンターの利用方法,求職票の作成

①将来やりたいこと,できることを見極めることによって職業意識を高める。
②社会人として働く意味や将来就きたい職業を具体的にイメージできるようになる。
③ライフステージに沿ったキャリアプランを立てることができる。

　充実した大学生活を送りながら将来社会人となることを意識して必要な力の養成を目指しているため,グループ
ワークや実践家を招いたフリートークをとおして自分の意見を積極的に発言することを期待します。

就活への準備と心得

　「基礎キャリア形成ゼミ」で学んだ基礎知識を踏まえ，様々な職種や業種について理解する。
　自分自身を客観的に分析できるようになるとともに，履歴書・自己紹介文・エントリーシートなどの書き方，イン
ターネットを活用した情報収集の方法などを広く学ぶ。

文化観光

授業形態 演習

授業計画

人生のロールモデルを探す

キャリアパスってなあに？

社会で必要となるコミュニケーションスキル
―自分の意見を論理的にまとめる―

準備学修

「基礎キャリア形成ゼミ」の振り返りをとおして学んだ内容を確認しておくこ
と。(30分程度）

ニュースや新聞記事を参考に労働問題に関するトピックに目をとおしてお
くこと。また,授業後には,振り返りをとおして学んだ内容をまとめておくこと。
（1時間程度）
ニュースや新聞記事を参考に労働問題に関するトピックに目をとおしてお
くこと。また,授業後には,振り返りをとおして学んだ内容をまとめておくこと。
（1時間程度）
ニュースや新聞記事を参考に労働問題に関するトピックに目をとおしてお
くこと。また,授業後には,振り返りをとおして学んだ内容をまとめておくこと。
（1時間程度）
ニュースや新聞記事を参考に労働問題に関するトピックに目をとおしてお
くこと。また,授業後には,振り返りをとおして学んだ内容をまとめておくこと。
（1時間程度）
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

新聞セミナー①　情報リテラシー力をつけよう

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要，実務経験と授業科目との関連性）

発表の練習をしてきてください。（1時間程度）

フィールドワーク⑤　4ゼミ合同発表，まとめ

レポート作成の技術
事前にLMSにアップロードする授業資料を読んで，理
解しておいてください（30分程度）。

フィールドワーク③　プレゼン資料の作成

フィールドワーク④　ゼミ内発表

プレゼン資料を完成させてください。（1時間程度）

フィールドワーク①　課題設定と調査方法

フィールドワーク②　現地調査

学外研修
学外研修について調べておいてください。（1時間程
度）

授業形態

時間

スタディースキル③　ホスピタリティについて考える
「ホスピタリティ」という言葉の広義の意味について考え
てきてください。（1時間程度）

　学修内容により，１年生全員が合同で受講する場合とゼミ別に受講する場合がある。事前にLMS等で連
絡するので，欠席や遅刻をせず，どちらにも積極的に参加すること。また，各ゼミの演習では，担当教
員の指示に従うこと。

ガイダンス，グループワークの進め方

準備学修

学生便覧とシラバスを持参してください。
自己紹介の内容を考えてきてください。（30分程度）

　初学者が大学教育を学ぶにあたって必要とされる基礎力を養う。２年間の短期大学での学びを有意義
なものとするための基礎的なスキルを身につけ，大学生活の様々な場面で活用できるようになることを
目的とする。
　また，グループディスカッションやプレゼンテーションを通じて，コミュニケーションスキルの向上
を目指す。

授業回数 15 回

　大学新入生が，授業を中心とした大学生活において身につけておくべきさまざまなスキルを修得し，
大学生活のいろいろなシーンで活用できるようになる。

スタディースキル②　観光ビジネス学科での学びを考え
る

学修成果

開講時期 前期
観光ビジネス学科 １年

科目名 初年次ゼミ
単位

認定者

● ●

対象学科
必修・選択
配当年次

成澤 広幸　朴 賢淑
吉野 千乃　林 春伽

単位数

授業時間数

演習

評
価
の
方
法

試験（レポート） 70 ％

受講態度 ％30

科目ナンバリング

TB-4-SEM-04

・授業の順番や進行は，受講者の理解度等によって変更することがある。
・1年合同開講：第3回,第6回～第7回，第12回,第14回～第15回，それ以外の授業回はゼミ別で実施する。

新聞セミナー②　記事の構成，文章の作り方

授業中に各教員から指示する。

特に指定しないが，参考資料を適宜配布する

単位1

30

なぜ観光ビジネス学科を選んだのかについて,具体的
に話が出来るようにしてきてください。（1時間程度）

授業計画

大学で学ぶことの意味

スタディースキル①　図書館の活用方法，情報検索の仕
方

必修
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

この科目は前期と後期でそれぞれで開講する。

アウトバウンドとインバウンドのバランス（講義＆ディスカッ
ション）。

日本にふさわしいアウトバウンドとインバインドの姿を考
えておいてください（概ね30分）

インバウンドテーマの調査結果のプレゼンテーション

インバウンドテーマの調査

フィールドワークの事前調査：宮城蔵王キツネ村

自分が選定したテーマの組み立てを考えておいてくだ
さい（概ね30分）。

5分ほどで発表をまとめるように準備してください。

宮城蔵王キツネ村の概略について調べてください（概
ね30分）

授業中に紹介します。

特に使用しません。必要な資料を随時配布します。

県内観光地フィールドワーク（2）　宮城県のインバウンド
の「聖地」を訪ねる：宮城蔵王キツネ村

宮城蔵王キツネ村がなぜインバウンド観光の対象と
なっているのか、調べてください(概ね30分）

時間

日本のインバウンド概略（講義＆ディスカッション）。イン
バウンドテーマの選定。

インバウンドと経済：「安いニッポン」（講義＆ディスカッ
ション）。

回

フィールドワークの事前調査：定義山西方寺

訪日外国人旅行者の観光活動について概略を調べて
ください（概ね1時間）

　我が国のアウトバウンドとインバウンドという国際観光の大きな流れについて，その沿革を概観す
ることができ，乗り越えてきた諸問題について理解を深め，現在直面する課題とその解決の方向につ
いて，自分なりの考えを自分の言葉で表現することができる。

　国際観光の理解には旺盛な好奇心が必要です。好奇心による疑問を一つ一つ解いていくことで，観
光現象はそれまでとは全く違った姿を呈してきます。好奇心を貪欲なくらい持って，観光の世界を眺
めてください。

ガイダンス：ゼミの進め方，ゼミ長などの選出，ゼミ予定の
検討。調査するアウトバウンドテーマの選定。
日本のアウトバウンド概略（1）：バブル期まで（講義＆ディ
スカッション）

県内観光地フィールドワーク（1）仙台にとって馴染み深
い宗教観光地を尋ねる：定義山西方寺

宗教施設が広義の観光地となった理由を考えておいて
ください。（概ね1時間）

　観光ビジネス現場で必要とされる豊かなコミュニケーション能力と，課題を発見し解決する能力の
育成を目的とする。
　観光現場でのフィールドワークを通じて，論理的に自分の考えを第三者に伝える能力と本学科で修
得した専門的知識をさらに深化させ，将来観光ビジネス等の分野で活躍できるビジネス実務能力を身
につける。

評
価
の
方
法

％

試験(レポート) 40 ％

授業内課題等

受講態度 30

％30

科目ナンバリング

TB-5-SEM-01

成澤　広幸

単位1単位数

科目名 観光ゼミナールＡ
単位

認定者

● ● ● ● ●

学修成果

対象学科
必修・選択
配当年次

選択

15

開講時期
前期
後期

観光ビジネス学科

観光ビジネス学科 選択

１年

２年 授業時間数

授業回数

30

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要，実務経験と授業科目との関連性）

「安いニッポン」について調べてください（概ね20分）

授業形態 演習

授業計画

日本のアウトバウンド概略（2）：「失われた30年のアウトバ
ウンド」（講義＆ディスカッション）。
アウトバウンド事例研究：ハワイ。

アウトバウンドテーマの調査

アウトバウンドテーマの調査結果のプレゼンテーション

準備学修

日本人の海外旅行の歴史、および「ハワイ」が日本人の
海外旅行の中で占める位置について、概略を調べてく
ださい（概ね1時間）

自分が選定したテーマの組み立てを考えておいてくだ
さい（概ね30分）。

5分ほどで発表をまとめるように準備してください。

定義山西方寺について調べてください（概ね30分）。
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要，実務経験と授業科目との関連性）

フィールドワーク②　「観光資源」の視点から ※蔵王町

グループワーク：女川町について
女川町について調べておいてください。
（30分程度）

※女川町フィールドワーク①　「観光政策」の視点から

※女川町

　観光ビジネス現場で必要とされる豊かなコミュニケーション能力と，課題を発見し解決する能力の育成を目的と
する。
　観光現場でのフィールドワークを通じて，論理的に自分の考えを第三者に伝える能力と本学科で修得した専門
的知識をさらに深化させ，将来観光ビジネス等の分野で活躍できるビジネス実務能力を身につける。

コロナ禍における地域の『観光』
（ゲストスピーカーによる講話）

ヘルスツーリズムによる地方創生
ヘルスツーリズムについて調べておいてください。
（1時間程度）

東北の中山間地域における観光資源について調べて
おいてください。自治体のホームページなどを参照。
（１時間程度）

蔵王町について調べておいてください。
（30分程度）

東北における「観光まちづくり」への取り組み
復習として振り返りノートを作成してください。
（1時間程度）

フィールドワーク②　「観光資源」の視点から

フィールドワーク①　「観光政策」の視点から ※蔵王町

グループワーク：蔵王町について

①「観光」がまちづくりに果たす役割について理解できる。
②グループワークやフィールドワークをとおして第三者に自分の意見を伝える力を身に付ける。

　まちづくり活動における「共同学習の意味」を受け身としての学習ではなく，参加する立場からの学習として考察
することにより，自らの学習を主体的に決めていく習慣を習得することを期待する。

ガイダンス：「観光」による地域活性化とは？

準備学修

内発的観光まちづくりの仕掛けづくり―人材育成の視点
から

中山間地域における観光まちづくり
復習として振り返りノートを作成してください。
（1時間程度）

授業計画

観光まちづくりとは？
観光関連の記事に目をとおしておいてください。
（1時間程度）

復習として振り返りノートを作成してください。
（1時間程度）

対象学科
必修・選択
配当年次

科目ナンバリング

TB-5-SEM-02

科目名 観光ゼミナールＢ
単位

認定者

● ● ● ● ●

学修成果

朴　賢淑

授業形態

開講時期
前期
後期

観光ビジネス学科

観光ビジネス学科 選択

１年

２年

選択

演習

単位数

授業時間数

授業回数

％30単位1

30 時間

15 回

評
価
の
方
法

試験(レポート) 70 ％

授業態度

観光まちづくりのための「人財」づくりの可能性
復習として振り返りノートを作成してください。
（30分程度）

観光まちづくりのための提言　（報告会）
PPT資料を準備しておいてください。（1時間程度）

・受講者数受講者の理解度などによりフィールドワーク先および授業の順序を変更する場合がある。
・インタビュー調査を行う予定なので，個人情報に触れる際には倫理的配慮に心掛けなければならない。
・この科目は前期と後期でそれぞれ開講する。

『観光まちづくり」再考－内発的観光の展開へ向けて―』安福恵美子,古金書院,2016。

使用しない。
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

フィールドワーク②のまとめ:原稿作成
調査した事項をまとめておいてください(1時間程
度)。

随時紹介する。

使用しない。資料を適宜配布する。

フィールドワーク②：宮城県内の新たな魅力を探す
それぞれが紹介したい場所の取材・調査を行う準
備をしておいてください(グループワーク：1時間
程度）。

この科目は前期と後期でそれぞれ開講する。状況によって,内容や進度に変更が生じる場合がある。

フィールドワーク②のまとめ:英語表現推敲

フィールドワーク②：発信方法の検討とその実行

フィールドワーク②の発表

英語表現の参考になるようなSNSアカウント,記事
等をインターネットで調査しておいてください(1
時間程度）。

調査した内容を分かりやすくまとめられるよう準
備をしてきてください(1時間程度)。

調査した内容が発表できるよう,プレゼンテーショ
ンの準備をしてきてください(1時間程度)。

Local Attractions(2)：身近な現代文化調査に向け
ての準備

フィールドワーク②の計画

回

フィールドワーク①のまとめ

フィールドワーク①の発表
体験した内容が発表できるよう,プレゼンテーショ
ンの準備をしてきてください(1時間程度)。

多くの人に紹介したい宮城県内のスポットを考え
て来てください(30分程度)。

1．私たちに身近な観光地（Local Attractions)や文化を調査し,その魅力を世界の人たちに英語で発信できるよう
になる。
2．観光地や市街地での外国語使用実態について調査し,その現状や改善すべき点についての考えを明確に伝
えられるようになる。

 広い意味での日本文化や,異文化理解に関心を持つ者,英語を用いて情報収集と発信を行うことに意欲のある
者の履修を期待する。グループワークには各自が責任感を持ち,積極的な姿勢で臨んでほしい。

ガイダンス：自己紹介,演習の進め方,「文化」につ
いて

フィールドワーク①：身近な伝統文化の鑑賞
私たちの身近なところにある伝統文化を体験しま
す。（状況によってはオンラインに変更して実
施）

　観光ビジネス現場で必要とされる豊かなコミュニケーション能力と,課題を発見し解決する能力の育成を目的と
する。
　観光現場でのフィールドワークを通じて,論理的に自分の考えを第三者に伝える能力と本学科で修得した専門
的知識をさらに深化させ,将来観光ビジネス等の分野で活躍できるビジネス実務能力を身につける。

15

評
価
の
方
法

％

試験(レポート) 50 ％

授業内課題等

受講態度 20

％30単位1

30 時間

単位数

授業時間数

授業回数

開講時期
前期
後期

観光ビジネス学科

観光ビジネス学科 選択

１年

２年

選択

科目ナンバリング

TB-5-SEM-03

科目名 観光ゼミナールＣ
単位

認定者

● ● ● ● ●

学修成果

吉野　千乃

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要、実務経験と授業科目との関連性）

調査場所について,これまでどのような情報が英語
で発信されているかを調べて来てください。(1時
間程度)

授業形態 演習

授業計画

Cool Japan：新たな日本文化の魅力について

Local Attractions(1)：身近な伝統文化鑑賞に向け
ての準備

準備学修

自己紹介で話す内容として,自分が関心を持つ日本
文化について考えて来てください（40分程度)。

事前に配布する英語文献を通読しておいてくださ
い(1時間程度）。

指定したテーマについて,日本語と英語で調べた内
容をまとめておいてください(50分程度)。

体験した内容を分かりやすくまとめるにはどうし
たら良いか考えて来てください（30分程度）。

対象学科
必修・選択
配当年次
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要、実務経験と授業科目との関連性）

授業形態 演習

授業計画 準備学修

対象学科
必修・選択
配当年次

観光ビジネス学科

観光ビジネス学科 選択

１年

２年

選択 単位

科目ナンバリング

TB-5-SEM-04

科目名 観光ゼミナールＤ
単位

認定者

● ● ● ● ●

学修成果

佐藤　美輪

1

30 時間

単位数

授業時間数

授業回数

開講時期
前期
後期

評
価
の
方
法

％

試験(レポート) 50 ％

授業内課題等

受講態度 20

％30

今年度は開講しません。

回

　観光ビジネス現場で必要とされる豊かなコミュニケーション能力と,課題を発見し解決する能力の育成を目的と
する。
　観光現場でのフィールドワークを通じて,論理的に自分の考えを第三者に伝える能力と本学科で修得した専門
的知識をさらに深化させ,将来観光ビジネス等の分野で活躍できるビジネス実務能力を身につける。

15
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

報告書作成と発表準備

前回までの授業内容を復習してきてください。（30
分程度）

前回までの授業内容を復習してきてください。（30
分程度）

前回までの授業で作成した報告書を完成させてきて
ください。（30分程度）

特になし。必要に応じて適宜紹介する。

特になし。必要に応じて適宜紹介する。

報告書と発表資料作成

フィールドワーク調査の振り返りと報告書作成の準
備

新型コロナウイルス感染症拡大により予定変更が余儀なくされる場合がありますが臨機応変に対応してください。
この科目は前期と後期でそれぞれ開講します。状況によって,内容や進度に変更が生じる場合があります。

報告書の発表，質疑応答，相互評価(１)全体発表

報告書の発表，質疑応答，相互評価（2）発表改善
ディスカッション

全体の振り返り

分かりやすく発表するように各自スライドを作成し
てきてください。（1時間程度)

発表内容を振り返り改善案を考えてきてください。
（1時間程度)

フィールドワーク

　観光ビジネス現場で必要とされる豊かなコミュニケーション能力と,課題を発見し解決する能力の育成
を目的とする。
　観光現場でのフィールドワークを通じて、論理的に自分の考えを第三者に伝える能力と本学科で修得
した専門的知識をさらに深化させ、将来観光ビジネス等の分野で活躍できるビジネス実務能力を身につ
ける。

温泉地秋保の魅力について

フィールドワークの準備

　身近な観光地を実際に訪れ，実際に行き，具体的に観光の様子や情報を収集できるようになる。さら
に，協調性やグループワークの力を身につけるとともに，発表を通じて情報伝達の能力を修得する。

　集団で課題に取り組み，積極的に自身の意見を発言する姿を期待する。フィールドワーク結果の発表
の際には聞き手に分かりやすく情報を伝える力を身につけてほしい。

ガイダンス（授業の流れや進め方について）

秋保の観光スポットについて
秋保の観光スポットを各自調べてきてください。
（30分程度）

15 回

評
価
の
方
法

％

試験(レポー
ト)

50 ％

授業内課題等

受講態度 20

％30

科目ナンバリング

TB-5-SEM-05

開講時期
前期
後期

観光ビジネス学科

観光ビジネス学科 選択

１年 単位1

30 時間

学修成果

単位数

授業時間数

授業回数

２年

● ● ● ● ●

選択

林　春伽科目名 観光ゼミナールＥ
単位

認定者

授業形態 演習

授業計画

自己紹介とゼミ長，副ゼミ長の選出

秋保成立の歴史

秋保の文化遺産について

準備学修

1人10分以内の自己紹介文を作成してきてくださ
い。（30分程度）

秋保成立の歴史について各自調べてきてください。
（30分程度）

秋保とその付近の文化遺産について各自調べてきて
ください。（30分程度）

秋保の温泉や旅館について各自調べてきてくださ
い。（30分程度）

効果的なフィールドワークを行うため着目する点な
どを考えてきてください。（40分程度）

対象学科
必修・選択
配当年次

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要、実務経験と授業科目との関連性）
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観光ビジネス学科 

２年生 

（2021 年度入学生） 

■ 年間予定表

■ シラバス
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前期

1 2

3 4 5 6 入学式 7
オリエン
テーション

8 9

10 11 ① 12 健康診断 13 健康診断 14 ① 15 ① 16

17 18 ② 19 ① 20 ① 21 ② ② 23

24 25 ③ 26 ② 27 ② 28 ③ 29 昭和の日 30

1 2 ④ 3 憲法記念日 4 みどりの日 5 こどもの日 6 ③ 7

8 9 ⑤ 10 ③ 11 ③ 12 ④ 13 ④ 14

15 16 ⑥ 17 ④ 18 ④ 19 ⑤ 20 ⑤ 21

22 23 ⑦ 24 ⑤ 25 ⑤ 26 ⑥ 27 ⑥ 28

29 30 ⑧ 31 ⑥ 1 ⑥ 2 ⑦ 3 ⑦ 4

5 6 ⑨ 7 ⑦ 8 ⑦ 9 ⑧ 10 ⑧ 11

12 13 ⑩ 14 ⑧ 15 ⑧ 16 ⑨ 17 ⑨ 18

19 20 ⑪ 21 ⑨ 22 ⑨ 23 ⑩ 24 ⑩ 25

26 27 ⑫ 28 ⑩ 29 ⑩ 30 ⑪ 1 ⑪ 2

3 4 ⑬ 5 ⑪ 6 ⑪ 7 ⑫ 8 ⑫ 9

10 11 ⑭ 12 ⑫ 13 ⑫ 14 ⑬ 15 ⑬ 16

17 18 海の日 19 ⑬ 20 ⑬ 21 ⑭ 22 ⑭ 23

24 25 ⑮ 26 ⑭ 27 ⑭ 28 ⑮ 29 ⑮ 30

31 1 予備日 2 ⑮ 3 ⑮ 4 定期試験 5 定期試験 6

7 8 定期試験 9 定期試験 10 追試験 11 山の日 12 13

14 15 16 17 18 19 不合格発表 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31 1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 敬老の日 20 21 22
後期オリエン
テーション

23 秋分の日 24

4
月

7
月

5
月

6
月

※振替授業日については、変更になる場合があります。掲示にて確認してください。
※追試験の日程については、別途、掲示にて確認してください。
※再試験の日程については、変更になる場合があります。掲示にて確認してください。

9
月

8
月

2022年度　観光ビジネス学科　年間予定表

日 月 火 水 木 金 土
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後期

25 26 ① 27 ① 28 ① 29 ① 30 ① 1

2 3 ② 4 ② 5 ② 6 ② 7 ② 8

9 10 スポーツの日 11 ③ 12 ③ 13 ③ 14 ③ 15

16 17 ③ 18 ④ 19 ④ 20 ④ 21 ④ 22

23 24 ④ 25 ⑤ 26 ⑤ 27 ⑤ 28 予備日 29 せいよう祭

30 31 ⑤ 1 ⑥ 2 ⑥ 3 文化の日 4 ⑤ 5

6 7 ⑥ 8 ⑦ 9 ⑦ 10 ⑥ 11 ⑥ 12

13 14 ⑦ 15 ⑧ 16 ⑧ 17 ⑦ 18 ⑦ 19

20 21 ⑧ 22 ⑨ 23 勤労感謝の日 24 ⑧ 25 ⑧ 26

27 28 ⑨ 29 ⑩ 30 ⑨ 1 ⑨ 2 ⑨ 3

4 5 ⑩ 6 ⑪ 7 ⑩ 8 ⑩ 9 ⑩ 10

11 12 ⑪ 13 ⑫ 14 ⑪ 15 ⑪ 16 ⑪ 17

18 19 ⑫ 20 ⑬ 21 ⑫ 22 ⑫ 23 ⑫ 24

25 26 27 28 29 30 31

1 2 3 4 5 ⑬ 6 ⑬ 7

8 9 成人の日 10 ⑭ 11 ⑬ 12 ⑭ 13 ⑭ 14

15 16 ⑬ 17 ⑮ 18 ⑭ 19 ⑮ 20 ⑮ 21

22 23 ⑭ 24 予備日 25 ⑮ 26 予備日 27 予備日 28

29 30 ⑮ 31 定期試験 1 定期試験 2 定期試験 3 追試験 4

5 6 7 8
不合格発

表
9 10 11 建国記念の日

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 天皇誕生日 24 25

26 27 28 1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 卒業式 21 春分の日 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

10
月

11
月

※振替授業日については、変更になる場合があります。掲示にて確認してください。
※追試験の日程については、別途、掲示にて確認してください。
※再試験の日程については、変更になる場合があります。掲示にて確認してください。

3
月

12
月

2
月

1
月

2022年度　観光ビジネス学科　年間予定表

日 土月 火 水 木 金
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

（黒田清志）
H6年からH23年まで仙台市経済局，および仙台市観光コンベンション協会で，また，中小企業診断士として，地域の中小
企業，商店街，農業，観光の支援事業を担当。その後，山形県など各地の研修会等のセミナー講師，アドバイザーを務
める。
広範囲の業種の事業者の経営支援や東北の地域活性化事業に関わってきた経験から，特に経済や文化的側面について，
分かりやすく具体的な授業を行う。

（榎森）東北学院大学歴史学科編『大学で学ぶ東北の歴史』（吉川弘文館，定価１，９００円+税。）
（黒田）参考文献等は授業の都度，提示します。

黒田　清志

黒田　清志

黒田　清志

（榎森）特に無し。
（黒田）テキスト等は授業の都度配付。

「評価の方法」について
（榎森）試験（レポート）　80％　受講態度　20％
（黒田）試験（レポート）　70％　受講態度　30％

フィードバックは毎回「履修レポート」に基づいて行う。

地域のマーケティング 同上

地域活性化の方策　企画力 同上

地域活性化のキーワード 同上

奥羽大名の幕府への献上品から見た近世奥羽の特産物

幕末における奥羽諸藩の蝦夷地警備と経営

日本の食文化における東北地方の食文化の位置

戊辰戦争と奥羽の世界

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要，実務経験と授業科目との関連性）

黒田　清志

黒田　清志

英国婦人イサベラ・バードが見た明治初期の東北

東北学の概要
提示した参考文献等をを読んでおく
こと

東北を知る 同上

榎森　進

榎森　進

榎森　進

榎森　進

榎森　進

科目名 東北学
単位

認定者
榎森　進

黒田　清志

対象学科
必修・選択
配当年次

必修 ２年 2

30 時間

単位数

授業時間数

授業回数

松前藩の経済を支えた出羽村山地方の年貢米

第２回目の講義との関わりで児島恭子
著『エミシ・エゾからアイヌへ（歴史
文化ライブラリー）』（吉川弘文館）
に目を通しておいて下さい。（概ね１
時間程度）
その後も次回のテーマに関する参考文
献を提示しますので，各回とも参考文
献に目を通して受講すること（１時間
程度）。

評
価
の
方
法

※詳細は「備考」欄を参照す
ること。

学修成果

開講時期 前期

準備学修

東北地方の歴史や文化の諸相を多様な視点から考える
ことの大切さ－グローバリズムとレジオナリズム－

15

● ●

科目ナンバリング

TB-0-HCU-02

講義

授業計画

エミシ・エゾ・アイヌ－中央政権側の奥羽民衆に対す
る認識の変遷とその歴史的背景－

奥州藤原氏３代の歴史的位置

東北における観光ビジネスを学ぶうえで重要となる，東北の歴史・文化・社会・経済について
総合的に理解する。
（榎森）東北地方の歴史的性格や，その歴史の上に受け継がれている伝統や年中行事，食や生活習慣，

言葉などを理解し，豊かな文化をもつ東北の歴史と文化について探求することを目的とする。
（黒田）東北地方の社会・経済について理解し，地域社会を活性化するための企画の手法などについて

学ぶ。

（榎森）東北地方の歴史と文化に関する知識を得，当該問題について他人に説明出来るようになる。
（黒田）①東北の地域資源を知る。　②地域資源を活かす方法を学ぶ。

（榎森）事前に各回のテーマに関する参考文献を教室で指示しますので，
各回ともその参考文献に目を通して受講して下さい。

（黒田）自ら地域資源を調べ，それを活かす企画の方法・技術を身につける。

担当

榎森　進

榎森　進

榎森　進

榎森　進

榎森　進

１７世紀には下北半島が盛岡藩の北の玄関だった

単位

回

観光ビジネス学科

授業形態
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

科目ナンバリング

TB-0-HCU-04

徳田　幸雄

徳田　幸雄

徳田　幸雄

授業形態 講義

授業計画

● ●

インドの宗教について
－業と輪廻－

授業時に配布するチェックテストの復習を
宿題とする。（所要時間１５～２０分）

単位

仏教について
－苦からの解脱－

授業時に配布するチェックテストの復習を
宿題とする。（所要時間１５～２０分）

※詳細は備考欄を参照
すること

学修成果

開講時期 後期

準備学修

ユダヤ教について
－律法の遵守－

授業時に配布するチェックテストの復習を
宿題とする。（所要時間１５～２０分）

キリスト教について
－罪からの救い－

授業時に配布するチェックテストの復習を
宿題とする。（所要時間１５～２０分）

イスラームについて
－神への服従－

授業時に配布するチェックテストの復習を
宿題とする。（所要時間１５～２０分）

　こんにちの世界を理解するためには、歴史、宗教、思想などの多様な側面の知識が必要となる。特に、
近現代を中心とした歴史や世界の諸宗教の理解は重要である。これらの基礎的知識を身に付け、また、世
界に大きな影響を与えた思想や書物などにも触れ、こんにちの世界に対する自己の見識を持てるようにな
ることを目的とする。

（丸藤）近現代世界の形成上、重要な歴史事象について、社会・経済・文化の観点から各回主題を設けて
講義する。主題に関する諸問題を学ぶことにより、近現代世界が成立する要因について理解を深め，歴史
に対する関心と知識を身に付けることを目標とする。
（徳田）人間のみが持ち得る、歴史や文化、宗教を学ぶことによって、社会人、そして家庭人としても有
用な、より深くて、豊かな人間の理解を身に付けることを目標とする。

授業を理解するために，毎回必ず出席してください。歴史的事象を理解するのみならず，その事象が現代
の世界にどのような影響を与えているかを考えるよう心がけてください。

担当

徳田　幸雄

徳田　幸雄

15 回

観光ビジネス学科
評
価
の
方
法

科目名 歴史と文化
単位

認定者
徳田　幸雄
丸藤　准二

対象学科
必修・選択
配当年次

必修 ２年 2

30 時間

単位数

授業時間数

授業回数

丸藤　准二

丸藤　准二

丸藤　准二

丸藤　准二

丸藤　准二

丸藤　准二

丸藤　准二

経済社会の成立
―ビジネスと企業経営の発展－

レジュメを読み、今回の授業内容を理解し
て、復習をすること。（約１時間）

経済社会の発展
―工業化社会の発展と大衆消費社会―

レジュメを読み、今回の授業内容を理解し
て、復習をすること。（約１時間）

医療の発展と近代社会
レジュメを読み、今回の授業内容を理解し
て、復習をすること。（約１時間）

グローバルエコノミーのはじまり
―西欧の拡大により一体化する世界―

レジュメを読み、今回の授業内容を理解し
て、復習をすること。（約１時間）

科学革命
―ルネサンス文化と科学の発展－

レジュメを読み、今回の授業内容を理解し
て、復習をすること。（約１時間）

啓蒙思想の広まり
―新しい「知」の広まりと近代社会―

レジュメを読み、今回の授業内容を理解し
て、復習をすること。（約１時間）

産業革命
―人類史の「分水嶺」：工業化社会の成立―

レジュメを読み、今回の授業内容を理解し
て、復習をすること。（約１時間）

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要、実務経験と授業科目との関連性）

授業において指示します。

丸藤　准二

丸藤　准二

丸藤　准二

教科書は使用せず，授業において適宜資料を配布します。

（評価方法）
（丸藤）　定期試験70％　授業態度30％
（徳田）　授業内課題（全５回）100％

教育の普及と近代社会
レジュメを読み、今回の授業内容を理解し
て、復習をすること。（約１時間）

現代世界の成立
レジュメを読み、今回の授業内容を理解し
て、復習をすること。（約１時間）

グローバルヒストリー
―「新しい歴史学」と現代世界―

レジュメを読み、今回の授業内容を理解し
て、復習をすること。（約１時間）
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要，実務経験と授業科目との関連性）

司法書士として，各種法律相談の相談員を経験。また，民事裁判，不動産登記，商業登記等に関する業務から，身近な具
体例や専門用語を分かりやすく解説する。

まとめ（総復習，小テスト）

特に指定しない。必要に応じてレジュメや資料を配付する。

（憲法）「いちばんやさしい憲法入門　第５版」初宿正典他著，有斐閣アルマ
（民法）「民法への招待　第５版」池田真朗著，税務経理協会
他，適宜講義内で紹介する。

講義は全て遠隔（オンデマンド）で実施する。
授業内容は，進度に応じて変更する場合がある。

特定商取引法（特定商取引に関する法律）

インターネットに関する法律

道路交通法

民法（４）債権（債務不履行，不法行為）

民法（５）親族，相続
【事前】家族の家系図を図に書いて授業に持参するこ
と。（概ね１５分）

消費者契約法，割賦販売法

民法（１）総則

民法（２）物権，担保物権

民法（３）債権（保証，契約）
【事前】「保証人」と「連帯保証人」の責任の違いについて
調べておくこと。また，「契約」にはどのような種類がある
か，考えてみること。（概ね１時間）

憲法（１）総論，基本的人権
─平等権，精神的自由等─

【事前】「憲法」と「法律」の違いについて考えてみ
ること。また，「公共の福祉」とはどのような状態を
指すのか，自分なりに考えておくこと。（概ね１時
間）

憲法（２）基本的人権
─経済的自由，その他の人権─

憲法（３）統治機構
【事前】憲法改正や憲法９条についてなど，最近話題
になっている憲法上の時事問題について，自分なりに
考えておくこと。（概ね３０分）

　社会問題を考える際の土台となる法律の基本的な用語や概念を理解し，説明できる。身近な法律問題
の学修を通じて，自ら問題を解決するための思考方法を養う。

　聞き慣れない用語や概念が多いと思いますので，復習を中心に取り組んで下さい。
法律用語と日常用語の違い，授業内で扱った事例や問題は，重点的に復習すること。その際，結論だけ
でなく理由も説明できるようにしておくこと。
授業で意見を求められた場合には，積極的に発言すること。

法律の種類と法律を学ぶ意味

憲法，民法，刑法のそれぞれ特徴と違い
【事前】憲法，民法，刑法の違いについて考えてみること。
（概ね３０分）

授業計画 準備学修

15 回
講義

授業回数

　社会生活をしていく上で必要な基本的な法律について学修する。特に日常の社会生活・大学生活に関
係の深い様々な問題を取り上げて，問題点，解決方法，回避方法など，具体的な事例を通じて理解し身
につけていく。

授業時間数 30 時間

単位

授業形態

100 ％

対象学科
必修・選択
配当年次

観光ビジネス学科 必修 2年
開講時期 前期

単位数 2

科目名 法律入門
単位

認定者
山口　元気

評
価
の
方
法

講義内課題

学修成果

科目ナンバリング

CO-0-HSO-04

● ●
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

回

※以下は該当者のみ記載する。

学修成果

科目ナンバリング

CO-0-HSO-03

● ●

60 ％

評
価
の
方
法

試験
(レポート)

授業内課題等 20 ％

受講態度 20 ％

授業回数 15 回

科目名 現代の社会
単位

認定者
吉田　理

単位

授業時間数 30 時間

授業形態 講義

学修者への
期待等

「自立した大人」になるための下地を作ってほしいという観点から、各人の専攻に関わらず社会人として当然知って
おくべき事項を取り上げる。一般的な知識を修得し、良き職業人を目指すという意欲をもって受講してほしい。

授業計画 準備学修

1 「現代の社会」導入(現代世界概観-文化と思想)
私たちを取り巻く現代社会について、その特徴を列挙し考察す
ること。当日配信する確認テストに備えること。(30分程度)

授業の概要

現代の日本が世界の中でどのような立場にあるか、初めに日本及び主な国の文化・思想・宗教ならびに
近代の歴史を学ぶことから理解をする。そのうえで政治・経済の視点を軸にして現代の日本の様々な問題点について
学修し、現代の社会を生きるために不可欠な基本知識を身につけ、社会生活において適切な選択や判断ができること
を目指す。

到達目標
取り上げるテーマは、いずれも社会人として当然備うるべき常識と考えられる事項である。社会生活自体はもちろん
のこと就職活動における面接等でそれらについて問われた際に、概略と自身の考えを述べられるようになることを目
標とする。

対象学科
必修・選択
配当年次

観光ビジネス学科 必修 2年
開講時期 後期

単位数 2

4 現代社会と人間の本質(特に自己形成)
前回の講義内容(現代社会の特質)を復習し、当日配信する確認
テストに備えること。(1時間程度)

5 日本国憲法の基本的性格(特に社会権・参政権)
前回の講義内容(現代社会と人間の本質)を復習し、当日配信す
る確認テストに備えること。(1時間程度)

2 現代社会の誕生(特に近現代日本と大衆社会)
前回の講義内容(「現代の社会」導入)を復習し、当日配信する
確認テストに備えること。(1時間程度)

3 現代社会の特質(特に生命科学と情報技術)
前回の講義内容(現代社会の誕生)を復習し、当日配信する確認
テストに備えること。(1時間程度)

8
少子高齢化と国民の福祉(その原因と対策、社会保障
の概要について)

前回の講義内容(現代の経済社会)を復習し、当日配信する確認
テストに備えること。(1時間程度)

9
消費者問題(消費者問題の歴史、消費者を保護するた
めの制度について)

前回の講義内容(少子高齢化と国民の福祉)を復習し、当日配信
する確認テストに備えること。(1時間程度)

6 日本の政治機構と政治参加(特に地方自治と政党政治)
前回の講義内容(日本国憲法の基本的性格)を復習し、当日配信
する確認テストに備えること。(1時間程度)

7
現代の経済社会(特に財政と金融)
附、レポート作成に当たって(説明)

前回の講義内容(日本の政治機構と政治参加)を復習し、当日配
信する確認テストに備えること。(1時間程度)

12 日本の政治機構と政治参加・補足1(選挙制度と世論)
前回の講義内容(生命科学)を復習し、当日配信する確認テスト
に備えること。(1時間程度)

13 日本の政治機構と政治参加・補足2(裁判と司法権)
前回の講義内容(選挙制度と世論)を復習し、当日配信する確認
テストに備えること。(1時間程度)

10
労働問題(日本の労働事情や労働関係法規・制度、労
働格差について)
附、レポート作成に当たって(再度)

前回の講義内容(消費者問題)を復習し、当日配信する確認テス
トに備えること。(1時間程度)

11 現代社会の特質・補足(生命科学)
前回の講義内容(労働問題)を復習し、当日配信する確認テスト
に備えること。(1時間程度)

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要、実務経験と授業科目との関連性）

教科書 「2022小論文頻出テーマ解説集　現代を知るplus」第一学習社

参考文献
「別冊NHK 100分de名著 読書の学校 特別授業　君たちはどう生きるか」池上彰著（NHK出版(2017)）
各項目について報道している日刊新聞(購読していない場合は各社のweb版でも可。ただし不特定者によるまとめ記事
はむしろ不可)

備考

講義は全て遠隔(オンデマンド)で実施するが、板書を中心に進めるのでノートを準備すること。
成績の主は試験の代わりとして課されるレポート作成であり、単位認定の必須事項となる(未提出は認定しない)。
確認テストのうち任意の回は授業内課題として成績に加える。(課題の解説は次回講義の際に講義内で行なう)。
受講態度は、確認テスト解答送信で判断する。

14 現代の経済社会・補足(日本の財政課題)
前回の講義内容(裁判と司法権)を復習し、当日配信する確認テ
ストに備えること。(1時間程度)

15
日本の社会保障制度と環境問題
附、レポート作成に当たって(最終)

前回の講義内容(日本の財政課題)を復習し、当日配信する確認
テストに備えること。(1時間程度)
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基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8
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15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

スペインの観光資源について調べてください。
（1時間程度）

授業形態 講義

授業計画

観光の近代と現代－観光というイデオロギーの生成と変
容

日本の観光政策の現段階

日本人の海外旅行パタ-ンの変容

準備学修

コロナ禍のなかでの観光パタ-ンがどのように変化したの
かを調べておいてください。

観光をめぐる社会的課題について調べてください。
（30分程度）

日本の観光政策がどのように変化したのか調べてくださ
い。（1時間程度）

日本人が好む海外の観光地を調べてください。
（1時間程度）

ツーリズムとは何か定義・概念について調べてください。
（30分程度）

ツーリズムに関連する新聞記事やニュースを調べてくだ
さい。（30分程度）

対象学科
必修・選択
配当年次

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要,実務経験と授業科目との関連性）

科目名 国際観光論
単位

認定者

15

学外研修

国際観光とビジネス①　バルセロナ―都市計画を通した
観光活動適正化の試み

回

日本の国際観光の現状①　ツーリズムを取り巻く環境

日本の国際観光の現状②　ツーリズムのイノベーション

学外研修 研修先について調べておいてください。（1時間程度）

①日本における国際観光の現状を理解するとともに，国際観光をめぐる諸問題を学際的な視点から説
明できること。
②日本におけるインバウンド観光政策として，地域間格差を解消するためには，どのような視点が重
要か、提言ができること。

 観光の国際化が経済的，社会的，地域的にどのような影響を与えているのかを，新聞やテレビなどで
チェックしていてほしい。

学修成果

単位数

授業時間数

授業回数

● ●

必修

朴　賢淑

科目ナンバリング

TB-3-ECO-10

開講時期 前期
観光ビジネス学科 ２年 単位2

30 時間

評
価
の
方
法

試験（レポート） 70 ％

受講態度 ％30

ガイダンス：コロナ禍の観光

　近代における観光活動の成立時からすでに国際的な規模を持っていた観光活動は，現代においては
規模がさらに拡大し，諸国民間の相互理解と交流を促進するようになった。その一方で，マス・ツー
リズムとボーダーレス化の進展にともなって，地球規模で様々な問題を引き起こしている。本科目で
は，このように国境を越える観光活動によって引き起こされる政治的，経済的，社会的，文化的，地
域的，環境的など種々の影響・効果について理解を深め，国際観光のあり方について考える。

・本講では参加型授業を目指しているため，積極的に授業に参加し，発言することが望ましい。
・受講者の理解を促すために，講義の内容および計画を変更する場合がある。変更になった場合は事前に連絡
する。

国際観光と『コンテンツツーリズム』　※特別講義

インバウンド誘致と地域振興

今後の国際観光の展望

コンテンツツーリズムについて調べておいておください。
（30分程度）

日本のインバウンド誘致が地域にもたらす影響について
考えてください。（30分程度）

コロナ禍の国際観光の在り方について考えておいてくだ
さい。（30分程度）

国際観光とビジネス④
東アジア国・地域：中国、韓国、台湾、香港

ドイツの観光政策について調べてください。
（1時間程度）

オランダの観光政策について調べてください。
（1時間程度）

東アジア国・地域の観光政策について調べてください。
（1時間程度）

・早稲田インバウンド・ビジネス戦略研究会 『インバウンドビジネス戦略』 2019。
・必要に応じて適宜紹介する。

・特に用いない。講義では，レジュメや資料を配布し，重要な文献についてはその都度紹介する。
・講義で随時配る資料はファイルしておくこと。

国際観光とビジネス③　アムステルダム―住民生活の優
先を明確化した網羅的な政策対応

国際観光とビジネス②　ベルリン―DMOを軸に観光の質
を追求する
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授業の概要
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教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

観光文化体験：文化観光

シーズンとリゾートの確立について調べておいてくださ
い：概ね21分

授業形態 講義

授業計画

近代観光誕生への助走（2）：古代ローマの優位，風景と
旅の危険，17世紀の宮廷の理想

階級戦略から始まる近代観光（1）：イギリス社会と観光の
創造

階級戦略から始まる近代観光（2）：グランドツアー

準備学修

観光史とはどのようなジャンルなのか,および中世ヨー
ロッパの巡礼について調べておいてください：概ね40分

ルネサンスから古典主義時代にかけての政治思潮につ
いて調べておいてください：概ね30分

17世紀のイギリス社会の階級対立について調べておい
てください：概ね30分

グランドツアーについて調べておいてください：概ね20
分

18世紀のランティエ観光の概略について調べておいて
ください：概ね20分

19世紀のランティエ観光の概略について調べておいて
ください：概ね20分

対象学科
必修・選択
配当年次

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要,実務経験と授業科目との関連性）

科目名 観光史と観光文化
単位

認定者

15

19世紀から20世紀へ（1）：シーズンとリゾートの確立

回

18世紀のランティエ観光：温泉療養，海水浴治療，気候
療法，山岳とスイスの発見，田園滞在

19世紀のランティエ観光：移動手段，ガイドブック，リゾー
トの進化

　現代のマス・ツーリズムにおいてポピュラーな観光形態として存在している海水浴，温泉，避暑，避
寒，登山，ウィンタースポーツ，文化観光，都市観光，田園観光などの起源と発展について，それらの
誕生当時の社会状況を含めて自分の言葉で説明ができるようになる。

　観光の誕生と発展には現代からは想像もできない事情が潜んでいます。いかに当時の状況を想像でき
るかによって，観光史と観光文化の理解は劇的に深まります。まずは想像力をたくましくして，観光の
様々な形態の誕生と発展につきあってください。

観光の定義，観光史・観光文化についてのガイダンス
近代観光誕生への助走（1）：15世紀末の特殊性，ガイド
ブックの誕生

　本科目は，観光理解の基礎的部分である観光活動についての史的理解を深める。具体的には，日欧の
観光活動の歴史，及びそれらが生み出した観光文化について概観する。まず，近代観光発祥の地である
欧州地域で観光活動がいかに誕生・進展し，それがいかなる観光文化を生み出してきたかをグランド・
ツアーを起点に概説する。次いでわが国については，観光活動が本格的に成立した江戸時代を中心に概
説し，温泉・寺社参詣・物見遊山など，独特な観光文化について理解を深める。

学修成果

単位数

授業時間数

授業回数

● ●

必修

成澤　広幸

科目ナンバリング

TB-3-ECO-11

開講時期 後期
観光ビジネス学科 ２年 単位2

30 時間

評
価
の
方
法

％

試験（レポート） 50 ％

授業内課題

受講態度 20

％30

　原則として授業前にLMSに授業ファイルをアップロードするので，事前学修及び復習をしてください。LMSなどで
課題の提出を行う予定です。

マス・ツーリズムの台頭（2）：青少年のバカンスからソー
シャル・ツーリズムへ
夏の地中海：観光モデルの交代

日本の観光史と観光文化（1）：総合的な旅文化

日本の観光史と観光文化（2）：信仰と温泉、景勝と文化

20世紀前半のマス・ツーリスムの萌芽について調べてお
いてください：概ね30分

江戸時代中期からの日本の旅文化の概略について調
べてください：概ね30分

信仰と温泉が観光と結びついた理由について調べてく
ださい：概ね20分

トマス・クック（2）：旅行の事業化
マス・ツーリズムの台頭（1）：大戦間の変化、余暇の政治
利用と社会運動，

19世紀から20世紀にかけてのランティエ観光における
宿泊と移動について調べておいてください：概ね20分

トマス・クックの業績について調べておいてください：概
ね30分

トマス・クック社の沿革について調べておいてください：
概ね30分

マルク・ボワイエ『観光のラビリンス』法政大学出版局。その他は授業中に適宜紹介します。

　特になし

トマス・クック（1）：マス・ツーリズムの萌芽

19世紀から20世紀へ（2）：ランティエ観光の進化
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

Unit 11  Taking a room reservation
Dialogueの理解と会話練習(ペアワーク)

【事前】音声をダウンロードし発音を確認する(約40分)。
【事後】語彙や表現を復習する(約50分)。

【事前】音声をダウンロードし発音を確認する(約40分)。
【事後】語彙や表現を復習する(約50分)。

【事前】音声をダウンロードし発音を確認する(約40分)。
【事後】語彙や表現を復習する(約50分)。

随時LMSを通じて配布する。

Reiko Fujita (2019). English for Tourism Professionals . National Geoglaphic Learning.

Unit 10  Giving CIQ information
Dialogueの理解と会話練習(ペアワーク)

Unit 9   Offering in-flight services
Dialogueの理解と会話練習(ペアワーク)

履修者の状況によって進度や順番に変更が生じる場合がある。
なお、当科目は2クラス編成で実施する。

Unit 12　Welcoming guests
Dialogueの理解と会話練習(ペアワーク)
Unit 13  Helping guests
Dialogueの理解と会話練習(ペアワーク)
Unit 14  Dealing with complaints
Dialogueの理解と会話練習(ペアワーク)

【事前】音声をダウンロードし発音を確認する(約40分)。
【事後】語彙や表現を復習する(約50分)。

【事前】音声をダウンロードし発音を確認する(約40分)。
【事後】語彙や表現を復習する(約50分)。

【事前】音声をダウンロードし発音を確認する(約40分)。
【事後】語彙や表現を復習する(約50分)。

授業ガイダンス/事前・事後学修の方法

テキスト　p.9　Introduction

 経済のグローバル化は着実に進行し，ビジネスシーンで英語が使える人材の必要性がますます高まってい
る。本科目では，基本的な観光ビジネスの場における英語表現を学修し，実際の観光ビジネスシーンで活用
できるようにする。また，観光ビジネス上重要な英語表現を反復し，講義に加えロールプレイングを行うこ
とで，英語で会話することへの抵抗感をなくす。楽しみながら活きた観光ビジネス英語表現の修得を目指
す。

評
価
の
方
法 ％

試験(筆記) 60 ％

授業内課題等

受講態度 20

％20

科目ナンバリング

TB-2-CCO-01

開講時期 前期
観光ビジネス学科 ２年 単位2

30 時間

学修成果

単位数

授業時間数

授業回数

● ●

必修

吉野　千乃

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要、実務経験と授業科目との関連性）

科目名 観光ビジネス英会話
単位

認定者

15

Unit 7  Helping passengers check in
Dialogueの理解と会話練習(ペアワーク)
Unit 8  Working at the boarding gate
Dialogueの理解と会話練習(ペアワーク)

回

Unit 4  Welcoming international tourists
Dialogueの理解と会話練習(ペアワーク)
Unit 5  Taking an airline reservation
Dialogueの理解と会話練習(ペアワーク)
Unit 6  Giving flight information
Dialogueの理解と会話練習(ペアワーク)

【事前】音声をダウンロードし発音を確認する(約40分)。
【事後】語彙や表現を復習する(約50分)。

【事前】音声をダウンロードし発音を確認する(約40分)。
【事後】語彙や表現を復習する(約50分)。

　観光ビジネス分野（旅行,エアライン,宿泊）の主要な場面で用いられる英語表現を学修し,ロールプレイ
を通じて適切に使うことができるようになる。

　これまでに学修した観光英語に関する知識を実際に使用できるようにするため, 授業内の会話練習やロー
ルプレイ活動に積極的に取り組むこと。ペアワークやグループワークには1人1人が責任感を持ち臨むこと。

【事前】音声をダウンロードし発音を確認する(約40分)。
【事後】語彙や表現を復習する(約50分)。

授業形態 演習

授業計画

Unit 1  Recommending a tour
Dialogueの理解と会話練習(ペアワーク)
Unit 2   Taking a tour booking
Dialogueの理解と会話練習(ペアワーク)
Unit 3   Escorting a tour
Dialogueの理解と会話練習(ペアワーク)

準備学修

【事前】音声をダウンロードし発音を確認する(約40分)。
【事後】語彙や表現を復習する(約50分)。

【事前】音声をダウンロードし発音を確認する(約40分)。
【事後】語彙や表現を復習する(約50分)。

【事前】音声をダウンロードし発音を確認する(約40分)。
【事後】語彙や表現を復習する(約50分)。

【事前】音声をダウンロードし発音を確認する(約40分)。
【事後】語彙や表現を復習する(約50分)。

【事前】音声をダウンロードし発音を確認する(約40分)。
【事後】語彙や表現を復習する(約50分)。

対象学科
必修・選択
配当年次
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

教科書の該当箇所にあらかじめ目を通しておくこ
と：概ね30分

授業形態 講義

授業計画

出入国法令①旅券法

出入国法令②外国人の出入国管理

出入国法令③日本の出入国手続き

準備学修

教科書の該当箇所にあらかじめ目を通しておくこ
と：概ね30分

教科書の該当箇所にあらかじめ目を通しておくこ
と：概ね30分

教科書の該当箇所にあらかじめ目を通しておくこ
と：概ね30分

教科書の該当箇所にあらかじめ目を通しておくこ
と：概ね30分

出入国法令①から④を復習しておくこと：概ね1
時間

対象学科
必修・選択
配当年次

実務経験を有する教員による授業科目（ 実務経験の概要， 実務経験と 授業科目と の関連性）

科目名 旅行ビジネス実務
単位認
定者

15

海外旅行実務②海外保険,シュンゲン協定,査証手
続きの知識

海外旅行実務③時差計算,所要時間の計算

回

出入国法令④免税範囲と計算

出入国法令まとめ

海外旅行実務①2レターコード・3レターコード,ホ
テル・鉄道・クルーズ船の知識

教科書の該当箇所にあらかじめ目を通しておくこ
と：概ね30分

教科書の該当箇所にあらかじめ目を通しておくこ
と：概ね30分

　出入国法令，海外旅行実務，国際航空運賃の各項目の知識を習得することで，総合旅行に関する理
解を深めることができるようになる。

　遅刻・欠席等が極力生じないように注意すること。また，毎回の小テスト，復習テストをもとに，
自身の学修状況を把握し，適宜復習すること。

学修成果

単位数

授業時間数

授業回数

● ●

選択

林　春伽

科目ナンバリング

TB-3-ECO-01

開講時期 前期
観光ビジネス学科 ２年 単位2

30 時間

評
価
の
方
法

％

試験（筆記） 50 ％

授業内課題

受講態度 10

％40

ガイダンス（授業の進め方，評価など）

　旅行ビジネス全般についての理解を深めるとともに，商品ごとの仕組みや商品流通について学ぶ。
　旅行業界の歴史や業界をとりまく環境の変化・諸課題，旅行会社の業務内容全般，旅行業をとりま
く観光関連産業や多様な職種について学習する。また，旅行商品のプランニングの手法を理解する。

授業中はノートを積極的にとりつつ,自分のオリジナルノートを作成するつもりで臨んでください。
受講者の理解度により，講義順序や重点の置き方を変更することがあります。また,毎回授業内課題
として小テストを実施します。

国際航空運賃②往復旅行等の運賃計算

国際航空運賃③運賃計算応用編

国際航空運賃まとめ

教科書の該当箇所にあらかじめ目を通しておくこ
と：概ね30分

教科書の該当箇所にあらかじめ目を通しておくこ
と：概ね30分

国際航空運賃①から③を復習しておくこと：概ね
1時間

国際航空運賃①タリフの読み方、計算ルール

教科書の該当箇所にあらかじめ目を通しておくこ
と：概ね30分

海外旅行実務①から④を復習しておくこと：概ね
1時間

教科書の該当箇所にあらかじめ目を通しておくこ
と：概ね30分

必要に応じて講義中に適宜指示する。

『旅行業実務シリーズ⑤海外旅行実務　出入国法令と実務、旅行実務』　JTB総合研究所
『旅行業実務シリーズ⑥海外旅行実務　国際航空運賃、旅行業英語』　JTB総合研究所

海外旅行実務まとめ

海外旅行実務④空港の知識・航空時刻表
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

林　春伽
東北運輸局観

光部長

旅行会社と宿泊施設の関係について調べてお
くこと：概ね30分

泉ロイヤルパークホテルについてネット等で
調べておくこと：概ね30分

林　春伽
旅行会社スタッ

フ

アキウ舎についてネット等で調べておくこ
と：概ね30分

林　春伽
アキウ舎スタッ

林　春伽
アキウ舎スタッ

林　春伽
好風亭スタッフ

林　春伽
好風亭スタッフ

適宜紹介する

林　春伽

特になし

本授業はオムニバス形式で実施される。

国の観光政策と宿泊業の現状について

事例研究３　小松館　好風亭（松島温
泉）：日本三景のホテル経営について

観山聴月についてネット等で調べておくこ
と：概ね30分

観光政策における宿泊業について,観光白書な
どで予習すること：概ね30分

好風亭についてネット等で調べておくこと：
概ね30分

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要,実務経験と授業科目との関連性）

まとめ：「ホテル経営」を振り返って

事例研究５　緑水亭（秋保温泉）：街
づくりが与えるホテルへの影響につい
て

事例研究４　流辿別邸　観山聴月（青
根温泉）：ホテル経営について

各授業の内容を復習しておくこと：概ね30分

緑水亭についてネット等で調べておくこと：
概ね30分

林　春伽

観山聴月スタッフ

林　春伽

観山聴月スタッフ

林　春伽
緑水亭スタッフ

林　春伽
緑水亭スタッフ

評
価
の
方
法

％

試験
（レポート）

50 ％

授業内課題

受講態度

％30

20

学修成果

開講時期 前期

　本科目は現在急拡大しつつあるインバウンド需要，増加傾向の国内需要，加速する外資進出，解禁
された民泊など多様化する宿泊業界において，ホテルを中心とする宿泊業の経営の実際についていく
つかの事例研究により学ぶとともに，広義の観光活動から見る宿泊業経営のあり方について学ぶ。

科目名 ホテル経営
単位

認定者
林　春伽

●

科目ナンバリング

TB-3-ECO-07

●

対象学科
必修・選択
配当年次

　宿泊施設の多様な環境，特に立地，ターゲット層，和風と洋風の違いなどを理解するとともに，そ
れぞれの環境で培われた最適な経営方法を学ぶことで現代における観光宿泊施設の特徴を自分の言葉
で表現できるようになる。

15 回

観光ビジネス学科 単位

授業時間数

選択 ２年 2

30 時間

単位数

授業形態 講義
授業回数

事例研究２　アキウ舎（秋保温泉）：
街づくりが与えるホテルへの影響につ
いて

旅行会社が求めるホテル・旅館につい
て

事例研究１　泉ロイヤルパークホテ
ル：ホテルにおけるインバウンド誘客
について

ホテル・旅館を中心とする宿泊施設は実に多彩な環境にあり，経営方法も多様です。そうした観光
宿泊施設の経営の一端に触れることで観光の世界の奥深さを体感してもらいたいと思います。

担当

林　春伽
ガイダンス/最終発表についてのアナウ
ンス

ホテル経営について教科書やネットをもとに
あらかじめ調べておくこと：概ね30分

授業計画 準備学習

質問票づくり
訪問施設に関する質問をあらかじめ考えてお
くこと：概ね1時間

林　春伽

林　春伽
泉ロイヤルパークホ

テルスタッフ

林　春伽
泉ロイヤルパークホ

テルスタッフ
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

科目ナンバリング

TB-3-ECO-08

本科目ではブライダルビジネスに関する基礎的な仕組みを理解することを目的とする。ブライダルビジネスの業態や業
種、歴史やブライダルサービスに関する知識を習得するとともに、ブライダル実務能力の基礎を身につける。

　結婚式のスタイルが多様化していくにつれ結婚式を演出するニーズも高まっている現在，ブライダルのどの業種に就
職しても対応できるよう基礎知識を身につけ、ブライダルコーディネーター技能検定合格を目指す。

現在のブライダル事情を理解し，人材の役割やスキルについても知識を深めてほしい。

単位
認定者

前期

講義

単位数

授業時間数

授業回数

2

30

15

単位

時間

授業計画 準備学修

ブライダルコーディネーター基礎知識と過去問題解説 テキストP8～P32熟読（１時間程度）

（結婚とは？）ブライダルビジネス他 テキストP34～P47熟読（１時間程度）

（ブライダルの基礎）ブライダル集客システム他 テキストP48～P68熟読（１時間程度）

（ブライダルの基礎）ブライダル準備、キリスト教式他 テキストP69～P91熟読（１時間程度）

（コーディネーター業務）新規業務とブライダルセールス他 テキストP94～P110熟読（１時間程度）

（コーディネーター業務）プランニング、新規アフターフォ
ローと成約業務他

テキストP111～P121熟読（１時間程度）

（打合せ業務　他）成約から初回打合せまで テキストP124,P125熟読（30分程度）

（打合せ業務　他）中間～最終打合せ（当日）まで テキストP126,127熟読（30分程度）

（コンセプトシートに基づいたブライダルアイテムの選定
他）空間デザイン、衣裳選定、フラワーアイテム他

テキストP130～P153熟読（１時間程度）

（コンセプトシートに基づいたブライダルアイテムの選定
他）美容、会場・テーブルコーディネート他

テキストP154～P187熟読（１時間程度）

（ブライダルの基礎と手配業務）ペーパーアイテム、美容他 テキストP188～P194熟読（１時間程度）

（ブライダルの基礎と手配業務）挙式・披露宴演出手配他 テキストP195～P204熟読（１時間程度）

（ブライダルの基礎と当日業務）進行表、テーブルセッティン
グ、サービス業務、花の管理他

テキストP206～P228熟読（１時間程度）

復習（1～6回目の復習） 過去問熟読

復習（7～12回目の復習） 過去問熟読

ブライダルコーディネーターテキスト　スタンダード

特になし

・毎回、テキストや配布プリントを熟読してきてください。

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要、実務経験と授業科目との関連性）

ホテルや神社、ゲストハウスでのブライダル経験（美容、司会、アテンド、プランナー等）を活かし、具体的事例を交え説明する。

学修成果

科目名

対象学科
必修・選択
配当年次

● ●

選択 ２年
評
価
の
方
法

50

20

30

試験（レポート）

授業内課題

受講態度

％

％

％

授業形態

ブライダルビジネス実務 小野寺　理恵

開講時期
観光ビジネス学科

回
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

西欧の代表的な紀行文のアンソロジーを読みなが
ら，時代性，著者，読者，移動性，他者の発見など
について考える。（3）：ルネサンス

配布されたアンソロジーの該当部分（古代）を読んで
おいてください（30分）

配布されたアンソロジーの該当部分（中世）を読んで
おいてください（30分）

配布されたアンソロジーの該当部分（ルネサンス）を
読んでおいてください（30分）

授業中に指示する。

特に使用しない。アンソロジーについては授業中に配布予定。

西欧の代表的な紀行文のアンソロジーを読みなが
ら，時代性，著者，読者，移動性，他者の発見など
について考える。（2）：中世

西欧の代表的な紀行文のアンソロジーを読みなが
ら，時代性，著者，読者，移動性，他者の発見など
について考える。（1）：古代

原則として事前にLMSに授業ファイルをアップロードするので，事前学修及び復習をしてください。LMSなど
で課題の提出を行う予定です。

西欧の代表的な紀行文のアンソロジーを読みなが
ら，時代性，著者，読者，移動性，他者の発見など
について考える。（4）：17・18世紀

西欧の代表的な紀行文のアンソロジーを読みなが
ら，時代性，著者，読者，移動性，他者の発見など
について考える。（5）：19・20世紀

現代における紀行文学の意義

配布されたアンソロジーの該当部分（17世紀・18世
紀）を読んでおいてください（30分）

配布されたアンソロジーの該当部分（19世紀から現
代）を読んでおいてください（30分）

紀行文学の定義：旅によって生み出された文学とは
どのようなものかを考える

　本科目では旅と文学の接点に位置する紀行文学において，古代からいかに人々が未知の文化・文明・風土
に関心を持ち，ときに時代や社会を批判し，また自らの心情を著者の心情に重ねて旅を追体験してきたかを
学ぶ。また，どの紀行文もそれ自体独立して存在しうるものではなく，社会的，文化的，政治的，経済的,
文学的など様々な状況に重層的にからめとられながら成立してきたという経緯についても理解を深める。

評
価
の
方
法

％

試験（レポート） 50 ％

授業内課題

受講態度 20

％30

科目ナンバリング

TB-3-ECO-12

開講時期 前期
観光ビジネス学科 ２年 単位2

30 時間

学修成果

単位数

授業時間数

授業回数

● ●

選択

成澤　広幸

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要,実務経験と授業科目との関連性）

科目名 旅と文学
単位

認定者

15

西欧の紀行文学史の概観（1）：古代からルネサンス
まで

西欧の紀行文学史の概観（2）：17世紀以降

回

日本の代表的な紀行文のアンソロジーを読みなが
ら，時代性，著者，読者，移動性，他者の発見など
について考える。（1）：古代

日本の代表的な紀行文のアンソロジーを読みなが
ら，時代性，著者，読者，移動性，他者の発見など
について考える。（2）：中世

日本の代表的な紀行文のアンソロジーを読みなが
ら，時代性，著者，読者，移動性，他者の発見など
について考える。（3）：近世

配布されたアンソロジーの該当部分（近世）を読んで
おいてください（30分）

事前の配布資料で西欧の紀行文学史概略（古代からル
ネサンス）を読んでおいて下さい（1時間）

　日欧の旅の記録や表現の多様性について，および，旅に関わる文学の発展が観光の発展に及ぼした影響に
ついて，時代状況や地域等をふまえて，自分の言葉で説明できるようになる。

　旅のもたらす新鮮な驚き，感動は個人にとって人間的な成長に貴重な糧となる。些細なものでもかまわな
いから，旅の喜び（そして苦しみ）を感じたことのある人なら，紀行文学からそういう感情を引き出し，共
有することができるはずです。他人の旅の感情を共有して追体験し，違う世界を理解することはきっと自分
の人生を豊かにします。そういう体験をしてもらいたいと思います。

事前の配布資料で西欧の紀行文学史概略（近代）を読
んでおいて下さい（1時間）

授業形態 講義

授業計画

紀行文学のコーパスを考える

日本の紀行文学史の概観（1）：古代から室町時代

日本の紀行文学史の概観（2）江戸時代以降

準備学修

図書館，ネットなどで紀行文学について調べておいて
ください（1時間）

図書館，ネットなどで紀行文学にはどのようなジャン
ルが含まれるか調べておいてください（1時間）

事前の配布資料で日本の紀行文学史概略（古代から室
町時代）を読んでおいて下さい（1時間）

事前の配布資料で日本の紀行文学史概略（江戸時代以
降）を読んでおいて下さい（1時間）

配布されたアンソロジーの該当部分（古代）を読んで
おいてください（30分）

配布されたアンソロジーの該当部分（中世）を読んで
おいてください（30分）

対象学科
必修・選択
配当年次
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

八木山ベニーランド現地調査
八木山ベニーランドについてインター
ネット等で調べておくこと：概ね30分

発表練習

全体発表

発表資料を各自完成させておくこと：概
ね30分

発表練習と発表資料の作成を終えてお
くこと：概ね30分

ご講話並びに現地調査の振り返り・発表資料作成

林　春伽

林　春伽

八木山ベニーランドについてインター
ネット等で調べておくこと：概ね30分

八木山ベニーランドについてインター
ネット等で調べておくこと：概ね30分

前回までの授業内容を復習しておくこ
と：概ね30分

林　春伽

林　春伽

林　春伽
ベニーランド

スタッフ

林　春伽

林　春伽
ベニーランド

スタッフ

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要,実務経験と授業科目との関連性）

授業形態 講義

授業計画

八木山ベニーランドの歴史・沿革など

八木山ベニーランド講話
―地元から愛されるテーマパーク―

対象学科
必修・選択
配当年次

単位数

授業時間数

授業回数

観光ビジネス学科

科目ナンバリング

TB-3-ECO-13

科目名 テーマパークビジネス
単位認
定者

● ●

学修成果

林　春伽

２年選択 単位2

30 時間

開講時期 後期

評
価
の
方
法

％

試験(レポート) 40 ％

授業内課題等

受講態度 30

％30

　地元に根差すテーマパークを事例として，その歴史性や運営，経営理念などを含めて多角的に分析，理解
する力を身に着ける。また，テーマパークを足がかりとして周辺地域に目を向けて理解を深める。

　ただテーマパークを表面的に楽しむのではなく，授業として取り扱っているということを忘れないように
してください。また，わからないことや疑問に思ったことは自主的に調べるようにしてください。

ガイダンス：授業の進め方，評価など

　我が国では1980年以降,東京ディズニーランドを始めとするテーマパークが次々と開園したが,それらの多
くがバブル後に経営不振や休業,廃業に追い込まれた。本科目ではケーススタディとしていくつかのテーマ
パークを取り上げ,外的環境と企業努力の点から成功と失敗の要因を分析,理解する。また適宜テーマパーク
を実際に視察し,実際の運営に触れることで,　テーマパークにおけるビジネスモデルを学ぶ。

担当準備学修

15 回

本科目では八木山ベニーランドとスパリゾートハワイアンズを訪問する予定であるが，新型コロナウイルス
感染症の拡大並びに緊急事態宣言など状況の変化により現地調査を中止する場合もある。随時アナウンスを
する予定であるため，LMS等を確認しつつ対応してほしい。また，オンライン講義に対応できるように各自
wi-fi環境等を確認し授業に臨むこと。

全体発表

総まとめ

林　春伽

林　春伽
前回までの内容を復習しておくこと：概
ね30分

発表練習と発表資料の作成を終えておく
こと：概ね30分

スパリゾートハワイアンズの歴史・沿革など
スパリゾートハワイアンズについてインター
ネット等で調べておくこと：概ね30分

林　春伽

清水群 2019『なぜテーマパークでは朝から風船を売っているのか？テーマパークで学ぶビジネスの教科
書』河出書房新社

特になし

スパリゾートハワイアンズ現地調査
スパリゾートハワイアンズについてイン
ターネット等で調べておくこと：概ね30
分

前回までの授業内容を復習しておくこ
と：概ね30分

林　春伽現地調査の振り返り・発表資料作成

発表練習
発表資料を各自完成させておくこと：概
ね30分

林　春伽

林　春伽
ハワイアンズ

スタッフ

林　春伽
ハワイアンズ

スタッフ
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

西日本の世界遺産についてあらかじめ調べておく
こと(1時間程度）

授業形態 講義

授業計画

庭園・小京都・あやかり富士

お祭り（東日本）

お祭り（西日本）

準備学修

全国の記念館・美術館・博物館についてあらかじ
め調べておくこと(1時間程度）

全国の庭園・小京都・あやかり富士についてあら
かじめ調べておくこと(1時間程度）

東日本で行われるお祭りについてあらかじめ調べ
ておくこと(1時間程度）

西日本で行われるお祭りについてあらかじめ調べ
ておくこと(1時間程度）

全国の滝・鍾乳洞についてあらかじめ調べておく
こと(1時間程度）

全国の郷土料理についてあらかじめ調べておくこ
と(1時間程度）

対象学科
必修・選択
配当年次

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要，実務経験と授業科目との関連性）

科目名 国内観光資源
単位

認定者

15

世界遺産（東日本）

世界遺産（西日本）

回

滝・鍾乳洞

郷土料理

民芸品
全国の民芸品についてあらかじめ調べておくこと
(1時間程度）

東日本の世界遺産についてあらかじめ調べておく
こと(1時間程度）

　国内観光地理で触れた観光地をおさらいしつつ，地域の特色や地域文化の違いに注目しながら，観
光地を理解できるようになる。また，テキストの内容に留まらず，興味を持った観光地を自ら調べ，
説明することができるようになる。

　講義による学修だけではなく，グループワーク等の実践演習を計画しているため，遅刻・欠席等が
極力生じないように注意すること。また，足を運んだことが無い地域ほど，講義以外の時間でも自主
学修をし理解を深めるように努力してほしい。

学修成果

単位数

授業時間数

授業回数

● ●

選択

林　春伽

科目ナンバリング

TB-3-ECO-19

開講時期 前期
観光ビジネス学科 ２年 単位2

30 時間

評
価
の
方
法

％

試験(筆記) 60 ％

授業内課題

受講態度 10

％30

ガイダンス（授業の概要など）/記念館・美術館・
博物館

　本科目は，「国内観光地理」の発展である。「国内観光地理」で学んだ知識を活かし，旅行プラン
を自ら立てることで，理解を深める。更に，郷土料理や祭りなども取り上げ，現在の観光地が歴史と
どのような関連があるかについても学ぶことで，一般常識の養成にも役立つ講義の内容を構成する。

・受講者の理解度により，講義順序や重点の置き方を変更することがある。
・毎回理解度確認で小テストを実施する。

寺社仏閣（東日本）

寺社仏閣（西日本）

総まとめ

東日本の寺社仏閣についてあらかじめ調べておく
こと(1時間程度）

西日本の寺社仏閣についてあらかじめ調べておく
こと(1時間程度）

前回までの授業を復習しておくこと(1時間程度）

温泉（西日本）

全国の国立公園についてあらかじめ調べておくこ
と(1時間程度）

東日本の温泉についてあらかじめ調べておくこと
(1時間程度）

西日本の温泉についてあらかじめ調べておくこと
(1時間程度）

必要に応じて紹介する。また必要に応じて適宜プリントを配布する。

『国内観光地理サブノート』　株式会社JTB総合研究所
『旅行業務実務シリーズ④国内旅行実務　国内観光資源』2021　株式会社JTB総合研究所

温泉（東日本）

国立公園
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

ドイツ

事前に教科書のイギリスを読んで授業に臨んでく
ださい。(1時間程度）

事前に教科書のフランスを読んで授業に臨んでく
ださい。(1時間程度）

事前に教科書のドイツを読んで授業に臨んでくだ
さい。(1時間程度）

必要に応じて指示する。

『海外旅行地理　プラクティカル』株式会社JTB総合研究所
『海外観光地理　サブノート』株式会社JTB総合研究所

フランス

イギリス

受講者の理解度により，講義順序や重点の置き方を変更することがある。また，新型コロナウイルス感
染症拡大の状況により遠隔授業を実施する可能性もある。各自LMSを随時確認し，授業に臨むこと。

イタリア

スペイン・ポルトガル

総まとめ

事前に教科書のイタリアを読んで授業に臨んでく
ださい。(1時間程度）

事前に教科書のスペイン，ポルトガルを読んで授
業に臨んでください。(1時間程度）

前回までの授業内容を復習して授業に臨んでくだ
さい。(1時間程度）

ガイダンス/中国（１）主要都市

　本科目は, 世界主要国・都市の観光地に関して基礎知識を身につけることを目的とする。国毎の地形
と主要都市の基礎知識を学ぶため，首都，面積，人口，言語，気候，人種，歴史，宗教，通貨，時差を
講義では触れる。国毎の観光イメージを象徴する事項（自然，文化，産物など）を各自調べる作業も取
り入れることで,　理解や考察を深めていく。

評
価
の
方
法

％

試験（筆記） 60 ％

授業内課題

受講態度 10

％30

科目ナンバリング

TB-3-ECO-22

開講時期 前期
観光ビジネス学科 ２年 単位2

30 時間

学修成果

単位数

授業時間数

授業回数

● ●

選択

林　春伽

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要，実務経験と授業科目との関連性）

科目名 海外観光地理
単位

認定者

15

カナダ・ハワイ諸島

北欧（デンマーク・スウェーデン・ノルウェー ・
フィンランド）

回

インド・インドネシア

アメリカ合衆国（１）主要都市

アメリカ合衆国（２）国立公園
事前に教科書のアメリカ合衆国の国立公園の箇所
を読んで授業に臨んでください。(1時間程度）

事前に教科書のカナダ，ハワイ諸島を読んで授業
に臨んでください。(1時間程度）

　世界遺産をはじめとし，海外の観光地に目を向け，関心がある国について自主的に調べ，学びを深めていく姿勢
を養う。世界主要国の首都や歴史について理解できるようになる。

　限られた時間の中で最大限の学修成果を得るためにも，1回ごとの授業を大切にし，講義内容の復習
や問題演習を積極的に行ってほしい。

事前に教科書の北欧を読んで授業に臨んでくださ
い。(1時間程度）

授業形態 講義

授業計画

中国（２）自然観光地

韓国・台湾

ベトナム・タイ

準備学修

事前に教科書の中国の部分を読んで授業に臨んで
ください。(1時間程度）

事前に教科書の中国の自然観光地の部分読んで授
業に臨んでください。(1時間程度）

事前に教科書の韓国，台湾を読んで授業に臨んで
ください。(1時間程度）

事前に教科書のベトナム，タイを読んで授業に臨
んでください。(1時間程度）

事前に教科書のインド，インドネシアを読んで授
業に臨んでください。(1時間程度）

事前に教科書のアメリカ合衆国の主要都市の箇所
を読んで授業に臨んでください。(1時間程度）

対象学科
必修・選択
配当年次
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要,実務経験と授業科目との関連性）

・講義では，レジュメや資料を配布し，重要な文献についてはその都度紹介する。
・講義で随時配る資料はファイルしておくこと。

青木アタヤ

青木アタヤ

朴賢淑

・特になし

・受講者の理解を促すために，講義の内容および計画を変更する場合がある。変更になった場合は事前に連絡す
る。

タイのことば・日タイ異文化コミュニケーション
タイ語の発音を聞いてみましょう。
https://sports.nhk.or.jp/dream/cheer/tha/
(30分程度）

タイの社会問題・ジェンダー
タイの今日の注目ニュースをネット検索をして,その中か
ら３つテーマをピックアップしてください。(30分程度）

今後の東南アジアの展望
アフターコロナを見据えてインバウンドのあり方に
ついて考えておいてください。(30分程度）

朴仙子

朴仙子

朴賢淑

青木アタヤ

青木アタヤ

青木アタヤ

青木アタヤ

タイの経済と観光ビジネス

タイ経済について調べてください。また,タイの観光ビジ
ネスについて次の資料を見ておいてください。
https://plus.alc.co.jp/2018/05/thailand/
(30分程度）

タイの文化と生活

「タイ王国の魅力2021」シリーズの内,少なくとも３話以上
を見て,タイの文化と生活様式について考えてください。
https://www.youtube.com/watch?v=Kbv5kGsjrgY&list=
PLlBPyPhIqV1Tb6LUg-n_L5pVAommYUJo7&index=1
(30分程度）

タイの教育
タイの教育制度・学校について読んでおいてください。
https://www.mofa.go.jp/mofaj/kids/kuni/0212thailand.
html

台湾の教育制度と学社連携
台湾の教育課程について調べてきてください。
(30分程度）

台湾の祭事と婚姻制度
台湾の年間行事について調べてきてください。
(30分程度）

ベトナムの社会と文化
ベトナムの文化について調べてきてください。(30
分程度）

タイの基本知識

タイはどんな国か次の資料を一覧してください。
https://www.thailandtravel.or.jp/
https://www.youtube.com/watch?v=wxy0GUUdPMg
(30分程度）

評
価
の
方
法

試験(レポート) 70 ％

授業態度

科目名 東南アジアの言語と文化
単位

認定者
朴　賢淑

対象学科
必修・選択
配当年次

選択 ２年 2

30 時間

単位数

授業時間数

授業回数

学修成果

開講時期 前期

準備学修

ガイダンス,『21世紀の東南アジア』

台湾の民族と言語
・ピンイン,声調

「台湾語」と「中国語」は同じ言語かを調べておい
てください。(30分程度）

台湾食文化とあいさつ
・台湾華語での自己紹介

前の授業で勉強したピンイン,声調を復習してきて
ください。(30分程度）

 観光立国が現代日本の成長の一つの柱として重視されているが,本科目は近年,訪日旅行者が増加傾向を
続けるアジア諸国,中でも東南アジアの国々について,どのような言語が話され,どのような文化が育まれ
ているのかを概括的に学修する。そこから東南アジア諸国の言語・文化の多様性を理解し,それらの国か
らのインバウンド需要に応える基礎的素養を身につけることを目的とする。

 文化的背景を含めた台湾語やタイ語の特徴を理解するとともに,簡単な会話ができること,また「異文
化」という観点から東南アジア地域の社会・文化の基本的な知識の獲得を目指す。

各回の授業で取り上げる基本概念について,事前に各自で調べておくことが求められる。また,授業内で配
布資料などとともに学んだ内容は復習してください。

担当

朴賢淑

朴仙子

15 回

観光ビジネス学科

科目ナンバリング

TB-3-ECO-36

朴仙子

朴仙子

朴仙子

授業形態 講義

授業計画

● ●

台湾の観光戦略と観光資源開発
台湾の観光地及び観光政策について調べてくき
てださい。(30分程度）

％30単位

台湾の少子化問題と外国人労働者
台湾の外国人受け入れ政策について調べてきて
ください。(30分程度）
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

授業で学んだ『可能・不可能の表現』については必
ず復習すること(１時間程度）。

授業形態 演習

授業計画

過去形の作り方

①尊敬形の作り方

②特殊な尊敬語　／ㄹ語幹

①連体形,②形容詞の連体形,③動詞の連体形

準備学修

授業で学んだ『過去形』については必ず復習するこ
と(１時間程度）。

授業で学んだ『尊敬語』については必ず復習するこ
と(１時間程度）。

授業で学んだ『連体形』については必ず復習するこ
と(１時間程度）。

授業で学んだ『存在詞と指定詞の連体形』について
は必ず復習すること(１時間程度）。

授業で学んだ内容は必ず復習すること(１時間程
度）。

対象学科
必修・選択
配当年次

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要,実務経験と授業科目との関連性）

科目名 韓国語会話Ⅱ
単位

認定者

15

理由,根拠,先行する動作
～아서/～ 어서/～여서 /～ （이）라서

①可能・不可能の表現
②ㅅ 変則

回

①存在詞と指定詞の連体形

②ㅎ変則の形容詞

①고（～で,～くて,～し）
②ㄴ데/는데/ 은데　（ ～が,～けれども,のに,の
で）

①連用形
②르 変則用言

授業で学んだ『連用形』については必ず復習するこ
と(１時間程度）。

授業で学んだ『理由,根拠,先行する動作』について
は必ず復習すること(１時間程度）。

韓国語の中級レベルの語彙及び文法を理解できる。ネティブスピーカーの話しを理解し,自分の専門につ
いて韓国語でいえる。

・初級で学んだ基礎文法をしっかり理解したうえで授業に臨んでほしい。また,現地で通用する語学力を
高めるためには,単語力の強化を強く勧める。
・韓国語能力検定試験(TOPIK)を受験する方は,各自申し込みをおこなってください。

学修成果

単位数

授業時間数

授業回数

● ●

選択

朴　賢淑

科目ナンバリング

TB-3-ECO-37

開講時期 前期
観光ビジネス学科 ２年 単位1

30 時間

評
価
の
方
法

試験(筆記) 70 ％

受講態度 ％30

・ガイダンス,簡単な会話の練習,韓国語の読み方
・クラス分け

本科目は,韓国語の基礎をすでに修得した学生を対象とし,口頭表現力,聴解力,読解力の向上を目指す。す
なわち「覚える韓国語から使う韓国語」を指向し,高度な文法的知識を身に付けると同時に現地で通用す
る会話運用能力を養う。そのために,韓国の文化,経済,価値観の理解も深め,ビジネスや文化交流の現場で
活躍できる人材育成を目指す。

・教科書を中心に授業を行うが,韓国語の理解を深めるために上記の教材以外にも新聞，雑誌なども活用する。
・学期途中で遠隔授業に切り替わった場合,授業計画については別途指示する。
・「韓国語会話Ⅱ」は習熟度別にクラスを編成し、朴賢淑と朴仙子が担当する。なお,第1回の授業は合同で行う。

～したことがある／～したことがない／～してから

用言の連体形+것같다 :推量・確実では断定の表現

①意思（～するから,～するつもりだから）
②推量（～だろうから,～はずだから）

授業で学んだ内容は必ず復習すること(１時間程
度）。

授業で学んだ『用言の連体形』については必ず復習
すること(１時間程度）。

授業で学んだ『意思・推量』については必ず復習す
ること(１時間程度）。

①～してみる／～してしまう
②～している／～や～,～か～,～または～

授業で学んだ内容は必ず復習すること(１時間程
度）。

授業で学んだ内容は必ず復習すること(１時間程
度）。

授業で学んだ内容は必ず復習すること(１時間程
度）。

授業内で紹介する。

金東漢・張銀英著『新・韓国語レッスン　中級』　2020.3，スリーエーネットワーク

①～するつもりだ/～しなければならない
②～しても,～してもいい,～してはいけない

①～するつもりです
②～すれば

-69-



1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

授業で学んだ『可能・不可能の表現』については必ず
復習すること。(１時間程度）

授業形態 演習

授業計画

過去形の作り方

①尊敬形の作り方

②特殊な尊敬語　／ㄹ語幹

①連体形,②形容詞の連体形,③動詞の連体形

準備学修

授業で学んだ『過去形』については必ず復習すること
(１時間程度）。

授業で学んだ『尊敬語』については必ず復習すること
(１時間程度）。

授業で学んだ『連体形』については必ず復習するこ
と。(１時間程度）

授業で学んだ『存在詞と指定詞の連体形』については
必ず復習すること。(１時間程度）

授業で学んだ内容は必ず復習すること。(１時間程
度）

対象学科
必修・選択
配当年次

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要,実務経験と授業科目との関連性）

科目名 韓国語会話Ⅱ
単位

認定者

15

理由,根拠,先行する動作
～아서/～ 어서/～여서 /～ （이）라서

①可能・不可能の表現
②ㅅ 変則

回

①存在詞と指定詞の連体形

②ㅎ変則の形容詞

①고（～で,～くて,～し）
②ㄴ데/는데/ 은데　（ ～が,～けれども,のに,ので）

①連用形
②르 変則用言

授業で学んだ『連用形』については必ず復習するこ
と。(１時間程度）

授業で学んだ『理由,根拠,先行する動作』については
必ず復習すること。(１時間程度）

韓国語の中級レベルの語彙及び文法を理解できる。ネティブスピーカーの話しを理解し,自分の専門に
ついて韓国語でいえる。

初級で学んだ基礎文法をしっかり理解したうえで授業に臨んでほしい。また,現地で通用する語学力を
高めるためには,単語力の強化を強く勧める。
・韓国語能力検定試験(TOPIK)を受験する方は,各自申し込みをおこなってください。

学修成果

単位数

授業時間数

授業回数

● ●

選択

朴　仙子

科目ナンバリング

TB-3-ECO-37

開講時期 前期
観光ビジネス学科 ２年 単位1

30 時間

評
価
の
方
法

試験(筆記) 70 ％

受講態度 ％30

・ガイダンス,簡単な会話の練習,韓国語の読み方
・クラス分け

本科目は,韓国語の基礎をすでに修得した学生を対象とし,口頭表現力,聴解力,読解力の向上を目指す。
すなわち「覚える韓国語から使う韓国語」を指向し,高度な文法的知識を身に付けると同時に現地で通
用する会話運用能力を養う。そのために,韓国の文化,経済,価値観の理解も深め,ビジネスや文化交流の
現場で活躍できる人材育成を目指す。

・教科書を中心に授業を行うが,韓国語の理解を深めるために上記の教材以外にも新聞，雑誌なども活用する。
・学期途中で遠隔授業に切り替わった場合,授業計画については別途指示する。
・「韓国語会話Ⅱ」は習熟度別にクラスを編成し、朴賢淑と朴仙子が担当する。なお,第1回の授業は合同で行う。

～したことがある／～したことがない／～してから

用言の連体形+것같다 :推量・確実では断定の表現

①意思（～するから,～するつもりだから）
②推量（～だろうから,～はずだから）

授業で学んだ内容は必ず復習すること。(１時間程
度）

授業で学んだ『用言の連体形』については必ず復習す
ること。(１時間程度）

授業で学んだ『意思・推量』については必ず復習する
こと。(１時間程度）

①～してみる／～してしまう
②～している／～や～,～か～,～または～

授業で学んだ内容は必ず復習すること(１時間程度）

授業で学んだ内容は必ず復習すること(１時間程度）

授業で学んだ内容は必ず復習すること。(１時間程
度）

授業内で紹介する。

金東漢・張銀英著『新・韓国語レッスン　中級』　2020.3，スリーエーネットワーク

①～するつもりだ/～しなければならない
②～しても,～してもいい,～してはいけない

①～するつもりです
②～すれば
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

15 回
授業形態 演習

対象学科
必修・選択
配当年次

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要，実務経験と授業科目との関連性）

　中国語の基本的な発音の知識と文法を身につけて，簡単な読み書きと会話ができることを目標にしています。

　毎回学修した内容をしっかり復習すること，授業中に積極的にコミュニケーション活動に参加することを期待してい
ます。

　本科目では，中国語の発音，文字から始まり，基本的な文法や会話を学習し，初級の言語能力を養成することを目
的とする。中国語は，アジア圏そして世界で必須の言語であり，本講義において基本的な中国語力を獲得することを
目標とする。

授業計画

中国語についての豆知識

準備学修

会話２　聞く文型

会話1のロールプレイ

学修成果

単位数

授業時間数

授業回数

● ●

選択

程　艶春科目名

科目ナンバリング

TB-3-ECO-25

開講時期 前期
観光ビジネス学科 ２年 単位1

30 時間

中国語会話Ⅰ
単位

認定者

評
価
の
方
法

試験（筆記） 70 ％

受講態度 ％30

特になし

市瀬智紀／程艶春著『ゼロから話せる中国語』三修社

新しく学修した会話4の会話についてテキストやノートを読み返して
復習し，次回の講義に臨むこと（1時間程度）

新しく学修した会話4　お願いする文型についてテキストやノートを
読み返して復習し，次回の講義に臨むこと（1時間程度）

新しく学修した会話3の会話についてテキストやノートを読み返して
復習し，次回の講義に臨むこと（1時間程度）

中国語の発音２（子音について）

中国語の発音１(母音について)

会話5のロールプレイ

会話5　ほめ方の文型

会話４のロールプレイ

会話４　お願いする文型

会話３のロールプレイ

会話３　祝う文型

会話２のロールプレイ

中国語の基礎文法１(是の文型）

会話１　誘う文型

中国語の基礎文法２（有の文型）

新しく学修した母音についてテキストやノートを読み返して復習し，
次回の講義に臨むこと（1時間程度）

新しく学修した豆知識についてテキストやノートを読み返して復習
し，次回の講義に臨むこと（1時間程度）

新しく学修した会話2　聞く文型についてテキストやノートを読み返
して復習し，次回の講義に臨むこと（1時間程度）

新しく学修した会話１の会話についてテキストやノートを読み返して
復習し，次回の講義に臨むこと（1時間程度）

新しく学修した誘う文型についてテキストやノートを読み返して復習
し，次回の講義に臨むこと（1時間程度）

新しく学修した文法２についてテキストやノートを読み返して復習
し，次回の講義に臨むこと（1時間程度）

新しく学修した文法１についてテキストやノートを読み返して復習
し，次回の講義に臨むこと（1時間程度）

新しく学修した会話３　祝うの文型についてテキストやノートを読み
返して復習し，次回の講義に臨むこと（1時間程度）

新しく学修した会話2の会話についてテキストやノートを読み返して
復習し，次回の講義に臨むこと（1時間程度）

新しく学修した子音についてテキストやノートを読み返して復習し，
次回の講義に臨むこと（1時間程度）
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

新しく学修した体調の表現の文型についてテキストやノートを読み
返して復習し，次回の講義に臨むこと（1時間程度）

授業形態 演習

授業計画

会話6　電話のかけ方

会話6のロールプレイ

会話7　許可をもらう文型

準備学修

今まで習得した内容についてテキストやノートを読み返して復習
し，次回の講義に臨むこと（1時間程度）

新しく学修した電話のかけ方についてテキストやノートを読み返し
て復習し，次回の講義に臨むこと（1時間程度）

新しく学修した会話6の会話についてテキストやノートを読み返し
て復習し，次回の講義に臨むこと（1時間程度）

新しく学修した会話7許可をもらう文型についてテキストやノートを
読み返して復習し，次回の講義に臨むこと（1時間程度）

新しく学修した会話7の会話についてテキストやノートを読み返し
て復習し，次回の講義に臨むこと（1時間程度）

対象学科
必修・選択
配当年次

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要,実務経験と授業科目との関連性）

科目名 中国語会話Ⅱ
単位

認定者

15

会話9　体調の表現の文型

会話9のロールプレイ

回

会話7のロールプレイ

会話8　感情表現の文型

会話8のロールプレイ
新しく学修した感情表現についてテキストやノートを読み返して復
習し，次回の講義に臨むこと（1時間程度）

新しく学修した会話8の会話についてテキストやノートを読み返し
て復習し，次回の講義に臨むこと（1時間程度）

 学修した基本の文法を応用して,自分から言葉を組み立てて,書く,会話及び簡単な文章読解ができる
ことを目標にしています。

　毎回学修した内容をしっかり復習すること,授業中に積極的にコミュニケーション活動に参加するこ
とを期待しています。

学修成果

単位数

授業時間数

授業回数

● ●

選択

程　艶春

科目ナンバリング

TB-3-ECO-38

開講時期 後期
観光ビジネス学科 ２年 単位1

30 時間

評
価
の
方
法

％

試験(筆記) 60 ％

授業内課題等

受講態度 20

％20

今まで習った内容をまとめて復習する

　本科目では,「中国語会話Ⅰ」を受けて,基本的な中国語の文法と会話を習得したのち,初級の中国語
の能力を活用して,中国語を円滑に発音しつつ,中国語の文法規則を総体的に認識して会話の中で確実
に活用できることを目的とする。

会話11のロールプレイ

小文章の解読

まとめと復習

新しく学修した意思表現の文型についてテキストやノートを読み
返して復習し，次回の講義に臨むこと（1時間程度）

新しく学修した会話11の会話についてテキストやノートを読み返し
て復習し，次回の講義に臨むこと（1時間程度）

会話11　意思表現の文型

新しく学修した会話9の会話についてテキストやノートを読み返し
て復習し，次回の講義に臨むこと（1時間程度）

新しく学修した使役の文型についてテキストやノートを読み返して
復習し，次回の講義に臨むこと（1時間程度）

新しく学修した会話10の会話についてテキストやノートを読み返し
て復習し，次回の講義に臨むこと（1時間程度）

特になし

市瀬智紀／程艶春著『ゼロから話せる中国語』三修社

会話10のロールプレイ

会話10　使役の文型
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

資料6（モデル会話,動詞,縮約形,疑問文のかたち）を
予習：概ね30分。復習：概ね30分。

授業形態 演習

授業計画

発音のルールと基本表現

国籍・身分と名前の言い方,être,数字1-10

話す言語を言う,規則動詞,定冠詞,否定文

準備学修

学習した内容を発音練習して復習：概ね1時間。

資料0（綴り字の読み方,簡単な挨拶）を予習：概ね30
分。復習：概ね30分。

資料1（モデル会話,être,名詞）を予習：概ね30分。復
習：概ね30分。

資料2（モデル会話,er型動詞,否定,定冠詞）を予習：
概ね30分。復習：概ね30分。

資料3（モデル会話,不定冠詞,avoir）を予習：概ね30
分。復習：概ね30分。

資料4（モデル会話,部分冠詞,動詞,疑問詞）を予習：
概ね30分。復習：概ね30分。

対象学科
必修・選択
配当年次

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要,実務経験と授業科目との関連性）

科目名 フランス語会話
単位

認定者

15

前半（資料0-資料5）の復習

allerとvenir,縮約形,疑問文３型

回

好みを言う,不定冠詞,avoir

食べる・飲む,部分冠詞,提示の表現,疑問詞

人や物を描写する,形容詞,所有形容詞,数字11-20
資料5（モデル会話,形容詞,所有形容詞,指示代名詞）
を予習：概ね30分。復習：概ね30分。

疑問点などを質問できるように整理しておくこと。

　基本的な考えを平易な表現で過不足なく相手に伝えることができ，かつ相手の表現を理解し，適切な対
応を取れるようになる。

　言葉はコミュニケーションの手段であると同時に，世界をどう見るか，どう切り取るかという世界観の
表れ，つまり文化そのものです。フランス語は世界をどう見ているのかということを，常に日本語と比較
しながら考えるとフランス語そのものに対する理解が劇的に深まります。

学修成果

単位数

授業時間数

授業回数

● ●

選択

野中　みどり

科目ナンバリング

TB-3-ECO-26

開講時期 後期
観光ビジネス学科 2年 単位1

30 時間

評
価
の
方
法

％

確認小テスト 50 ％

授業内課題

受講態度 20

％30

フランス語の特徴とアルファベ

　本科目では，口頭による練習問題を多く重ねることで，フランス語の世界を「音」から理解することか
ら始める。具体的には，日常生活の各場面で多く使用される基本的なフランス語表現を繰り返し聞き，発
音することで，状況に即した表現を「音の連鎖」として捉え，また自らも状況に合わせて「音の連鎖」を
発信する訓練を行う。その過程で最小限の文法事項，文字表記法，様々な慣用表現などの説明も適宜行
い，簡単なフランス語を聞き，話し，読み，書く力を養う。

授業内で行う確認小テストは実施後に解答解説します。課題等の提出物は回収後に添削し、次回授業で返
却します。

場所や道順を言う,命令形,縮約形

過去のことを表現する,複合過去形,否定表現

後半（資料6-資料11）の復習

資料10（モデル会話,縮約形,命令形）を予習：概ね30
分。復習：概ね30分。

資料11（複合過去のかたち,さまざまな否定表現）を予
習：概ね30分。復習：概ね30分。

疑問点などを質問できるように整理しておくこと。

日常の行動を言う,天気を言う,代名動詞,指示形容詞

資料7（モデル会話,疑問詞quel,ir型動詞,faire）を予
習：概ね30分。復習：概ね30分。
資料8（モデル会話,近接未来・過
去,vouloir,pouvoir）を予習：概ね30分。復習：概ね
30分。
資料9（モデル会話,代名動詞,指示形容詞,天候の表
現）を予習：概ね30分。復習：概ね30分。

仏和辞書（初回の授業で簡単な辞書の案内を行います）。

随時資料を配布します。

近接未来・過去,vouloir,pouvoir,数字30-100

時刻を言う,ir型動詞,faire
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

事前にpp.32-35.を予習し,粉ものについてのUseful
Words and Phrasesのリストを作成する。(1時間程度）

授業形態 講義

授業計画

Unit 1 Ramen
ペア・ワーク（会話練習）

Unit 2 Animal Café
ペア・ワーク（会話練習）

Unit 3 Stand-up Eatery
ペア・ワーク（会話練習）

準備学修

事前にpp.8-10.を予習し,日本食についてのUseful
Words and Phrasesのリストを作成する。(1時間程度）

事前にpp.12-14.を予習し,動物カフェについてのUseful
Words and Phrasesのリストを作成する。(1時間程度）

事前にpp.16-18.を予習し,立ち飲み屋についてのUseful
Words and Phrasesのリストを作成する。(1時間程度）

事前にpp.20-22.を予習し,コンビニについてのUseful
Words and Phrasesのリストを作成する。(1時間程度）

事前にpp.24-25.を予習し,牛丼屋についてのUseful
Words and Phrasesのリストを作成する。(1時間程度）

対象学科
必修・選択
配当年次

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要,実務経験と授業科目との関連性）

科目名 おもてなし英語
単位

認定者

15

Unit 6 Japanese Spa
ペア・ワーク（会話練習）

Unit 7 Flour Dishes
ペア・ワーク（会話練習）

回

Unit 4 Convenience Store
ペア・ワーク（会話練習）

Unit 5 Japanese Fast Food, Gyudon
ペア・ワーク（会話練習）

メディアを通して日本の「おもてなし」を考える
新聞,インターネットなどで日本の「おもてなし」を取

り上げた英語の記事を探しておく。（1時間程度）

事前にpp.28-31.を予習し,温泉についてのUseful Words
and Phrasesのリストを作成する。(1時間程度）

 日常的な接客の場面を想定し,顧客である外国人観光客に英語で対応できるようになる。日本の文化や習慣を再
確認し,それらを英語で理解して説明できるようになる。

 授業では,店員と外国人客を互いに英語で演じるロールプレイングを多く行う。積極的な姿勢で活動に取り組め
る学生の履修を期待する。

学修成果

単位数

授業時間数

授業回数

● ●

選択

吉野　千乃

科目ナンバリング

TB-3-ECO-28

開講時期 後期
観光ビジネス学科 2年 単位2

30 時間

評
価
の
方
法

％

試験(筆記) 60 ％

ロールプレイ

受講態度 10

％30

授業の進めかたについて
「おもてなし英語」とは何か

　日々の生活の中で外国の方々と接する機会が急増している。本科目では,外国からのお客様に接するための英語
表現を学ぶ。コンビニエンスストア，カフェ，レストランや販売店など，広く接遇の場面で活用できる英語力を
身につける。実際の場面を想定したロールプレイングを取り入れ，それぞれの状況において必要な語彙や英語表
現を修得する

授業にはテキスト,辞書を持参すること。
履修者の状況により,進度に変更が生じる可能性がある。

Unit 11 Kawaii Culture
ペア・ワーク（会話練習）

Unit 12 Soba
ペア・ワーク（会話練習）

Unit 13 Bento
ペア・ワーク（会話練習）

事前にpp.48-51．を予習し,カワイイ文化についての

Useful Words and Phrasesのリストを作成する。(1時間
程度）

事前にpp.52-55.を予習し,日本そばについてのUseful
Words and Phrasesのリストを作成する。(1時間程度）

事前にpp.56-59.を予習し,弁当についてのUseful Words
and Phrasesのリストを作成する。(1時間程度）

Unit 10 Second-Hand Store
ペア・ワーク（会話練習）

事前にpp.36-39.を予習し,カラオケについてのUseful
Words and Phrasesのリストを作成する。(1時間程度）

事前にpp.40-43.を予習し,お通しについてのUseful
Words and Phrasesのリストを作成する。(1時間程度）

事前にpp.44-47.を予習し,リサイクルショップについて

のUseful Words and Phrasesのリストを作成する。(1時
間程度）

資料は随時LMSより配信する。

坂部俊行,岡島徳昭,Howard Tarnoff.(2020).Glances of Japan . （『日本文化とおもてなし英語』) . 南雲堂.

Unit 9 Seating Charges at Japanese Restaurant
ペア・ワーク（会話練習）

Unit 8 Karaoke
ペア・ワーク（会話練習）
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要,実務経験と授業科目との関連性）

p.22の平泉についての文章を読み,T/Fに回答して

おく。（50分程度）

p.26の横浜についての文章を読み,T/Fに回答して

おく。（50分程度）

Lesson 2  Preparation for the 2020 Olympic
Games in Tokyo

Lesson 3  Do You Like to Watch Kabuki?

Lesson 4 The Sapporo Snow Festival
総合旅行業務取扱管理者試験英語問題①

準備学修

シラバスをよく読み、到達目標を理解しておく。

p.10 のオリンピックについての文章を読み, T/F
に回答しておく。（50分程度）

p.14の歌舞伎についての文章を読み,T/Fに回答し

ておく。（50分程度）

p.18の雪まつりについての文章を読み,T/Fに回答

しておく。（50分程度）

科目名 観光英語ガイド基礎
単位

認定者

15
授業形態 講義

Lesson 8 Omi Province and Its Military History
総合旅行業務取扱管理者試験英語問題②

Lesson 9 The Deer in Nara

回

Lesson 5 Hiraizumi as the Buddhist Pure Land

Lesson 6 Yokohama Port

Lesson 7 Mt.Fuji p.30の富士山についての文章を読み,T/Fに回答し

ておく。（50分程度）

p.34の近江地方についての文章を読み,T/Fに回答

しておく。（50分程度）

 観光英語に関する知識をさらに伸ばし,日本の代表的な観光地を訪れた外国人を英語で案内できるように
なる。英語を通して,外国人にとって「異文化」である自国の文化をより深く理解できるようになる。

　観光分野の知識とともに,英語の技能を伸ばしたいと考える者,異文化理解に関心のある者,テキストの
内容理解にとどまらず,積極的に英語を使用したいと考える者の履修を期待する。
　また,総合旅行業務取扱管理者試験の英語問題も授業内で扱うため,受験を目指す者の履修も歓迎する。

授業の進め方について
Lesson 1   An Attitude of Hospitality: Welcome to
Japan!

　観光ビジネス学科の基礎科目・基幹科目で学んだ観光業に関する知識を活かし，地域の魅力を英語でガ
イドできるような英語力を身に付けることを目的とする。訪日外国人観光客の視点で考えるため,外国人
からみた日本の文化等についても学ぶ。他者の視点を持つことで,地域の新たな魅力に気づくことにな
る。それらをわかりやすく伝えるための英語表現を学ぶ。

基本的な会話練習と重要な語句

Scene 1-3 ロールプレイ

授業後にはロールプレイで用いた会話表現,重要語句

をまとめておく。(50分程度）

p.38の奈良についての文章を読み, T/Fに回答して

おく。（50分程度）

授業計画

学修成果

単位数

授業時間数

授業回数

● ●

選択

吉野　千乃

対象学科
必修・選択
配当年次

科目ナンバリング

TB-3-ECO-30

開講時期 前期
観光ビジネス学科 ２年 単位2

30 時間

評
価
の
方
法

％

試験(筆記) 60 ％

授業内課題等

受講態度 20

％20

授業にはテキスト,辞書を持参すること。履修者の状況により,進度や順番に変更が生じる場合がある。

Lesson 13 Sand Dunes in Tottori

基本的な会話練習と重要な語句

Scene 4-5 ロールプレイ  ／全体の振り返り

p.54の鳥取についての文章を読み, T/Fに回答して

おく。（50分程度）

授業後にはロールプレイで用いた会話表現,重要語句

をまとめておく。(50分程度）

Lesson 12 Port City Kobe

p.42の京都についての文章を読み, T/Fに回答して

おく。（50分程度）

p.46の大阪についての文章を 読み，T/Fに回答し

ておく。（50分程度）

p.50の神戸についての文章を読み, T/Fに回答して

おく。（50分程度）

資料等は授業内,またはLMSより随時配信する。

木戸美幸,Carolyn Wright, 河原俊昭,徳地慎二 (2016) Hospitality English.  （『おもてなしの観光英語』 )
三修社

Lesson 11 Let's Explore Osaka
総合旅行業務取扱管理者試験英語問題③

Lesson 10 Kyoto Station
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

この科目は前期と後期でそれぞれで開講する。

アウトバウンドとインバウンドのバランス（講義＆ディスカッ
ション）。

日本にふさわしいアウトバウンドとインバインドの姿を考
えておいてください（概ね30分）

インバウンドテーマの調査結果のプレゼンテーション

インバウンドテーマの調査

フィールドワークの事前調査：宮城蔵王キツネ村

自分が選定したテーマの組み立てを考えておいてくだ
さい（概ね30分）。

5分ほどで発表をまとめるように準備してください。

宮城蔵王キツネ村の概略について調べてください（概
ね30分）

授業中に紹介します。

特に使用しません。必要な資料を随時配布します。

県内観光地フィールドワーク（2）　宮城県のインバウンド
の「聖地」を訪ねる：宮城蔵王キツネ村

宮城蔵王キツネ村がなぜインバウンド観光の対象と
なっているのか、調べてください(概ね30分）

時間

日本のインバウンド概略（講義＆ディスカッション）。イン
バウンドテーマの選定。

インバウンドと経済：「安いニッポン」（講義＆ディスカッ
ション）。

回

フィールドワークの事前調査：定義山西方寺

訪日外国人旅行者の観光活動について概略を調べて
ください（概ね1時間）

　我が国のアウトバウンドとインバウンドという国際観光の大きな流れについて，その沿革を概観す
ることができ，乗り越えてきた諸問題について理解を深め，現在直面する課題とその解決の方向につ
いて，自分なりの考えを自分の言葉で表現することができる。

　国際観光の理解には旺盛な好奇心が必要です。好奇心による疑問を一つ一つ解いていくことで，観
光現象はそれまでとは全く違った姿を呈してきます。好奇心を貪欲なくらい持って，観光の世界を眺
めてください。

ガイダンス：ゼミの進め方，ゼミ長などの選出，ゼミ予定の
検討。調査するアウトバウンドテーマの選定。
日本のアウトバウンド概略（1）：バブル期まで（講義＆ディ
スカッション）

県内観光地フィールドワーク（1）仙台にとって馴染み深
い宗教観光地を尋ねる：定義山西方寺

宗教施設が広義の観光地となった理由を考えておいて
ください。（概ね1時間）

　観光ビジネス現場で必要とされる豊かなコミュニケーション能力と，課題を発見し解決する能力の
育成を目的とする。
　観光現場でのフィールドワークを通じて，論理的に自分の考えを第三者に伝える能力と本学科で修
得した専門的知識をさらに深化させ，将来観光ビジネス等の分野で活躍できるビジネス実務能力を身
につける。

評
価
の
方
法

％

試験(レポート) 40 ％

授業内課題等

受講態度 30

％30

科目ナンバリング

TB-5-SEM-01

成澤　広幸

単位1単位数

科目名 観光ゼミナールＡ
単位

認定者

● ● ● ● ●

学修成果

対象学科
必修・選択
配当年次

選択

15

開講時期
前期
後期

観光ビジネス学科

観光ビジネス学科 選択

１年

２年 授業時間数

授業回数

30

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要，実務経験と授業科目との関連性）

「安いニッポン」について調べてください（概ね20分）

授業形態 演習

授業計画

日本のアウトバウンド概略（2）：「失われた30年のアウトバ
ウンド」（講義＆ディスカッション）。
アウトバウンド事例研究：ハワイ。

アウトバウンドテーマの調査

アウトバウンドテーマの調査結果のプレゼンテーション

準備学修

日本人の海外旅行の歴史、および「ハワイ」が日本人の
海外旅行の中で占める位置について、概略を調べてく
ださい（概ね1時間）

自分が選定したテーマの組み立てを考えておいてくだ
さい（概ね30分）。

5分ほどで発表をまとめるように準備してください。

定義山西方寺について調べてください（概ね30分）。
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要，実務経験と授業科目との関連性）

フィールドワーク②　「観光資源」の視点から ※蔵王町

グループワーク：女川町について
女川町について調べておいてください。
（30分程度）

※女川町フィールドワーク①　「観光政策」の視点から

※女川町

　観光ビジネス現場で必要とされる豊かなコミュニケーション能力と，課題を発見し解決する能力の育成を目的と
する。
　観光現場でのフィールドワークを通じて，論理的に自分の考えを第三者に伝える能力と本学科で修得した専門
的知識をさらに深化させ，将来観光ビジネス等の分野で活躍できるビジネス実務能力を身につける。

コロナ禍における地域の『観光』
（ゲストスピーカーによる講話）

ヘルスツーリズムによる地方創生
ヘルスツーリズムについて調べておいてください。
（1時間程度）

東北の中山間地域における観光資源について調べて
おいてください。自治体のホームページなどを参照。
（１時間程度）

蔵王町について調べておいてください。
（30分程度）

東北における「観光まちづくり」への取り組み
復習として振り返りノートを作成してください。
（1時間程度）

フィールドワーク②　「観光資源」の視点から

フィールドワーク①　「観光政策」の視点から ※蔵王町

グループワーク：蔵王町について

①「観光」がまちづくりに果たす役割について理解できる。
②グループワークやフィールドワークをとおして第三者に自分の意見を伝える力を身に付ける。

　まちづくり活動における「共同学習の意味」を受け身としての学習ではなく，参加する立場からの学習として考察
することにより，自らの学習を主体的に決めていく習慣を習得することを期待する。

ガイダンス：「観光」による地域活性化とは？

準備学修

内発的観光まちづくりの仕掛けづくり―人材育成の視点
から

中山間地域における観光まちづくり
復習として振り返りノートを作成してください。
（1時間程度）

授業計画

観光まちづくりとは？
観光関連の記事に目をとおしておいてください。
（1時間程度）

復習として振り返りノートを作成してください。
（1時間程度）

対象学科
必修・選択
配当年次

科目ナンバリング

TB-5-SEM-02

科目名 観光ゼミナールＢ
単位

認定者

● ● ● ● ●

学修成果

朴　賢淑

授業形態

開講時期
前期
後期

観光ビジネス学科

観光ビジネス学科 選択

１年

２年

選択

演習

単位数

授業時間数

授業回数

％30単位1

30 時間

15 回

評
価
の
方
法

試験(レポート) 70 ％

授業態度

観光まちづくりのための「人財」づくりの可能性
復習として振り返りノートを作成してください。
（30分程度）

観光まちづくりのための提言　（報告会）
PPT資料を準備しておいてください。（1時間程度）

・受講者数受講者の理解度などによりフィールドワーク先および授業の順序を変更する場合がある。
・インタビュー調査を行う予定なので，個人情報に触れる際には倫理的配慮に心掛けなければならない。
・この科目は前期と後期でそれぞれ開講する。

『観光まちづくり」再考－内発的観光の展開へ向けて―』安福恵美子,古金書院,2016。

使用しない。
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

フィールドワーク②のまとめ:原稿作成
調査した事項をまとめておいてください(1時間程
度)。

随時紹介する。

使用しない。資料を適宜配布する。

フィールドワーク②：宮城県内の新たな魅力を探
す

それぞれが紹介したい場所の取材・調査を行う準
備をしておいてください(グループワーク：1時間
程度）。

この科目は前期と後期でそれぞれ開講する。状況によって,内容や進度に変更が生じる場合がある。

フィールドワーク②のまとめ:英語表現推敲

フィールドワーク②：発信方法の検討とその実行

フィールドワーク②の発表

英語表現の参考になるようなSNSアカウント,記事
等をインターネットで調査しておいてください(1
時間程度）。

調査した内容を分かりやすくまとめられるよう準
備をしてきてください(1時間程度)。

調査した内容が発表できるよう,プレゼンテーショ
ンの準備をしてきてください(1時間程度)。

Local Attractions(2)：身近な現代文化調査に向
けての準備

フィールドワーク②の計画

回

フィールドワーク①のまとめ

フィールドワーク①の発表
体験した内容が発表できるよう,プレゼンテーショ
ンの準備をしてきてください(1時間程度)。

多くの人に紹介したい宮城県内のスポットを考え
て来てください(30分程度)。

1．私たちに身近な観光地（Local Attractions)や文化を調査し,その魅力を世界の人たちに英語で発信できるよう
になる。
2．観光地や市街地での外国語使用実態について調査し,その現状や改善すべき点についての考えを明確に伝え
られるようになる。

 広い意味での日本文化や,異文化理解に関心を持つ者,英語を用いて情報収集と発信を行うことに意欲のある者
の履修を期待する。グループワークには各自が責任感を持ち,積極的な姿勢で臨んでほしい。

ガイダンス：自己紹介,演習の進め方,「文化」に
ついて

フィールドワーク①：身近な伝統文化の鑑賞
私たちの身近なところにある伝統文化を体験しま
す。（状況によってはオンラインに変更して実
施）

　観光ビジネス現場で必要とされる豊かなコミュニケーション能力と,課題を発見し解決する能力の育成を目的とす
る。
　観光現場でのフィールドワークを通じて,論理的に自分の考えを第三者に伝える能力と本学科で修得した専門的
知識をさらに深化させ,将来観光ビジネス等の分野で活躍できるビジネス実務能力を身につける。

15

評
価
の
方
法

％

試験(レポート) 50 ％

授業内課題等

受講態度 20

％30単位1

30 時間

単位数

授業時間数

授業回数

開講時期
前期
後期

観光ビジネス学科

観光ビジネス学科 選択

１年

２年

選択

科目ナンバリング

TB-5-SEM-03

科目名 観光ゼミナールＣ
単位

認定者

● ● ● ● ●

学修成果

吉野　千乃

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要、実務経験と授業科目との関連性）

調査場所について,これまでどのような情報が英語
で発信されているかを調べて来てください。(1時
間程度)

授業形態 演習

授業計画

Cool Japan：新たな日本文化の魅力について

Local Attractions(1)：身近な伝統文化鑑賞に向
けての準備

準備学修

自己紹介で話す内容として,自分が関心を持つ日本
文化について考えて来てください（40分程度)。

事前に配布する英語文献を通読しておいてくださ
い(1時間程度）。

指定したテーマについて,日本語と英語で調べた内
容をまとめておいてください(50分程度)。

体験した内容を分かりやすくまとめるにはどうし
たら良いか考えて来てください（30分程度）。

対象学科
必修・選択
配当年次
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

今年度は開講しません。

回

　観光ビジネス現場で必要とされる豊かなコミュニケーション能力と,課題を発見し解決する能力の育成を目的と
する。
　観光現場でのフィールドワークを通じて,論理的に自分の考えを第三者に伝える能力と本学科で修得した専門
的知識をさらに深化させ,将来観光ビジネス等の分野で活躍できるビジネス実務能力を身につける。

15

評
価
の
方
法

％

試験(レポート) 50 ％

授業内課題等

受講態度 20

％301

30 時間

単位数

授業時間数

授業回数

開講時期
前期
後期

科目ナンバリング

TB-5-SEM-04

科目名 観光ゼミナールＤ
単位

認定者

● ● ● ● ●

学修成果

佐藤　美輪

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要、実務経験と授業科目との関連性）

授業形態 演習

授業計画 準備学修

対象学科
必修・選択
配当年次

観光ビジネス学科

観光ビジネス学科 選択

１年

２年

選択 単位
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1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

報告書作成と発表準備

前回までの授業内容を復習してきてください。（30
分程度）

前回までの授業内容を復習してきてください。（30
分程度）

前回までの授業で作成した報告書を完成させてきて
ください。（30分程度）

特になし。必要に応じて適宜紹介する。

特になし。必要に応じて適宜紹介する。

報告書と発表資料作成

フィールドワーク調査の振り返りと報告書作成の準
備

新型コロナウイルス感染症拡大により予定変更が余儀なくされる場合がありますが臨機応変に対応してください。
この科目は前期と後期でそれぞれ開講します。状況によって,内容や進度に変更が生じる場合があります。

報告書の発表，質疑応答，相互評価(１)全体発表

報告書の発表，質疑応答，相互評価（2）発表改善
ディスカッション

全体の振り返り

分かりやすく発表するように各自スライドを作成し
てきてください。（1時間程度)

発表内容を振り返り改善案を考えてきてください。
（1時間程度)

フィールドワーク

　観光ビジネス現場で必要とされる豊かなコミュニケーション能力と,課題を発見し解決する能力の育成
を目的とする。
　観光現場でのフィールドワークを通じて、論理的に自分の考えを第三者に伝える能力と本学科で修得
した専門的知識をさらに深化させ、将来観光ビジネス等の分野で活躍できるビジネス実務能力を身につ
ける。

温泉地秋保の魅力について

フィールドワークの準備

　身近な観光地を実際に訪れ，実際に行き，具体的に観光の様子や情報を収集できるようになる。さら
に，協調性やグループワークの力を身につけるとともに，発表を通じて情報伝達の能力を修得する。

　集団で課題に取り組み，積極的に自身の意見を発言する姿を期待する。フィールドワーク結果の発表
の際には聞き手に分かりやすく情報を伝える力を身につけてほしい。

ガイダンス（授業の流れや進め方について）

秋保の観光スポットについて
秋保の観光スポットを各自調べてきてください。
（30分程度）

15 回

評
価
の
方
法

％

試験(レポー
ト)

50 ％

授業内課題等

受講態度 20

％30

科目ナンバリング

TB-5-SEM-05

開講時期
前期
後期

観光ビジネス学科

観光ビジネス学科 選択

１年 単位1

30 時間

学修成果

単位数

授業時間数

授業回数

２年

● ● ● ● ●

選択

林　春伽科目名 観光ゼミナールＥ
単位

認定者

授業形態 演習

授業計画

自己紹介とゼミ長，副ゼミ長の選出

秋保成立の歴史

秋保の文化遺産について

準備学修

1人10分以内の自己紹介文を作成してきてくださ
い。（30分程度）

秋保成立の歴史について各自調べてきてください。
（30分程度）

秋保とその付近の文化遺産について各自調べてきて
ください。（30分程度）

秋保の温泉や旅館について各自調べてきてくださ
い。（30分程度）

効果的なフィールドワークを行うため着目する点な
どを考えてきてください。（40分程度）

対象学科
必修・選択
配当年次

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要、実務経験と授業科目との関連性）
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観光ビジネス学科 

■ ナンバリング

■ 学科教員一覧

■ オフィスアワー

■ 成績評価

■ 実務経験を有する教員一覧
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観光ビジネス学科のナンバリング

【例】TB-1-○○○ -01 
TB - 1 - ○○○ - 01 
① 半角 [-] ② 半角 [-] ③ 半角 [-] ④

①学科（専攻）識別番号

観光ビジネス学科：TB 固定

②科目レベル

教養科目：0（全学共通教養科目も学科独自教養科目も同じ）

専門基礎科目：1 
専門基幹科目：2 
専門展開科目：3 
演習科目（基礎演習）：4 
演習科目（専門演習）：5

③科目分類

半角アルファベット（大文字）3 桁

教養教育分野

人間と文化  HCU Human & culture 
人間と社会  HSO Human & society 
人間と科学  HSC Human & science 

専門教育分野

基礎科目 FCO Foundation Courses 
基幹科目 CCO Core Courses 
展開科目 ECO Extended Courses 

演習分野

基礎演習 SEM Seminar 
専門演習 SEM Seminar 

④連続番号

半角数字 2 桁

全学共通教養教育科目は全学科、以下のナンバリングを使用する。

科目名称 ナンバリング

日本語表現法 CO-0-HCU-01 
英語 CO-0-HCU-02 
歴史と文化 CO-0-HCU-03 
法律入門 CO-0-HSO-04 
現代の社会 CO-0-HSO-03 
情報処理 CO-0-HSC-01 
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科目区分  授業科目の名称  ナンバリング  

教
養
教
育
分
野 

人間と文化   

日本語表現法  CO-0-HCU-01 
英語Ⅰ  CO-0-HCU-02 
東北学  TB-0-HCU-03 
歴史と文化  TB-0-HCU-04 

人間と社会   

法律入門  CO-0-HSO-04 
現代の社会  CO-0-HSO-02 
コミュニケーション論  TB-0-HSO-01 

人間と科学   

情報処理  CO-0-HSC-01 
数理リテラシー  TB-0-HSC-01 

専
門
教
育
分
野 

基礎科目   

経営学入門  TB-1-FCO-01 
マーケティング  TB-1-FCO-02 
観光概論  TB-1-FCO-03 
観光ビジネス論  TB-1-FCO-04 
国内観光地理  TB-1-FCO-05 
国際観光論  TB-1-FCO-06 
観光史と観光文化  TB-1-FCO-07 

基幹科目   

英語Ⅱ  TB-2-CCO-05 
ビジネスマナー  TB-2-CCO-03 
情報機器演習  TB-2-CCO-02 
観光ビジネス英会話  TB-2-CCO-01 

展開科目   

旅行ビジネス実務  TB-3-ECO-01 
エアラインビジネス実務  TB-3-ECO-02 
エアラインサービス  TB-3-ECO-03 
鉄道ビジネス実務  TB-3-ECO-04 
宿泊ビジネス実務  TB-3-ECO-05 
ホテル・ブライダルサービス  TB-3-ECO-06 
ホテル経営  TB-3-ECO-07 
ブライダルビジネス実務  TB-3-ECO-08 
ウェディングブライダル演習  TB-3-ECO-35 
秘書実務  TB-3-ECO-09 
旅と文学  TB-3-ECO-12 
テーマパークビジネス  TB-3-ECO-13 
旅行業法  TB-3-ECO-14 
旅行業約款  TB-3-ECO-15 
国内運賃・旅費計算  TB-3-ECO-16 
国内観光資源  TB-3-ECO-19 
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旅行業務演習  TB-3-ECO-20 
海外観光地理  TB-3-ECO-22 
旅程管理  TB-3-ECO-23 
東南アジアの言語と文化  TB-3-ECO-36 
韓国語会話Ⅰ  TB-3-ECO-24 
韓国語会話Ⅱ  TB-3-ECO-37 
中国語会話Ⅰ  TB-3-ECO-25 
中国語会話Ⅱ  TB-3-ECO-38 
フランス語会話  TB-3-ECO-26 
英会話基礎  TB-3-ECO-32 
英会話応用  TB-3-ECO-39 
観光英語  TB-3-ECO-40 
TOEIC 演習  TB-3-ECO-31 
おもてなし英語  TB-3-ECO-28 
観光英語ガイド基礎  TB-3-ECO-30 
観光インターンシップ  TB-3-ECO-33 
海外研修  TB-3-ECO-34 

演
習
分
野 

基礎演習   

基礎キャリア形成ゼミ  TB-4-SEM-01 
実践キャリア形成ゼミ  TB-4-SEM-02 
初年次ゼミ  TB-4-SEM-04 

専門演習   

観光ゼミナールＡ  TB-5-SEM-01 
観光ゼミナールＢ  TB-5-SEM-02 
観光ゼミナールＣ  TB-5-SEM-03 
観光ゼミナールＤ  TB-5-SEM-04 
観光ゼミナールＥ  TB-5-SEM-05 

 

専
門
教
育
分
野 

展開科目  
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観光ビジネス学科　学科教員一覧

職位 氏名 研究室 電話番号 E-mail

1
教授

(学科長) 成澤　広幸
な る さ わ ひ ろ ゆ き 成澤

研究室
022-395-5894 h_narusawa@seiyogakuin.ac.jp

2 教授 朴
ぱ く

　賢淑
ひょんすく 朴

研究室
022-395-5942 h_park@seiyogakuin.ac.jp

3 講師 吉野
よ し の

　千乃
ち の 共同

研究室
022-395-6026 c_yoshino@seiyogakuin.ac.jp

4 講師 佐藤　美輪
さ と う み わ 共同

研究室
022-395-6097 m_satou@seiyogakuin.ac.jp

5 助教 林
はやし

　春伽
は る か 共同

研究室
022-302-5591 h_hayashi@seiyogakuin.ac.jp

成績評価

２０２２年度　観光ビジネス学科　オフィスアワー

オフィスアワーとは、教員が学生の皆さんとのコミュニケーションを充実させ、
個別に相談を受けるために研究室に在室する時間を設ける制度のことです。

相談を希望する教員のオフィスアワーの時間帯は、掲示などによりお知らせします。
指定時間に教員が研究室で待機していますが、臨時の会議や出張などにより不在の
場合もありますので、電話・メールなどで事前に連絡をとることをおすすめします。

非常勤の先生には、非常勤講師控室（１階事務室内にあります）または授業後の教室で
相談をすることができます。
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科目名 単位 実務教員 実務の概要

東北学 2 黒田　清志

H6年からH23年まで仙台市経済局、および仙台市
観光コンベンション協会で、また、中小企業診断士と
して、地域の中小企業、商店街、農業、観光の支援
事業を担当。その後、山形県など各地の研修会等の
セミナー講師、アドバイザーを務める。

法律入門 2 山口　元気 司法書士として，各種法律相談の相談員を経験。

ビジネスマナー 2 加藤　雅子
元大手国内航空会社国際線CA及びCA教官。機内
サービスCS推進部担当経験者。

エアラインビジネス実務 2 加藤　雅子
元大手国内航空会社国際線CA及びCA教官。機内
サービスCS推進部担当経験者。

鉄道ビジネス実務 2 紺野　純一
国鉄・JR職員（仙台駅長等）の経歴を経て、現東北
観光推進機構専務理事。

宿泊ビジネス実務 2 紺野　純一
元国鉄・JR職員、仙台ターミナルビル（株）専務取締
役総支配人等の経歴を経て、現東北観光推進機構
専務理事。

ホテル・ブライダルサービス 2 小野寺　理恵
ブライダルコーディネーターとして実務経験を有す
る。

ウェディングブライダル演習 1 梅宮　三輪子 ブライダル業界での実務経験を有する。

ブライダルビジネス実務 2 小野寺　理恵
ホテルや神社、ゲストハウスでのブライダル経験（美
容、司会、アテンド、プランナー等）あり。

旅行業法 2 堤　博史
総合旅行業務取扱管理者，観光庁登録の旅程管理
講習資格を有する。

旅行業約款 2 堤　博史
総合旅行業務取扱管理者，観光庁登録の旅程管理
講習資格を有する。

旅行業務演習 1 堤　博史
総合旅行業務取扱管理者，観光庁登録の旅程管理
講習資格を有する。

旅程管理 2 堤　博史
総合旅行業務取扱管理者，観光庁登録の旅程管理
講習資格を有する。

24
62

観光ビジネス学科　実務経験を有する教員の科目一覧

実務経験を有する職員が担当する科目の単位
設置基準上の標準単位数
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